
		
			[image: cover.jpg]
		

	
		
			[image: 001.jpg]
		

	
		
			[image: 002-003.jpg]
		

	
		
			[image: 004-005.jpg]
		

	
		
			[image: 006-007.jpg]
		

	
		
			[image: 008.jpg]
		

	
		
			チートだけど宿屋はじめました。②
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			序章　カーラがギルドにやって来た

		

	
		
			　

			ギルドの受付嬢・リリカの告白

			　

			　――リリカ・モートルランド

			「めずらしいわねぇ、こんな時間に……。どうしたの？　カーラちゃん」

			　ギルドの入り口のあたりが騒がしくなったので、私は視線を向けた。

			　時間は昼前。いつもなら、昼食の仕込みなどをしているであろう時間に、珍しくカーラちゃんがギルドを訪れた。

			　カーラちゃんはギルドに入ってくると、キョロキョロとあたりを見回した。何かを捜しているカーラちゃんの姿は、どこかうちの娘に似ていて、ちょっとかわいい。

			　まぁ、カーラちゃん大好きっ子に育ったうちの娘が、カーラちゃんの仕草を真似ているだけなので、似ていて当然といえば、当然なのだが……。

			「どうしたの、カーラちゃん？」

			「あぁ、リリカさん、今日は少しお願いがあって……」

			　私が声をかけると、「やっと見つけましたよ」と言わんばかりの様子で、カーラちゃんが一息ついた。

			　どうやら、カーラちゃんが捜していたのは私だったようである。

			「お願いがあって」と言うくらいだ、カーラちゃんがギルドに来た理由は、これまた珍しく、何かの依頼を出すためなようだ。

			「へぇ、珍しいわね。カーラちゃんがギルドに依頼に来るなんて。たいていのことは、自分で片付けるのに」

			「からかわないでくださいよ……。私だって、そんなに何でもできるわけじゃないですから」

			「またまた～、そんなに謙遜しなくてもいいわよ」

			　私の知る『カーラ・グライス』という人間は、本当にすごい才能の持ち主である。

			　現在は引退してしまったので、記録上でしかないが、その存在は半ば伝説となりつつあった。

			　カーラちゃんは過去・現在・未来において、人類がたどり着けないとされていた究極の称号、【超越者級】の冒険者だった。

			　格闘技術においては、現在、騎士団最強と言われているディック・モートルランド……まぁ私の旦(だん)那(な)様なのだけれど、そのディックすらも圧倒するレベルだ。

			　魔法技術に関しては、【魔(ま)導(どう)幻(げん)姫(き)】という冒険者のころの二つ名が示す通り、初級～上級まですべてを使いこなす。

			　一部の者しか知らない極秘情報ではあるが、失われた古代魔法まで扱えるという。

			　……さらにまったくの噂(うわさ)でしかないが、カーラは癒(いや)しの魔法まで使え、究極は死者蘇生まで行えるとかなんとか……。

			　正直、そんなことができれば世界がおかしくなりそうなので、死者蘇生の魔法云々はありえないとは思うけれど……。

			　とまぁ、冒険者としての才能は超一流だ。

			　冒険者をやめて久しい今でも、カーラちゃんに弟子入りを志願するために、ギルドを訪ねてくる者は多い。

			　そのすべてが、ただの野心家だったり、隙あらばカーラちゃんを倒して名を上げようとする者だったりするのだけれど……。

			　そんな、冒険者として超一流のカーラちゃんは、冒険者をやめたあと、昔からの夢だったという宿の女将(おかみ)をやっている。

			　そこでも、彼女の才能は光り輝いた。

			　無表情という、おおよそ宿屋に向いてない負の側面を抱えているにもかかわらず、たった数年で、小さな宿を世界中で知らぬ者なし、と言えるほどの宿屋に変えてしまったのである。

			　料理の腕は抜群。見たことも聞いたこともないような料理を作り出しているが、そのすべてがとてつもなく美味(おい)しい。

			　また、初めて食べたはずなのに、なぜか「おかぁさぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！！！！！」と叫んでしまうほど、どこか懐かしい味わいであるという、驚異の料理を提供しているのだ。

			　まぁ、今年で28歳になるはずの彼女が、どうしてそんな懐かしい味を作り出せるのかは、未だに謎であるが。

			　謎といえば、彼女は28歳にしては、少々若々しすぎないだろうか？

			　せいぜい20歳ぐらいにしか見えないその美(び)貌(ぼう)は、私たち女なら誰でも羨(うらや)むほど。

			　どんな生活を送れば、そんなに若さを維持できるのだろう？

			　教えて欲しい。

			　そうすれば、もっともっとうちの旦(だん)那(な)と仲良く……ウヘッ、ウヘヘヘ……。

			　……おっと、話がそれてしまったのでここで軌(き)道(どう)修正を。

			　ティレプー夫妻のやっていた宿を譲(ゆず)り受けたカーラちゃんは、たった１人で宿を経営（夜だけ夫妻の助力を得ている）して、今では王都でもっとも有名な宿屋にまでにしたのだ。

			　宿の経営が好調に回り始めたころから、予約宿泊の制度をとっており、数部屋をのぞいて、予約でしか泊まれないようになっている。

			　これまでに、当日に来て、無理矢理、泊まらせろ、と数十人で実力行使に出た不良冒険者の一団や、目の前に大金を積み上げる貴族の客がいたりもした。しかし、いくら数の暴力で訴えても、いくら大金を積んでも、カーラちゃんは予約しているお客との約束をたがえるようなことは一切しなかった。

			　そうしてお客の信頼を勝ち得た『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』は、お客様本人からの予約しか受け付けておらず、普通ならどの宿も行う、ギルドとの提携もしていない。

			　カーラちゃんの宿は、王都の数ある宿屋のなかで、ただ一軒だけ、ギルドが介入できない宿なのだ。

			　まぁ、個人的にカーラちゃんと付き合いのある私などは、宿の近況などもよく知っている。

			　最近、建物を拡張し、最大16組のお客様を迎え入れられるだけの部屋数を確保したのは、確認している。

			　あれ？

			　あんまり話を軌(き)道(どう)修正できていないなぁ。カーラちゃんの才能の話だったはず……。

			　とりあえず、またカーラちゃんの才能の話に戻ろう。

			　戦闘技能、宿の経営手腕の他にも数多くの才能を持っている彼女。

			　小説界の巨匠『ライース・神楽(かぐら)』は、実は彼女じゃないかと言われているし、伝説級の魔装具職人『ララ・カイグース』も、彼女ではないかと言われている。

			　さすがに、一人前になるには最低10年の修業が必要とされている魔装具職人のなかで伝説級の人物が、カーラちゃんと同一人物ってことはないと思うけど……。

			　でも、カーラちゃんならやりかねないって思えてしまうところが、怖いわね。

			　最近、王都で人気の楽団『悠(ゆう)久(きゆう)の幻(げん)想(そう)曲(きよく)』の団長にして世界一のギルタ弾き、『幽(ゆう)玄(げん)の弦(げん)奏(そう)者(しや)』ことクエルダ・アルシナシオンと、副団長にして人気絶頂の歌姫『神域の歌姫』ことナーオス・エウアンゲリオンの２人も、カーラちゃんから指導を受けて、今の実力を身に付けたって噂(うわさ)だ。

			　王国を裏から支える最強の特殊部隊『王室特務隠密機動部隊・イスラカラーグ隊』も、カーラちゃんが育てたって話だし、あの三大国家の一つ『エルクラン帝国』の皇(こう)帝(てい)陛(へい)下(か)ともつながりがあるという。

			　さらに、三大国家の一つ『ミルクラン王国』の王族で、王国内でも唯一、他種族を見下しているハイエルフ族さえ、カーラちゃんには頭が上がらないとまで言われているし……。

			　挙げればきりがなく、そのすべてが、「まぁ、カーラちゃんだしなぁ」という一言で片付いてしまう。

			　これまでに挙げた話だけでも、すべてが本当なら、まさに完(かん)璧(ぺき)超人じゃないだろうか？

			　欠点らしい欠点がまだ見えていない、ってだけでもあるけれど……。

			　また、カーラちゃんの肖像画は、今、破格の値段で取り引きされているらしい。

			　神の造形とまで言われている圧倒的な美(び)貌(ぼう)と、無駄な部分が一切ない、と言われているプロポーション（あのＯＰＰＡＩは無駄じゃないのか!?）を持っているので、仕方ないといえば仕方ないか……。

			　それに、現在付き合っている男性の影もない（国王様とのやり取りは一種の名物扱いになっている）ので、男たちの行動にも拍車がかかっているのだろう。

			　地下組織『美しい女性は世界の財産』主催の闇オークションは、カーラちゃん関係の物品が提出されるだけで、異様な盛り上がりを見せるらしい。

			　あぁ、闇オークションといっても、違法な薬物などが取り扱われているわけではないので、ご心配なく。

			　また、なんだか話がそれた気がするが、これで、カーラちゃんのすごさがわかっていただけただろうか……。

			　そんな、今のところ完(かん)璧(ぺき)超人といえるカーラちゃんが、ギルドに依頼を出すという。

			　驚くな、というほうが難しい気がしますよねぇ？

			　と、いうより、私は誰に説明していたんだろう？

			　

			「リリカさん？　依頼というよりは、ギルドの情報網を使わせて欲しい、というお願いなんだけれど」

			　一人、思考の海に潜っていた私に、カーラちゃんが言葉をかけてきた。どうやらギルドに来た理由は、情報網の活用らしい。
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			「ん？　情報網を使いたいの？　いいんじゃない、なに？　宿の宣伝とか？」

			　ギルドでは、様々な情報を流したり、確認したりすることができる。

			　宿の情報であったり、魔物の情報であったり、本当にいろいろだ。

			　ギルド経由で流された情報は、瞬時に他のギルドに送られて、そこでも閲覧が可能になる。この情報は閲覧は自由だが、掲載できるのは限られた人間のみである。

			　といっても、王都の市民であることを表す市民カードか、ギルド発行のギルドカードがあればいいので、ほぼ誰でも掲載できるのだが……。

			　また、魔物の情報などは、ギルド職員から直接、伝えることのほうがはるかに多い。なので実際は、情報網はほとんどがギルドからの情報提供にしか使われていない……。

			　最近は市民カード、ギルドカードともに開発が進み、様々な情報がカードに転送されるような仕組みまで作られた。カードが震えるお知らせ機能、というやつだ。

			　また、仲の良い者同士なら、１００文字分の文章を送れるという、手紙としての機能までついた。製作者はやはり、天才魔装具職人、ララ・カイグース。

			　よくこんなものを思いついたものだ。

			　さすがのカーラちゃんでも、この機能までは考案できないだろうから、やっぱり別人よね？

			　とにかく、ギルドの情報網は圧倒的に進化を果たした。

			　そんなギルドの情報網をカーラちゃんが使いたいって？　一体どんな用事だろうか？

			「ええ、従業員を増やそうかと思いまして。それで、ちょっと募集をかけようかと」

			　さらりと、いつもの無表情で言う、カーラちゃん。

			「…………えっ？」

			「……」

			「…………」

			「………………!!」

			「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！！！！！！！！！！？？？？」

			　驚いた私の大絶(ぜつ)叫(きよう)が、ギルド内にこだました。

			　私の大絶(ぜつ)叫(きよう)で、ギルド内は混乱に陥った。

			　普段、大型の魔(ま)獣(じゆう)が現れたという情報が入っても、冷静に対処する私（私の手におえる範囲の魔(ま)獣(じゆう)なら、別段、驚くものじゃないでしょ？）が、恥も外聞もなく、大声を上げたのだから当然だ。

			『王都崩壊の危機か！』とまで騒がれるほどの、大騒ぎとなってしまった。

			　その後、騒ぎを聞きつけたギルドマスターに怒られたのは、記憶の片(かた)隅(すみ)に封印しておこう。

			　カーラちゃんの話を聞いたギルドマスターの反応も結局、「なに――――――!!」という大絶(ぜつ)叫(きよう)で、再びギルドを混乱に陥れることとなったし……。

			　

			　うぅぅ、怒られ損だ……。

		

	
		
			第１章　宿を拡充します

		

	
		
			　

			従業員を増やします　その１

			　

			　――カーラ・グライス

			「カーラちゃん、大丈夫!?　熱でもあるんじゃない!?」

			　大絶(ぜつ)叫(きよう)がこだましているギルド。リリカさんが、かなり失礼なことを言っている。

			　横でうんうんと頷く、ギルドマスター。早いところ仕事に戻ったほうがいいんじゃないだろうか？

			「失礼ですね、リリカさん。熱なんて久しく出ていませんよ」

			「じゃあ何で、いきなり従業員を募集するとか言いだすの!?」

			　まぁ、そこは気になって当然か……。

			　今まで、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』は従業員を雇(やと)ったことがなかった。

			　異世界からの『トリッパー』である私は、『トリッパー』に起こる【テンプレ】の一つと言ってもいい、『チートな能力』を持っている。（最近では、その能力を持たないトリッパーも増えているそうだが、私が地球にいたころには、異世界に旅立ったトリッパーには、ほとんど漏れなく付いてくる特典だった）

			　最高神の手によって付与されたその能力は、語り出すと面倒くさいほど多い。

			　いろいろとあるが、そのなかでも、私のステータスは群を抜いていた。

			　簡単に言うと、全能力のステータスが、この世界（ＲＰＧと現実世界を混ぜたような世界である）のＭＡＸより、最低でも５倍以上はあるのだ。

			　さらに、特殊な【神様の贈り物(ギフト)】も多々付与されており、現在では数え切れない数の【神様の贈り物(ギフト)】を手にしている。

			　たぶん……。

			　多すぎて面倒くさいし、宿の仕事もあるので特に確認はしていないから、私も正式な数はわからないのだ。

			　ああ、【神様の贈り物(ギフト)】というのは、俗にいうスキルのことだ。

			　異常なステータスと豊富なスキルを駆使すれば、たった１人で宿を切り盛りすることなど、私にとっては余裕だった。

			「たしか、宿のノウハウを盗まれたくないとかって、言ってなかったっけ？　技術の拡散を防ぐとか言って……。

			　だから従業員も雇(やと)っていなかったし、アンナちゃんのスパイ行動に対しても、世界が物理的に死滅していくほど、怒ってなかった？」

			　まさにその通りだった。

			　この世界に来た当初は、異世界転生モノやトリップモノによくある異世界の技術の売り込みは行わないようにしようと、私は決意していた。いわゆる、技術の独(どく)占(せん)である。

			　そのため、私の技術を求めて様々な人が弟子入りを志望したが、そのすべてを追い返した。

			　そんな私が従業員を募集するなど、リリカさんにとっては、まさに驚(きよう)天(てん)動(どう)地(ち)の出来事であろう。

			　だが……。

			「最初のころは、そんなことも思っていました。でも、今は別にいいかな、と思うようになってきてました。この前、宿を拡張して、１人でやりくりするのはきつくなってきたのも事実なので、１人か２人、一緒に働く仲間が欲しいんですよ。私自身も、１人の時間を作りたいですし……」

			　実際、私は一人で働くことに問題はなかった。

			　先ほども言った通り、このチートな能力により、たった数部屋増えただけなら、問題なく１人で宿屋を運営していくことができる。

			　ただ、ちょっと仕事に慣れてきたこともあり、余裕もできたので、少し話し相手が欲しくなったというか、さびしくなったというか……。

			「まぁ、それもそうか……、今まで１人でやってきていたことのほうが、異常だったわけだし」

			「そうですね。異常といえば異常でしたね。ただ、あらためて他人の口から言われると、ちょっと刺さるものが……」

			「でも、どうするの？　すぐに来てもらって働いても、上手くいかないんじゃ？」

			「まぁそうですね、なので１週間ほどはお休みをいただきまして、新人たちをしっかり研修しようかと思います」

			　

			　研修は、当然行う予定だった。

			　この世界には、研修という概(がい)念(ねん)はほとんどなく、すべてＯ・Ｊ・Ｔ（オン・ザ・ジヨブ・トレーニング。職場内での実業務を通しての研修）で行われていると言ってもいいだろう。

			　しかし、そんなものでは、当然いろいろなことが上手くいくはずもない……のだが、誰もそこは突っ込まない。

			　だが、私の宿ではそんなことはさせない。

			　しっかりと教育をして、誰が見ても恥ずかしくないレベルの従業員になるまで、育てるつもりである。

			　洗脳系スキルを駆使すれば、一瞬で完(かん)璧(ぺき)な従業員を作ることもできるだろうし、軍隊のような厳しい研修を行えば、忠実な従業員を作り上げることは可能なのだ。だが、転生前の私はゆとり教育を経験していた世代なので、個人を大切にしたいところだ。

			　まあ、最低限の礼儀作法と、接客方法ぐらいしか教えることはないと思う。

			　その礼儀作法も、所詮、10年に満たない程度の社会人生活で身に付けた、なんちゃって礼儀作法なので、不作法もあるだろうが、そこはかまわないだろう。

			　ん？　１週間でそこまでの教育ができるのかって？

			　それは愚問だ。

			『できる、できない』ではなくて、『殺るか、殺らないか』ですよ……。

			　当然、研修を行うのならみっちりと、自分の持てる技術のすべてを注ぎ込んで、真っ当な廃人を誕生させるレベルで鍛(きた)えていくつもりであった。

			　私は、たとえ世界の半分を手中に収めたと言われる魔王が客として来ても、普通の対応ができるレベルにまでは育てるつもりだった。

			　くっくっくっ……。

		

	
		
			　

			従業員を増やします　その２

			　

			　――リリカ・モートルランド

			　背中から黒いオーラを出しながら（幻影ではなく、実際に漏れ出た魔力が、カーラちゃんの感情に反応して黒くなっているのだろう）、カーラちゃんは急に黙り込んだ。

			　うん、とりあえず、魔力の放出を抑えてくれるかな？

			　カーラちゃんの魔力に当てられた空気が、言葉通り『死んで』いくのが目に見えてわかる……。

			　しかも、無表情は相変わらずだから、余計に怖い。昔、任務で会った土竜王より迫力があるのではないかしら？

			「……じゃ、じゃあ、研修期間を１週間ほど設けるってことで、情報を流しておくけど、いいかしら？」

			　私は、少しびくびくしながらカーラちゃんに問いかけた。カーラちゃんはそれまでの黒いオーラをふっと消し、いつもの様子に戻った。

			「そうですね。それでお願いします。面接試験も行う、と書いていただけるとありがたいですね。人柄などを判断する材料にしますので。あっ、あと、試験と研修期間を合わせて、10日ほど宿を休むことになると思いますので、その旨も伝えていただけると……」

			「はいはい、それも書いておくわね。あと、採用試験はいつからにするの？　すぐには人は集まらないと思うけど」

			　私は、端末に情報を書き込みながら話を続けた。横では、ギルドマスターがうんうんと頷いている。

			　というかマスター、あんたはさっさと仕事に戻りなさいよ。さっきから頷いてばかりじゃない……。

			「そうですね、ちょうどいい時期ですし、面接は来月の頭からにしましょう。２週間もあれば、さすがに情報も伝わるでしょう？」

			「余裕で伝わるわね。というより、２週間あれば世界各地から人が集まるわよ。ただし、ギルドの支部がある場所に限るけどね」

			「いい人材を手に入れるためには、多くの場所から人を集めないといけませんから……」

			「わかったわ。これで作成しておくわね。カーラちゃんも、宿のほうでしっかり宣伝しておいてちょうだいね？」

			　私はそう言うと、情報の更新をした。

			　今から約２時間後には、世界中のギルド支部に情報が伝わり、さらにその10分後には、カードを持つすべての人に情報が届けられるだろう。

			　ちなみに、最初、タイムラグなく情報を発信できる、緊急用の情報伝達網を使おうかと思ったのだが、さすがにギルドマスターに止められた。

			　それは入力した情報がリアルタイムで更新されるので、災害指定魔(ま)獣(じゆう)などの出現情報を発信するときなどに使うものなのである。

			　いや、カーラちゃんが従業員を募集するなんて、災害級の魔(ま)獣(じゆう)が出たよりも驚くことではあるが……。

			　その後も、ギルドのなかはワイワイと盛り上がる。

			　２週間後、王都の一部の地域が異常な熱狂に包まれることになるとは、このときの私たちは想像すらしていなかった。

		

	
		
			　

			従業員を増やします　その３

			　

			　――カーラ・グライス

			　ギルドでメッセージを情報網に載せてもらってから、２週間がたった月初めの朝。

			　うっすらと朝日が差し込む部屋のなかで、ゆったりとまどろんでいた私は、いつもより騒がしい喧(けん)騒(そう)で目が覚めた。

			　ん？　いつもより起床が遅いんじゃないかって？　それはそうだろう、今日から宿は休み。新人従業員の試験と研修を行わないといけないのだ。

			　試験は午前10時から行う予定だったから、久しぶりに（約３年ぶりぐらいかな？）ゆっくり寝られると思っていたのに……。

			　まったくもって騒がしい。

			　いったい、こんな大通りから外れた場所で、何を騒いでいるのだろうか？

			　ちょっと黙らせるか……。

			　身なりを整えてから、私は外に出る。時刻は午前７時である。

			　――ざわざわっ……。

			　……何だこれ？

			　ガチャリと宿屋のドアを開け外に出ると、そこは人、人、人、人の海であった。

			　まさに、黒山の人だかり……。いや、あれは日本人の髪の色を表していると思われるので、この異世界風に言うとどうなるのか……虹山の人だかり？

			　まぁ、めちゃくちゃ人が多いということがわかっていただければ、何でもいいのだが。

			　私が王都に来て、最初に受けた冒険者育成学校の入学試験。

			　冒険者もそれなりに人気の職業なので、人数はかなりいたはずであるが、あのときより多いんじゃないだろうか？

			　ていうより、行列の端が見えない？

			　近々、祭りでもあったっけ？

			　王都で見かけたことのある人も多いが、帝国内で見かけた人や、普段あまり王国から出てこない獣(じゆう)人(じん)の方々、さらには魔族の方までいる。

			　人の海に見(み)惚(と)れていると、そのなかに、人波に溺れそうになっているリリカさんを発見した。

			　――ずぽっ!!

			　ぴょんぴょんと近づき、リリカさんを引っこ抜く。

			「ぷはっ!!　死ぬかと思った！　ありがと～カーラちゃん」

			　リリカさんは、半分泣きながらお礼を言った。よくよく見れば、他にも幾人かのギルド職員の姿も見える。いったい何の騒ぎなのだろうか？

			「リリカさん、これは一体、何事ですか？」

			　私はリリカさんに訊(き)いた。

			「みんな、カーラちゃんの宿に試験を受けに来た人たちだよ～」

			「え!?　多すぎますよ!?　それに、試験は10時からですよ？」

			「あ～。情報網に試験開始の時間を入れてなかったからねぇ。みんな、早く来たほうが有利だって思ったんじゃないかな？」

			「え？　……あッ！」

			　そういえば、時間指定はしてなかったような……。

			　私は、今更ながら驚(きよう)愕(がく)の事実に気が付いた。

			「どうする？　ちょっと早いけど試験を開始する？　というか試験を早く終わらせて、この騒動を治めてくれないでしょうか？　この騒動のせいで、私もギルドから駆り出されちゃったんだから」

			「そうですね。このままでは、ご近所に迷惑がかかってしまいます。かなり早いですが、始めましょうか」

			「では、リリカさん。この番号札を適当に配ってください」

			　私はそう言って、リリカさんに番号札を渡す。

			　最初はこれを順番待ちの人のために使う予定だったのだが、こんなに人が増えてしまっては、そうも言っていられない。

			　誰が最初に来たかもわからないから、抽選で順番を選んでいくか……。

			「皆様、お待たせいたしました。今から面接試験を始めたいと思います。今、ギルド職員の方が配っております番号札に書かれた番号が、皆様の受験番号となります。こちらの不手際で申し訳ございませんが、最初に来られた方に一番の札をお渡ししているわけではございません。

			　また、最初に来られた方が一番に試験を受けられるわけでもありません。完全にバラバラで番号を選出してまいりますので、後ろの方が先に呼ばれることもご了承ください。それと、先に番号を呼ばれた方の番号を強引に奪う、お金で買う、などの行為が確認された場合は、奪った方は即刻、面接資格のはく奪、お金で買った場合は、売った方も含めて資格のはく奪とさせていただきますので、ご注意願います。

			　それでは、こちらの魔法球をご覧ください。今から、こちらに映ります番号の方から宿内にお入りください」

			　私が説明をしていると、騒がしかった喧(けん)騒(そう)は徐々に静まってきた。

			　先に非礼を詫(わ)びたのがよかったのか、順番についての苦情は出てこなかった。

			　ちなみに、説明の際、大声は出してなかった。それでは、ご近所迷惑になってしまうからね。

			　では、どうやって声を伝えたのか気になる方もいるかと思うが、それは魔法を使えば何とでもなる。

			　私にしか使えない魔法なので、他の人には真似できないが。

			　フォンという軽い音とともに、宿屋の屋根の辺りの高さに大きな魔法球が展開され、そのなかに数字が映し出される。

			　後ろの人までよく見えるように、という配慮である。

			　実のところ、この魔法球は、宿の宿泊客と一緒にビンゴ大会でもしようかと思い、事前に作っていた魔法装置だった。

			　ウシンの作った世界なら、地球の娯楽も豊富にあるかと期待していたが、もともと中世ヨーロッパにＲＰＧを足したような世界のため、私が満足するような娯楽は少なかった。当然、ビンゴなどというものもなかった。

			　だが、魔法球を作ったはいいが、いちいちやり方を説明してまでやるのも……と思って放置しておいたのだった。

			　まさか、こんなところで役立つとは……。

			　そうそう、番号札は１００までしか作っていなかったので、この場で急造で追加した。まさか、こんなに人が来るとは、思ってもなかった。

			　完全に見込みが甘かったとしか、言いようがない……。もし次があるなら、そこも考慮しなければ。

			　それにしても、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』は、宿泊先としての人気はあると思っていたが、まさか、就職先としても人気があったとは。

			　うれしい悲鳴である。

			　

			　さてさて、そろそろ番号の発表だ、最初の受験者は、一体どんな人やら。

			　外の行列をリリカさんたちに任せ、私は面接会場である自分の部屋に戻った。

			　急いで準備しなければ!!

			　時間があると思って、面接会場の準備を完了していなかった。

			　急いで会場の準備をする。たぶん、今まででもっとも早く動いていただろう。

		

	
		
			　

			面接をします　その１

			　

			　――リオン・アークダイン

			「最初の方どうぞ」

			　女将(おかみ)さんの美しい声が、ドア越しに聞こえた。

			　俺が一番最初の受験者ということもあり、どんな試験が待っているかはわからないが、宿の試験なんて、愛想をよくしていれば大抵合格できるって、知り合いの給仕も言ってた。

			　きっと、合格できるはずだ。

			　ここから、俺の人生を変える大一番が始まるんだ!!

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――カーラ・グライス

			「失礼します」

			　その言葉とともに、最初の受験者が入ってきた。

			　見た目はどこにでもいる普通の冒険者、といったところだ。普通といっても、現代日本にいれば、雑誌なんかでモデルをやって、女子高生あたりに「かっこいぃ」とか言われて、一瞬だけブームが起きる程度には、イケメンではあるが……。

			　この世界は、容(よう)姿(し)のレベルが基本的に高いので、現代日本ではイケメンでも、よっぽどでない限り、普通になってしまう。

			　あれだな、男性アイドルを多数輩(はい)出(しゆつ)する一大組織とか、女性アイドルをたくさん抱えている某アイドル事務所も、この世界では〝普通〟という称号しかもらえないだろう。

			　そのなかでも、ごく一部のメンバーは、この世界でも『イケメン』や『美女、美少女』と呼ばれるかもしれないが、私がいたころに名前が挙がってきていた若手では、きっと全滅だろう。

			　こちらの世界では、比較的体格の良い男性がモテるので、アイドルよりも、格闘家のほうが受ける可能性が多い。

			　おっと、話がそれてしまった。試験に戻ろう。

			「よ、よろしくお願いします」

			「はい、よろしくお願いいたします。ではまず、受験番号と自己紹介、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』への就職を希望する理由を教えていただけますか？」

			　とりあえず、面接試験の基本中の基本からやることにした。

			　この世界には就職ハウツー本なんてないだろうから、一体どんなトンチンカンな受け答えをしてくれるのであろうか？

			　実は、それも密かな楽しみだったりするのである。

			　なに？　意外に性格が悪いんですねって？

			　今、私のことを性格悪いと思った方、全員前に来なさい……。拳(こぶし)で語り合えば、皆さん理解していただけると思いますので……。

			　まぁ、そんな冗談は置いておいて、私も就職氷河期を生き抜いてきた強者ですからねぇ、一度面接官として、就職希望者を面接する立場に立ってみたいとは、ずっと思っていたのですよ。

			　さて、彼は一体どんな人なのか、自己紹介で少しはわかるでしょうかね？

			「はい、え～っと、受験番号２８２２、リオン・アークダインと申します。年は34です。一応、冒険者としてはそこそこ名がしれていると自負しています。さすがに『二つ名』まではついていないですが。

			　就職を希望する理由ですが、まぁ、冒険者稼業が年齢的にきつくなってきたこともありますので、こちらへの就職を機に、冒険者から足を洗おうかと思っておりまして」

			　リオン・アークダインねぇ、聞いたこともない冒険者だな……。

			　それに34歳で冒険者稼業が辛くなってきたってことは、あんまり強くはなさそうね。伸び代もあまりなさそうだし。

			　残念だけど、今回の選考対象からは外れるわね。まぁ、一応、試験としての形だけはまっとうしときましょうか。

			「冒険者、ですか……。冒険者としてのレベルとランクはどれぐらいですか？」

			「はい、レベルは42です。ランクはＣ級ですね」

			　やっぱりその程度ですか……。私よりも年齢が上ですし、ちょっと微妙かもしれませんねぇ。

			　そもそも、王都での宿経営を許可されるだけの基準を満たしていないですしね。

			　やはり、今回の面接は見送ってもらいましょう。まあ、一応、最後の質問だけしておきましょうか。

			「それでは、時間もありませんので最後の質問です。宿などのサービス業では、お客様をとても大切にしています。当宿も、ある理念に基づいて経営を続けています。まぁ、それは今はいいでしょう。

			　で、あなたに質問です。あなたにとって、お客様とはなんですか？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――リオン・アークダイン

			　面接試験という緊張感が、ついつい俺に現実逃避をさせる。

			　試験の会場として通されたのは、女将(おかみ)さんの部屋だった。宿に泊まったことのある冒険者仲間から聞いた話だと、場所はわかっているのに、誰も見たことのない部屋で、『神秘の秘境』と呼んでもいいような部屋らしい。

			　そんな『神秘の秘境』に初めて（多分だが）足を踏み入れる男が俺かと思うと、なんだか不思議な気持ちになる。

			「失礼します」

			　女将(おかみ)さんの部屋は、予想に反してとても落ち着いた雰囲気のある部屋だった。

			　まだ年若い女将(おかみ)さんだと聞いていたので、もっとキャピキャピした女性らしい部屋かと勝手に想像していたが、そうではなかった。

			　ベッドと机、それと本棚（これは少し大きめだ）、あとは衣装箪笥。

			　どれも古いものだが、質の良さそうな作りで、長い年月を経たことで醸(かも)し出される風格が備わっている。

			　ふわりと薫る何とも言えない甘い香り。いったい何の匂いなのか俺にはわからないが、決していやな匂いではない。

			　王都の知り合いの娘さんの部屋は、もっとごちゃごちゃとしていた記憶があるので、記憶と相まって、ことさら綺(き)麗(れい)に見えるのかもしれない。

			　部屋にはホコリやゴミなどは一切なく、パッと見ではまったく生活感がないように見える。

			　だが、不思議と人が、いや女将(おかみ)さんがここで寝泊まりしているのだと感じる。きっと、ふわりと薫る匂いが、生活感を醸(かも)し出しているのだろう。

			　女性らしいものが一切ない部屋のなかで、女将(おかみ)さんが椅子に腰掛けこちらを窺っている。
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			　緊張がかなり高まった。

			　あ……いや、女性らしいものが一つだけあった。

			　ベッドの上に、クマのぬいぐるみが置いてある。首に大きなリボンをつけたクマのぬいぐるみが可愛(かわい)らしく鎮座する姿は、機能美を追求しまくったようなこの部屋に、どこかほっとさせる印象を与えていた。

			　女将(おかみ)さんの女性らしい一面を垣(かい)間(ま)見た気がして、少し嬉しい。

			　部屋には、裏庭に面するように大きな窓がついており、そこから差し込む光が部屋を柔らかく包んでいる。壁際に立てかけられているギルタが、太陽の光を優しく反射して、部屋全体が柔らかい空気に包まれている。

			　それにしても、渋いギルタだ。どこぞの名工が作ったに違いない。

			　そういえば、女将(おかみ)さんは『悠久の幻想曲』の団長や歌姫とも、仲がいいとか……。

			『悠久の幻想曲』の２人は、昔、旅芸人だったころにこの宿に拾われて、才能が開花したとかって噂(うわさ)も聞いたけど、本当かなぁ？

			　ばれない程度に部屋の内部を観察しながら、『俺も将来、この部屋で過ごすのか』と考えていると、女将(おかみ)さんからいくつか質問がきた。

			　どれも難しく考える必要のないような質問ばかりなので、簡単に、思いつくままに答えたのだが、よかったのだろうか？

			　面接試験なんて初めてだから、わからないことだらけである。

			　まぁ、どれも嘘は言っていないし大丈夫だろう。

			　ほとんど女将(おかみ)さんと雑談などをすることなく、最後の質問がきた。

			　ちょっと世間話でも、と思っていたのに、そんなことさえできない空気である。

			「素敵なお部屋ですね」から入って、部屋をほめつつ、女将(おかみ)さんと仲良くなってやろうと考えていただけに、少し当てが外れた気分である。

			　しかたないか。外にはたくさんの受験者が待っているから、１人にかけられる時間は短いのだろう。

			　最後の質問は、「あなたにとって、お客様とは何ですか？」という質問だった。

			　これは簡単だ。女将(おかみ)さんの口癖であり、宿の方針として、宿の壁にも張ってあったからな。

			「はい、お客様は神様です!!」

			　多分この言葉は、クラン神と接するような気持ちでお客様に接します、という女将(おかみ)さんの気持ちの表れだろう。

			　なので、この言葉を言えるかどうかがこの試験の鍵(かぎ)、というわけだ。この質問を最後に持ってきたのも、このためだろう。その前にされた質問は、いきなりこの質問をするのは不自然とでも思った女将(おかみ)さんからの配慮だろう。

			　面接試験って、意外に簡単だったな。

			「本当にそう思いますか？」

			「はい!!　お客様は神様ですから!!」

			「……わかりました。これにて試験を終了いたします、結果をお待ちください。結果は２日後に、宿の前で発表いたしますので、２日後の午前10時に、同じように宿屋前に集まるようにお願いいたします。その際は、きちんと整列するようにお願いいたします。それでは、本日はありがとうございました」

			「はい！　ありがとうございました！　失礼します」

			　無表情だからだろうか、厳しい印象を与えている女将(おかみ)さんから、フッと威圧感が消えた。

			　多分好印象だな。

			　よし！

			　再就職先も決まったし、冒険者仲間に自慢してやろう。奴らの羨(うらや)ましがる顔が目に浮かぶぜ。

			　なんたって、美人女将(おかみ)と俺の２人で宿を経営していくのだから、きっとあんなことやこんなこともあるだろうしな。

			　部屋を出ていく俺の足取りは、驚くほどに軽かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――カーラ・グライス

			「受験番号２８２２、冒険者、リオン・アークダインか……。実力、伸び代ともに、考慮の余地なし。不合格だな」

			　私は、受験者のプロフィールが書かれた履歴書を見る。

			　この履歴書は、受験者が部屋に入ってきた時点では白紙だった。ウシンからもらった超絶スキルを使用し、地球の履歴書を手書きで完全再現したものだ。

			　フリーハンドで直線を綺(き)麗(れい)に書けるスキルなんて、こんなときぐらいしか使わないでしょ？

			　写真を貼る欄も、手書きで受験者の顔を完全再現して描いている。

			　羽ペンで描いたのに、写真を張ったかのような精巧さ。

			　うん、スキル、いい仕事してるね。

			　先ほどの受験者のプロフィールをさっと読み返し、不合格の判を押す。

			　他の受験者が皆、先ほどの男と同じような人物であったなら、今回は合格者なし、ということになるな。

			　まぁ、再考する余地もないほどの人物だったので問題ないだろう。

			「次の方どうぞ」

			　あれだけ人数がいるのだから、先ほどのような人ばかりではないようにと願いながら、私は次の受験者を呼ぶ。

			　次はいったい、どんな人が来るのやら。

		

	
		
			　

			面接をします　その２

			　

			　――カーラ・グライス

			　試験開始から２日がたった。

			　さすがに３０００人を超える人の面接試験をすべては紹介することができないので、いくつかピックアップしよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――魂(たましい)の料理人・ラポー

			「お久しぶりですね。名前は覚えていますが、一応試験ですので、受験番号と自己紹介、当宿への就職希望理由を教えていただけますか？」

			「はい!!　受験番号１０５、ゴーテァ・ラポーです。職業は料理人です。就職の動機ですが、一度、お昼に食べさせていただいた料理に感動いたしまして、私もこの宿で料理を作りたいと思ったからです。

			　一度は弟子入りを志願させていただきましたが、そのときはかないませんでしたので、今回の機会にと思っておりまして」

			　私は、さすらいの料理人、ラポーです。昔は、帝国最大の宿屋『帝国グランドホテル　ドゥエルクラン』で総料理長をさせていただいていたこともあります。

			　私がこちらの宿と出会ったきっかけは、実はお恥ずかしい話ですが、スパイ行為がきっかけなのです。

			　先ほどもお話しいたしましたように、私は帝国最大の宿屋で総料理長をしていたこともありますので、料理の腕には自信がありました。

			　昔から料理が得意で、若くしてホテル（様々なジャンルの一流料理人しか入れないとされています）に雇(やと)われ、総料理長までのぼりつめた私は、プライドも高く、はっきり言って他人の料理を見下していました。

			　そんな折、オークランの王都にある宿屋が『天上の料理』を提供すると聞いた私は、ふざけるなよ、という気持ちでいっぱいでした。

			　帝国最大の宿屋であり、世界最高の宿屋の総料理長である私の料理より美味(おい)しい料理なんて、あるはずがありません。

			「私の料理を差し置いて『天上の料理』などと片腹痛いわ！」

			　なんてことも言っていたと思います。

			　が、しかしそのころ、お客様から徐々に、私の料理は物足りない、と言われるようになっていたのも事実でした。私の料理は味気ないと。

			「ライスはないのか？」と言われたこともあります。

			　そのときはうまく話をごまかし、自慢の料理を食べていただきましたが、皆様、微妙に不満そうでしたので、詳しい話を聞きました。

			　そうすると、「物足りない」と言われたお客様はすべて、『天上の料理』を食べたお客様であることがわかりました。

			　あまりの言いように腹が立った私は、部下を派遣しその宿を調査させました。

			　どの部下も、私の料理を知り尽くした舌の肥えた人間たちだったので、一般のお客様に対するような〝ごまかし〟は利かないだろう、と思っていました。

			　ですが、調査に行った部下は、腑抜けた様子で帰ってきました。

			　なんでも、その宿は女将(おかみ)さんがとても美しく、そして料理も美味(おい)しいとのこと。

			　さらには、「あの料理を食べたあとでは、料理長の料理すら霞(かす)みます」などと言いだす部下もいる始末。

			　そんな腑(ふ)抜(ぬ)けた部下はすぐに解雇しました。そして、すぐに新しく部下を派遣しました。

			　ですがその後も、部下を送るたびに腑抜けて帰ってきます。ついには、私自身が潜入することにしました。

			　相手は、この私の料理を食べている部下たちすらも騙し抜いた手(て)練(だ)れです。かなり気合を入れて向かいました。

			　このときはまだ、女将(おかみ)さんのことを、味をごまかすペテン師のように考えていました。

			　宿に向かう私の頭は、必ず相手の失敗を見つけてやろう、いや、総料理長の私なら絶対に見つけられるはずだ、という気持ちでいっぱいだったのです。

			　

			　……完敗でした。その一言に尽きます。

			　素朴ながら、豊かな味をたたえるスープ（味噌汁）、白く輝く穀物の炊き出し（ご飯）、短(たん)冊(ざく)型に切られた生の魚（お刺身）、その魚をつけて食べるサラサラのソース（醤(しよう)油(ゆ)）、そのソースの付け合わせの、ピリリとした緑の香辛料（山葵）、そして卵を焼いて形を整えたもの（だし巻き卵）。

			　たったそれだけの、とても簡素な食事のはずだったのですが、私の受けた衝撃は、計り知れませんでした。

			　世界の料理を知り尽くしていると自負していた私は、この大陸のどの部族、民族、種族の体系にも属さないその料理に、料理人としてのプライドを粉々に打ち砕かれました。

			　このままではいけないと、その宿屋に何度も足を運び、味を盗もうとしましたが、訪れるたびに深くなる味わいに、ついに諦(あきら)めました。

			　その後、私はすぐに総料理長の地位を一番弟子に譲(ゆず)り渡し、女将(おかみ)のカーラに弟子入りを決めたのです。

			　結果は先ほどお話しした通り。一度も相手にされることはありませんでした。

			　きっと、驕っていた私への戒(いまし)めなのでしょう。

			　女将(おかみ)さんに軽くあしらわれたことで、私は、今まで相手にしてきたすべての料理人の気持ちがわかった気がしました。

			　弟子入りを断られたというのに、何やら霧が晴れたような気持ちになった私は、女将(おかみ)さんに感謝の意を述べ、貯まっていた財産をすべて使い、世界を巡る旅に出ました。

			　必ず、女将(おかみ)さんが生み出す味のルーツを見つけ出すと、心に決めて……。

			　まぁ、結局、ルーツを見つけ出すことは叶いませんでしたが……。

			　そうこうして世界を巡っている間に訪れた街のギルドで、ある噂(うわさ)を耳にしました。

			「『女神の宿』で従業員募集だってよ！！！　イヤッ、フ～。ついに俺にも運が向いてきたぜ～！！！」

			「なんでお前に運が向いてくるんだ？　意味がわからん」

			「おいおい、マルよ、お前、あの宿のことを知らねーのか？」

			「しらん。宿など、泊まれればどこでも同じだ」

			「馬鹿言ってんじゃね～よ!!　おめぇ、『女神の宿』って言ったら、あれだぞ!?　すげぇ美人の女将(おかみ)が１人でやっていて、すげぇサービスもよくて、すげぇうめぇ飯まで出てきて、しかも料金がめっちゃ安いし、さらにおめぇ、すっっっっっっっっっっっっげぇ美人の女将(おかみ)がいんだぞ！！！！！」

			「料金が安いのは魅力的だな。というかカク、お前、今、美人の女将(おかみ)って２回言ったぞ」

			　そのやりとりに、私は驚(きよう)愕(がく)しました。

			　まさか、あの宿が従業員を募集しているのか!?

			　そんな馬鹿な!?　といった気持ちだったのは言うまでもありません。

			　しかし、もしかしたら違う宿のことかもしれないと、ギルドの端からバレないように、そのパーティの男たちの話に耳を傾けてしっかりと聞くのでした。

			「大事なことなので２回言ったんだよ！！！　ともかく、すげぇ宿なんだけど、女将(おかみ)はすげぇ難攻不落でさ、いろんな男がアタックしてんだけど、全部ドボンなんだよ。普段はピクリとも反応しない女将(おかみ)の笑顔を見た者は、幸せになりすぎて死ぬって噂(うわさ)まである宿だぞ!!　なんでも、国王ですら、毎日アタックして振られてるらしいぞ!?」

			「そうかそうか、宿のすごさは、何となくだが伝わった。しかし、お前に運が向いてくる理由がないだろ？　トライもそう思うよな？」

			「そうねぇ。カクは馬鹿だし、なんか変なところで運が向いてきたって勘違いしたんじゃない？　ねぇ、クロス？」

			「……あの宿は、……たしかにすごかった」

			「あれ？　クロスも知ってるの？」

			「……ああ、……前に行ったことがある」

			　もう間違いなさそうです。彼らの話している宿は、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』のことに違いないと私は確信いたしました。

			　女将(おかみ)さんについて物騒な噂(うわさ)話がある宿なんて、あの宿以外にはありえません。

			　あの宿が従業員を募集するという話に少なくないショックを受けつつも、なんとかして詳細な情報を得るために、私はさらに聞き耳を立てます。

			「クロスと俺は知ってるんだよ。まだ、お前らとパーティを組む前に１回だけ行ったことがあるんだ。しかも、そんとき俺は女将(おかみ)さんにいい印象を与えてるんだ」

			「馬鹿じゃないの？　あ、馬鹿なのか……。そんな昔のことなんてとうに忘れてるわよ、そのすごい女将(おかみ)さんだって」

			「そうだな。パーティを組む前ってことは、もう１年ちょっと前ぐらいの話だろ？　さすがに忘れてると思うが？」

			「……あの女将(おかみ)なら覚えているだろう」

			「え？」

			「そうそう!!　クロスの言う通りだぜ！！！　あの女将(おかみ)がすげぇんだって話はしただろ？　そのすごさの一つが、記憶力なんだよ！！！　今まで宿泊した客の名前や顔とか、全部覚えているらしいぞ」

			「いやいや、さすがにそれはないでしょ……」

			「それがあるんだよ!!　そのあと３カ月ぐらいしてかな？　町で偶然、女将(おかみ)を見たから声をかけたんだよ。まぁ、下心があってのことだから、あんまり褒(ほ)められたことじゃねーけどな。そしたら女将(おかみ)から、『あら？　カクさん、お久しぶりです。お元気でした？　今日はクロスさんはおられないんですね。また当宿に来てもらえる日を、楽しみにしていますよ』なんて、声をかけられてな。さすがにあのときは、『あ……はい』としか言えなかったぜ、この俺が!!」

			「はいはい、話の盛り方が上手ねぇ、カクは」

			「作り話にしても、なかなかにひどいぞ。もう少し信(しん)憑(ぴよう)性(せい)をだな……」

			「……自分も似たような経験をした」

			「えっ、クロスも!?」

			「ぬぅ!?　それはかなりの信(しん)憑(ぴよう)性(せい)だな」

			「あれ!?　なんか俺信頼されてなくね？　なぁクロス？」

			「……そんなことはない。……お前はリーダーだろう？」

			「そうか！　そうだよな！！！」

			「で？　どうしてそれが、お前に運が向くことにつながるんだ、カク(バカ)？」

			「そうよ。早く教えなさいよ。カク(バカ)」

			　そうです。早く情報を出してくれませんかね、リーダー君。

			「なんか非道い言われようの気がするが……。まぁ俺はリーダーだから気にしない」

			「……単純」

			「いいか、お前ら！　そんな難攻不落の宿で従業員募集、しかも女将(おかみ)が一人で切り盛りしていた宿。このことから導き出される答えは……。はい！　マルくん!!」

			「あ？　単純に１人じゃきついから、従業員募集しただけじゃねえの？」

			「はい、ざんね～ん。おいおい、今まで１人ですべてこなしてきたスーパー女将(おかみ)だぞ？　その女将(おかみ)が従業員募集するんだぞ？　では、トライくん!!」

			「……え～っと答えなきゃダメ？　まぁいいけど。（メンドくさ～）多分『伴侶探し』ってとこでしょ？」

			「はい!!　トライくん、せ～かい！！！！」

			（ウザ!!）

			「そのと～り!!　それしかないだろう!?　だって、今まで従業員の募集なんて一度もやったことがない宿がだぜ!?　急に募集するんだぜ!?　それしかないだろう!!　……そくぉで！　俺に運が向いてきた理由とは!?　はい！　今度こそ、マルくん!!」

			「あ～なんとなくだが……【好印象を与えている】→ということは【従業員に選ばれやすい】→ということは【女将(おかみ)の伴侶に!!】→ということは【すげぇ美人の嫁さんゲットだぜ！！！！】ってところか？　都合良すぎる妄想な気もするが……」

			「はい！！！　せ～かい！！！　というわけで、それが俺に運が向いてきている理由だ。簡単だろ!!」

			「……超難問」

			「そうか？　すげぇ簡単だっただろ!?　ということで、次の目的地は王都・クランクランだからな。この町からなら護(ご)衛(えい)の依頼も数件は出ているだろうし、それに便乗するかたちで移動することにする。

			　ちょっと長旅だが、まだ時間はあるので、各自それぞれ装備を整えるように、では……解散！！！」

			　こんなことを言いながら、意気揚々とギルドから出て行くリーダー君。詳しい情報は、一切聞けませんでしたね。

			　でも、冒険者の彼らが情報を知っていたということは、情報網に上がっているのかもしれません。少しばかりのぞいてみるとしましょう。

			　あとは、王都への移動方法ですが……、まぁ彼らを護(ご)衛(えい)に雇(やと)えば王都への道も安全になるでしょう。

			　もう少し詳しい内容を調べるためと、彼らに護(ご)衛(えい)を依頼するために、私もギルドの受付へ行きましょうかね。

			「ちょっとクロス、いいの？　あの馬鹿、別の女と関係を持つ気よ!?」

			「……別に構わない。……最終的に俺のところに戻ってくる」

			「まぁ、あの馬鹿があんた以外に上手く付き合える子なんて、いるわけないだろうし、多分、試験にも受からないだろうからいいんだけど……。あんたが別にいいなら、私は何も言わないわ」

			「……おう」

			　おっと、クロスさんは女性だったんですねぇ。こんなところで、まさかの情報収集をしてしまいました。

			　

			　なんてやり取りを経て、遂にここまで来たのです!!　これは、必ず受からねばなりません！！！

			　面接では、女将(おかみ)さんと何度かやり取りを交わし、最後にされたのが、「あなたにとってお客様とは？」という質問。

			　これは、少し答えに困りますね。

			　女将(おかみ)さんの言葉、宿にでかでかと掲げられている言葉から察すれば、ここは『お客様は神様です』と答えるところなのでしょうけど、『私にとってのお客様』というところに、何か意味があるのかもしれません。

			「私にとってお客様とは、『最高の料理をいつもお届けするべき相手』です。その方がどんな方であっても、お金を払い私の料理を食べに来ていただいている以上、最高の料理でおもてなしするべき相手。それが、私にとっての『お客様』です」

			　私が世界中を旅して変わったことといえば、このお客様に対する姿勢でしょうか。

			　昔の私は、『お客様に料理を食わせてやっている』なんて思っていましたからねぇ。

			　女将(おかみ)さんがどういった意図で質問をしたのかはわかりませんが、先ほどの答えで合っていれば、私の世界巡りも無駄じゃなかったんだ、ということですね。

			「はい、ありがとうございました。結果は２日後、宿の前にて発表になります。10時に宿前にお集まりください。その際は、整列していただくようお願いいたします。それまではゆっくりお休みください、本日はありがとうございました」

			「ありがとうございました。失礼します！！！」

			　そう言って部屋を出て行った私。結果発表が楽しみでなりません。

		

	
		
			　

			面接をします　その３

			　

			　――某国最大の宿の経営者の娘

			「次の方どうぞ」

			「はい」

			　ドアを開けてカーラさんの部屋に入る。私自身、カーラさんとはかなり仲がいいつもりだが、彼女の部屋に入ったのは初めてだ。この部屋のなかにも、何か宿の人気の秘密が隠されているかもしれない。しっかりと見ておかなければ。

			「はい、不合格でいいわよね」

			　私が扉から顔を出した瞬間、カーラさんはそんなことを言い放った。

			「えぇ～!!　待ってくださいよ！　ちゃんと試験してください!!」

			　私はさすがに食いついた。顔を見ていきなり不合格は、理不尽すぎるでしょう!?

			「でもねぇ、さすがにアンナちゃんは、うちでは雇(やと)えないわよ。おうちに戻る気もあるんでしょう？　一応、一生、うちの宿で働いてもらえそうな人を選ぶつもりだから、アンナちゃんでは厳しいわよ」

			「イエイエ、ワタシハアンナナドトイウムスメデハアリマセン」

			「だからアンナちゃんは不合格ね」

			「待ってくださいって！　カーラさん、ひどすぎますよ！　少しぐらい宿のことを教えてくれてもいいじゃないですか!!　全然教えてくれないからこうやって直接、働きにきたのに、それすらダメなんですか!?」

			『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』について少しでも学んで帰るつもりだったので、そう簡単には引き下がれない。それに、今はとにかくカーラさんの部屋を少しでも観察しておかなければ……。

			　そんな私に、カーラさんは少し困ったような顔をしながらも、とても魅力的な提案をしてくれた。

			「宿のことなら、普通にお客として来てくれれば教えるわよ。昔は私も若かったし、『自分１人で技術を独(どく)占(せん)』なんてことも考えていたけど、今はそんなことはないしね。

			　アンナちゃんには、ちゃんとおうちの宿を継いでもらいたいから、何回試験を受けてきても不合格にするだけよ。まぁ、アンナちゃんとは仲がいいと思っているし、仲良くしていきたいと思っているから、また遊びに来てほしいとは思っているわ」

			「え？　本当ですか？　言(げん)質(ち)は取りましたよ!?　嘘をついたら『キーティゴ』（木苺に酷(こく)似(じ)した、木の実型の魔物。木苺と間違えて食べると食道で爆発し、無数の針を喉に突き刺して攻撃してくる。命に別状はないし、毒もなく甘くておいしい魔物なのであるが、その後２週間はものを食べるのが億劫になる。嫌がらせのために、よく使われる）を飲んでもらいますからね！」

			「……それは怖いわね。でも大丈夫よ。あまり詳しくは無理かもしれないけど、ちゃんと教えられる範囲で教えてあげるから」

			　この提案は、かなりいいものではないだろうか？　遊びに行くだけで、宿のことをいろいろと教えてもらえるのだ。

			　私は、頭のなかで一瞬のうちに結論を出した。

			　それにしても、カーラさんも、私と仲がいいと思ってくれていたのが嬉しい。

			「じゃあ、約束してください。不合格でもいいので、次に遊びに来たら、宿のことをちゃんと教えてくださいね？　それに、私もカーラさんとは仲良くしたいと思っていますし、仲がいいと思っています。これからもよろしくお願いしますね」

			「ええ、よろしくね」

			「じゃあ、今日はお邪魔して申し訳ありませんでした。残りの試験も頑張ってください。では、失礼しました」

			「はい、お疲れさまでした」

			　カーラさんにちゃんと気持ちを伝えることができたことに満足した私は、そそくさと部屋を出て行く。カーラさんは相変わらずの無表情だったが、私にはどこか笑っているように感じられた。

			　――きっと、今の私はとてもいい笑顔だろう。

			　ちなみに、私の部屋にはギルタとくまのぬいぐるみが増えた、とだけ言っておこう。

		

	
		
			　

			面接をします　その４

			　

			　――現役Ａ級冒険者、ミア・エクシリアン

			　今日は運命の日です。

			　あぁ、ご紹介が遅れました。私は冒険者のミア・エクシリアンと申します。今日はこの『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』に、従業員採用試験を受けに来ました。

			　私とこの宿の主人であるカーラさんは、実は知り合いなんです。

			　――どういった経緯で知り合ったのか、ですか？　いいでしょう、少し長いですがお話ししましょう。あれはもう、４年ほど前になりますか……。

			　

			　当時の私は、駆け出しの冒険者でした。

			「今日も何かいい依頼はないかなぁ」

			　やっとＤ級の冒険者になったばかりの私は、日々を簡単な森での採取依頼などで過ごしていました。

			　当時の私レベルの冒険者では、魔物に遭遇した場合、やられてしまう可能性がとても高かったのです。装備も満足に持っていない状態で、王都や町から離れた場所に行くのは、低レベル冒険者にとっては死活問題でした。

			　パーティを組むことができれば話は別ですが、残念ながらレベルの低い冒険者と組んでくれる方は、そうそういません。

			　女性冒険者のほとんどは、強い男性冒険者と組んで依頼をこなしていくのが一般的、とされているのですが、あいにく私は男性が苦手だったので、誰とも組むことがありませんでした。

			　当時の王都には、強い女性冒険者もいませんでしたし……。

			　ギルド受付嬢のリリカさんが、元Ａ級冒険者だということを聞いて、ダメもとでお願いをしてみましたが、やはりダメでした。

			　そういった女性冒険者のほとんどは、ある程度の実力が付くまで、比較的安全な地域で狩りをしたり、採取の依頼をこなしたりして経験値を稼ぎ、レベルを上げていきます。

			　その日も、私は王都から少し北東に行ったところにある『ベイヤーの平原』で、睡(すい)眠(みん)薬の原料になる『ねむり草』の採取依頼を受けていました。

			　一本採取するだけで銅貨30枚はかなりおいしい依頼です。睡(すい)眠(みん)薬自体が銅貨50枚で販売されていることを考えても、かなりお得な依頼だとわかってもらえると思います。

			　これだけお得な依頼だと、逆に裏がありそうなものですが、ベイヤーの平原は魔物も弱く、ねむり草も群生しています。

			　依頼主の道具屋の主人もいい人なので、私は危険も少ないだろう、と思っていたのです。

			　ああ、睡(すい)眠(みん)薬と言っても、ほんの少し眠くなって、眠りの導入をサポートする程度の物です。犯罪に使われるようなものではないのでご安心を。

			　そんな危険な依頼は、さすがにギルドがはじいてしまいますから。

			　採取は順調に進みました。そして、そろそろ切り上げて近(きん)隣(りん)の村に帰ろうかというときに、それは現れました。

			　ドグシュ、という重いものが草を踏みつけるような、湿った音に反応して振り向いた私の視線の先には、『ィノーシ』と呼ばれる、猪に酷似した魔物がいました。

			　全身を黒い毛皮で覆(おお)われた筋(きん)骨(こつ)隆(りゆう)々(りゆう)の巨大な体躯を見て、私は絶望しました。

			　他の地方に比べ、魔物が一段階以上強い、とされているクランリードの地でも猛威を振るう魔物を前に、たった１人です。しかも、隠れられる遮(しや)蔽(へい)物などまったくないこの平原で出会ってしまったのですから……。

			　ふぅ、少し語りが過ぎてしまいましたね。

			　

			「次の方どうぞ」

			　おっと、呼ばれてしまったようです。

			「失礼します！」

			　大きく返事をし、私はドアに手を伸ばしました。

			　カーラさんの無表情な顔から醸(かも)し出される強烈な圧迫感に、一気に現実逃避をしてしまったようです。

			　そういえば、まだ語りの途中でしたね。

			　

			　魔物に襲われた私は、持てるすべての技術を使って魔物の攻撃を躱(かわ)しました。

			『ィノーシ』の攻撃は、体長４メートル、体重数百キロを超える巨体と、その巨体に似合わぬ俊(しゆん)敏(びん)さを生かした高速の体当たりです。

			　射線上から体をずらすことができれば、避けることは可能でした。

			　射線から逃れ続けることで相手を疲弊させ、攻撃の当たらない相手と認識させることで追い返すというのが、『ィノーシ』を倒すことのできない低レベル冒険者の鉄則でした。

			　しかし、一撃でも攻撃を浴びれば即死は免れないという恐怖や、魔物が放つ威圧感などで思うように体は動きません。

			　徐々に疲労していった私は、ついに魔物に捉(とら)えられてしまいました。

			　体当たりを避けきれなかったことで、わずかに左腕が相手の巨体に触れてしまったのです。

			　ほんの数センチ、いや、数ミリ触れただけでしたが、私の体は大きく吹き飛ばされ、左腕は折れて使い物にならなくなっていました。

			　左腕に走る激痛と、吹き飛ばされて地面に打ち付けられたことによる全身の打撲で、私は瀕死の状態になりました。

			　目の前をどかどかと高速で迫り来る巨体に、死を覚悟し、目をつぶりました。

			　そのときです。

			「あらあら、これはいけませんねぇ」

			　なんとも気の抜けた、この逼(ひつ)迫(ぱく)した状況にまったく似つかわしくない声が聞こえたのです。

			　いつまでたってもやってこない死に、私は目を開けました、そこには……。

			　こちらを見ながら、巨大な黒い塊(かたまり)を片腕で持ち上げている女神様の姿がありました。

			　いやいや、嘘じゃないですよ。本当に、女神様が降臨したのかと思わせるほど神(こう)々(ごう)しい女性の姿があったのですから。

			「はへ？」

			「はい？」

			「え～っと」

			「あ、怪(け)我(が)治しますね？　はい【回復】」

			「！！！！」

			　状況がわからず混乱している私をよそに、女神様は空いたもう片方の手で魔法をかけました。とたんに、私を包むふわりと暖かい光の波動。

			　私の怪(け)我(が)は、一瞬で失われた体力ごと癒(いや)されました。

			　それは最近、噂(うわさ)でよく聞くようになった『回復魔法』と呼ばれる奇跡の魔法だと、後で気がつきました。

			　その異常さにも……。

			　しかし、そのときの私にはそんなことを気にする余裕は、一切ありませんでした。

			「えっ？　えっ!?」

			「怪(け)我(が)は治しておきましたので、頑張って依頼を続けてください。では、私はこれで」

			　そんな言葉を残し、軽い足取りで黒い塊(かたまり)を軽くお手玉しながら、

			「わざわざクランリードまで出向かなくても、こんなにいいお肉が手に入るなんて、今日は良い日ね」

			　なんて言いながら去っていく女神様。私はついつい呼び止めてしまいました。

			「あ、あの！　女神様!!」

			「ぶっ！！！　何ですか、そのあだ名は!?　私はカーラです」

			「じゃ、じゃあ、カーラさん」

			「はい、何ですか？」

			「あの……、えっと……」

			　

			　こうして私とカーラさんの付き合いは始まり、カーラさんとは少し冒険をともにもしました。

			　まさか、レベル20そこそこしかない私と、最強種の一つであるドラゴンを戦わせようとするとは、思ってもみませんでした……。

			　そのおかげで、短期間でＡ級冒険者にまでたどり着くことができたのですから、よかったのではないかと思います。

			　まさか、あれだけの強さを誇(ほこ)る女性が、冒険者を引退していて、宿屋の女将(おかみ)をやっているとは思ってもみませんでしたが……。

			　その後、少しの期間ですが互いに交流を深めていったのです。

			　まぁ、後輩の冒険者のルカちゃんがカーラさんと知り合いになったときには、『世間は狭いな～』なんて思いました。

			　とまぁ、こんな感じでカーラさんとは仲がいいんです。

			　では、女神様と一緒の職場になれることをひたすらに願い、今日の試験を突破しますか。

			　待っていてくださいね。私の女神様！！！！

		

	
		
			　

			面接をします　その５

			　

			　――某国の一番偉い役職の人

			「次の方どうぞ」

			「失礼」

			　呼ばれたので、部屋に入っていく。

			「あ～、不合格でよろしいですね？」

			「なんでじゃ！！？」

			「いや、なんでと言いたいのはこちらのほうなのですが……。ここは、貴方(あなた)のような高貴な身分の方がいらっしゃるところでは、ございませんので」

			「さ、差別じゃぁ。カーラちゃんが差別をしよるぅ！」

			　理不尽すぎるじゃろう？　こちらはちゃんと試験を受けにきておるというのに、試験もせずに追い返そうとするとは。

			「はいはい、皇(こう)帝(てい)陛(へい)下(か)のお戯(たわむ)れは重々承知していますので、今日はお帰りください」

			「ひどいぞぉ、横暴じゃぁ。わしだってカーラちゃんと一緒にお仕事がしたいんじゃぁ。ここでわしを追い返すというなら、わしの秘書になっておくれよぉ」

			「はいはい、皇(こう)帝(てい)陛(へい)下(か)のお戯(たわむ)れは重々承知していますので、今日はお帰りください」

			「いや、だからね、わしを追い返すというなら、わしの秘書……」

			「はいはい、皇(こう)帝(てい)陛(へい)下(か)のお戯(たわむ)れは重々承知していますので、今日はお帰りください」

			「……」

			「……わしを追い返す…」

			「はいはい、皇(こう)帝(てい)陛(へい)下(か)のお戯(たわむ)れは重々承知していますので、今日はお帰りください」

			「……すまんかった」

			　まったく感情を映さん顔で、ひたすら同じセリフを繰り返されては、さすがのわしも泣くぞい。

			「はい、お疲れさまでした。皇(こう)帝(てい)陛(へい)下(か)は、ちゃんと帝国のことを考えて政務に励んでくださいね」

			「わかっとるわい。さっきから何度もカーラちゃんが言っとる通りに、戯(たわむ)れじゃて」

			「戯(たわむ)れで、ホイホイと帝国から出ないでくださいよ」

			「むぅ、昔より隙がなくなっておる。まぁええわい、ちょっと気になったから来ただけじゃしの。いつでも、わしの息子たちのところに嫁いで来てくれてかまわんのじゃぞ？　カーラちゃんなら大歓迎じゃ」

			「はいはい、皇(こう)帝(てい)陛(へい)下(か)の……」

			「もうそれはええわい！」

			「……ふぅ、早く帰らないとカルマーンさんに怒られますよ？」

			「わしが、奴にばれるようなミスを犯すはずがないじゃろ？　息子の嫁がダメなら、帝国に店を出すなんてのはどうじゃ？」

			「……はい？　おっしゃるように、帝国には２号店を出す予定ですが。今回の従業員募集は、将来の支店経営まで含めた人材採用試験です。もともと、帝国には店を出す予定でしたよ」

			「なに！　まことか！」

			「はい、２号店の出店の際は、ご挨(あい)拶(さつ)に伺わせていただきますね。それと、また遊びに行くこともあると思いますので、そのときはよろしくお願いしますね？」

			「うむ、いつでも来るがええぞ。では、これで失礼する。またの」

			　

			　ふぅ。

			　カーラちゃんが伴侶探しをしているという噂(うわさ)は、やはり嘘じゃったようじゃな。

			　よかったよかった。しかも、帝国に宿を作ってくれる気でおったとは。

			　これは、早速帰って皆で打ち合わせじゃ!!　宿の場所も、いくつか候補を挙げておいてやらんとな。まぁ、後はうちの坊主どもの嫁にさえ来てくれれば、万々歳なんじゃがなぁ。

			　そんなことを思いながら、わしは執務室のドアを開けた。

			　ドアの前には般若がおったよ……。

		

	
		
			　

			面接をします　その６

			　

			　――カーラ・グライス

			　当然のことながら、すべての受験者が、宿に好意的な姿勢で試験に臨んだわけではなかった。

			「黙って、合格にしろ。ですか？」

			　幾人かの受験者に面接試験を行ったあと、次の受験者として呼ばれた男性は、部屋に入って名前を告げるなり、私にいきなりそんなことをのたまった。

			「その通り、この十二貴族が一人、マーベラル家の嫡子、クリストファー様が直々に来てやったんだ。合格以外は、ありえんよな」

			　十二貴族とは、王国建国以来より続くとされている名家中の名家で、オークラン王国を代表する貴族だ。

			　一般的には、十二貴族は王に忠誠を誓い、国民のために身を粉にして働く、素晴らしき人物たちとされているが、彼の言動を見る限りは、その噂(うわさ)も怪しいものである。

			　だが、それも仕方のないことかもしれない。

			　オークラン王国は、実は異世界トリッパーである大(おお)倉(くら)光(みつ)彦(ひこ)の手によって建国されたものだった。私と同じ、現代日本からやってきた彼の命により、「貴族は民を守ってこそ」という理念が植えつけられたそうだ。

			　建国の王という偉大な人間の言葉は、正確に伝えられ、国の方針の第一位として挙げられるほどであったという。

			　でも、時の流れとは残(ざん)酷(こく)なもので、特別扱いを受けてきた貴族たちのなかには、特別なことに優越感を覚え、歪(ゆが)んでいったものもたくさんいたようだ。

			　現在も残っている十二貴族のうち、半数は、これまですべての王に変わらぬ忠誠を誓ってきた素晴らしき貴族たちだったそうだ。

			　だが半数は、自身の利益に目が狂い、形ばかりの忠誠を誓う。何なら、謀反すらやむなしと考えるような、腐った貴族と成り果てた。

			　今回、試験にやってきたクリストファー何(なに)某(がし)のマーベラル家はまさに腐った貴族の筆頭らしい。貴族としてのコネや権力を存分に使い、好き放題にやってきていた、最低の貴族の一角である。

			　だけど、最近はカイル王の善政によって様々な甘い汁が吸えなくなってきたようだ。

			「いえいえ、そんなこと、できようはずもありません。それでは試験に来た他の方にご迷惑になります」

			「ふん、他の者のことなど、知ったことか。王国最高の貴族である私が、こんな貧相な宿にわざわざ出向いてやったのだぞ。『最高の貴族様に来ていただけるなんて、こんなに栄誉なことはありません。このご恩を一生忘れることなく、御身のために誠心誠意ご奉仕させていただく所存です』とむせび泣くところだぞ」

			「はあ…」

			「もう一つ、私は、魔法技術研究所の所長も務めた男なのだ。王国の魔術師ども、そのすべての上に立つ男だぞ。その私が合格せん理由がないであろうが」

			「……」

			「それとも何か？　褒(ほう)美(び)でもよこせということか？　これだから卑しき庶民は……。で、いくら欲しいんだ？　金ではなく宝(ほう)石(せき)か？　まったく、卑しさもそこまで行くと、不愉快でしかないがな」

			　クリストファー何某は、段々と饒(じよう)舌(ぜつ)になっていく。

			　マーベラル家の嫡子として、昔から甘やかされて育ってきた彼は、何でも自分の思い通りに事が運ぶと思っている節があるようだ。

			　さらに、自分は高貴で特別な存在であり、庶民は卑しきものだと思い込んでいるのだから性(た)質(ち)が悪い。

			　家族にも、そんな彼を止めようとする者はいないのだろう。マーベラル家の人間は、全員が全員、クリストファーと同じような考えの者たちだからである。

			「いえ、褒(ほう)美(び)など必要もありません。どんなことがあっても、クリストファー様の合格はありません。いやいや試験を受けに来られた方を、合格させるわけにもまいりませんので」

			「ほう、俺が、いやいやこんなところの試験に来てやってると？」

			「はい、もし、喜んで試験にやって来たとおっしゃるのであれば、『こんなところ』などとは表現されないかと思いますが」

			　図星だったのだろう。ぐうの音も出ないクリストファー。

			　後から聞いたところによると、彼が試験を受けに来たのには、彼の実家、『マーベラル家』の事情によるところも大きかったようだ。

			　マーベラル家は、これまで権力に酔い、好き勝手にしてきていた。

			『庶民の暮らしは、庶民が守ればいい』とまで言っていたマーベラル家は、反動として、領地の特産品なども知らず、それどころか、領地の状態や領土の大きさすら、知らないありさまのようだ。

			　それでも名家として存続してこられたのは、これまた彼らの配下の貴族が、甘い汁のおこぼれに与(あずか)ろうと奮闘していたおかげであった。

			　しかし、甘い汁を吸わず、配下貴族にも吐き出すことのなくなったマーベラル家は配下貴族から見捨てられ、その優秀な配下貴族が、すべて離れていったのである。

			　領地の経営に疎(うと)くても、貴族の心の機微には聡(さと)いマーベラル家の当主は、当然、貴族たちをつなぎとめる甘い蜜を探した。

			　そのときに目をつけられたのが、女手一つで宿を経営する、私の『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』だったようだ。

			　王都の情報を集めていくうちに、カイル王が『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』によく現れるという情報を入手したマーべラル家は、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』を手に入れることで、金銭と王という、２つの利益を一度に手にできると思ったのだろう。

			　当初は、宿への援助を申し出る良き貴族として、彼らは私に近づいてきた。もちろん、私の鉄壁の防御を、下心満載の脆(もろ)い武器で崩せるはずもなく、即行、追い返した。

			　協力の要請がダメなら嫌がらせを、ということで、マーベラル家は『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』に散々、妨害工作などを企んできた。

			　もちろん、そのすべては私が人知れず叩き潰してきた。

			　もっともひどかった嫌がらせは、かなりの成果を挙げていた『竜帝への道標』を、叩き潰されたことだろう。

			　マーベラル家のほうでは、未だに犯人を特定できていないことばかりなので、今も犯人を追っているそうであるが。

			　そんなこんなで、貴族界でも窮地に立たされていたマーベラル家では、今回の「宿の従業員募集」は、ぜひ有効に活用したかったのだろう。

			　きっと、従業員募集は「女将(おかみ)の伴侶探し」の隠れ蓑に違いないと思ったのだろう。それなら女性にもてるクリストファーが活躍するとばかりに、優秀で容(よう)姿(し)端麗な魔法使いである、クリストファーを送り込んだのだ。

			　最悪、マーベラル家の威(い)光(こう)をもって服従させようという気が満々ではあるが……。

			　そのクリストファーは現在、私によって、ボロボロにされつつあった。

			「こんな宿」呼ばわりは、私の怒りに大いに火をつけた。

			　

			「クリストファー様の経歴は、多々聞き及んでおりますが、ご実家の権力により、魔法もろくに使えないくせに、魔法技術研究所所長に若くして就き、様々な裏取引がばれて更(こう)迭(てつ)。ご実家の権力や圧力により、何とか所長としての権利はく奪で済んだ傑物だと聞いています。

			　さらに、間違った教育により、『庶民を卑しいもの』などと言う。そんな方を、私が合格させるはずがないでしょう？　もう少し、きちんとご自分を見つめ直してから、出直してきてください。それでは、本日はありがとうございました」

			　私は、あえて相手の怒りを買うように言った。

			　この先の展開などは予測の範囲内だったが、少しだけ、『外れてくれてもいいのよ』などと思ってみたりもした。

			　結局、予測から何ら外れることもなく、激高したクリストファーは、隠していたナイフを突き出し、私を脅(おど)したんだけど。

		

	
		
			　

			面接をします　その７

			　

			　――カーラ・グライス

			　自身に向けられるナイフを見つめながら、私はため息をついた。

			「はぁ、なんだか、刃物を突きつけられることが多いわね……。宿を始めてから、１、２、３……あぁ、数えきれないほどね。まぁ、ナイフなんて、なんてことはないんだけど……。ふぅ、どうせ、見ているんでしょう？」

			　そして、私はコンコンと机をノックした。当然、つぶやきの意味とノックの意味は、クリストファーにはわからないみたい。

			　ため息をつかれたことで、侮辱されたと思ったのだろう、クリストファーは勢いのまま私に襲いかかってきた。

			　だが次の瞬間、ストッと軽やかに天井から落ちてきた何者かによって、取り押さえられてしまう。

			　ナイフを突き出した腕は逆にねじりあげられ、喉元には黒く光るナイフを押し当てられている。

			　突然のことに、クリストファーは驚(きよう)愕(がく)している。

			「確保。刃物はいただけないっすね」

			　その人は、クリストファーを取り押さえたまま、私のほうを向いた。

			「やっぱりいたわね。王室特務隠密機動部隊なのに、こんなところまで来て……。あら？　副団長(あなた)たちだけなのね。あの娘(団長)はどうしたの？　あの娘なら、すぐにでも飛び出してくるかと思ったんだけど」

			「あー、団長っすか？　きっとどこかで覗(のぞ)いてるんじゃないっすかね？　変態ですし。それと、来たのは、俺たちカーラさんに直接鍛(きた)え上げられたメンバーだけっすよ。他の奴らは、ちゃんと任務をこなしているんで、問題なしっす」

			　クリストファーを取り押さえていないもう１人の男が答えてくれた。

			「私が直接、鍛(きた)えたって、団長と副団長じゃない……。そんな大物が動いていいわけないでしょ？　それにしても、あの娘、隠密のスキルが上がったんじゃない？　気を抜くと、私でも見つけられそうにないわ」

			　全身を黒の装束に包んだ彼らは、『王室特務隠密機動部隊イスラカラーグ隊』だ。

			　なぜ「隊」なのに団長や副団長と呼ばれているかは不明だが、王国の機密情報を一手に担うエリート集団である。

			　彼らは、その圧倒的な隠密力を活かして、王国に不満を持つ者のあぶり出しや、排除を行う王国の影を担当する。まぁ、日本で言う忍者のようなものである。

			　そんな彼らも、実は私が鍛(きた)え上げた集団なのだ。

			　直接、鍛(きた)えたのは、団長と２人の副団長の３人だけだけど。

			　３００人ほどいる残りの構成員は、団長及び副団長によって鍛(きた)え上げられたので、すべてではないのだが……。

			　もともと、イスラカラーグ隊は、天上のパンを探していたカイル王より派遣された面々であった。

			　個々の能力はもちろん、隊の連携も強く、特務隠密部隊の名に恥じないほどの実力者であったのだけど……私の前では無意味であった。

			　自負していた隠密性は、すべて私によって粉(ふん)砕(さい)されたようだ。

			　まぁ、私からすれば、バレバレの隠密を指摘しただけだったので、まさか特務隊だとは思ってもいなかったのだけど。

			　そして彼らは、驚いたことに私に弟子入りを志願してきた。

			　宿の経営にかかわるような事柄ではなかったため、私も彼らの弟子入りを認めた。その瞬間、私と彼らとの間には、師弟関係が生まれた。

			　私に弟子入りしたのだから、無事で済むはずがない。

			　彼らが、昔からあこがれていた〝忍者〟に似ていたので、私は全力全開で彼らに忍者教育（偏った知識）を行った。

			　幸いにして、身体能力が地球のそれをはるかに上回るこの世界では、忍者っぽい動きはすぐさま習得できたし、忍法も魔法で代用できた。

			　一気にＮＩＮＪＡ（おかしな知識で偏った能力を与えられ、おおよそ忍びとは言い難い派手な演出を好む忍者っぽい奴ら）が誕生した。

			　いわば、私の悪ふざけとも言えるお遊びで誕生したイスラカラーグ隊であるが、その能力は以前とは比べ物にならないほどに成長していた。

			　これには、大臣連中も感謝をしていると風の噂(うわさ)で聞いたことも……。

			　副団長によれば、今日は私の教えを直接受けた３人が来ているということだったが、団長は姿を見せない。

			　私が本気を出せば、団長のいるところくらい簡単にわかるのだけど……最近は、隠密術が巧みになったのか、気が緩むと一瞬わからなくなることも増えてきている。

			　普段、私が会いにいくときは姿を見せるのに、今日は自分からは見せないという意味不明なことをしているので、気にはなるな。

			「団長？　出てきなさい。いる場所は大体わかっているわ」

			　声をかけてみた。

			「あー無理っすよ。団長は『カーラさんに気配がばれないようになるまでは、姿を見せない』とか言ってましたから」

			「なに、その決意は……」

			　意味不明な決意だ。私は、今日、何度目だかわからないため息をついた。

			　私から出向いたときに姿を見せている時点で、その決意は無効だろと思うが、団長曰(いわ)く、『自身が隠密状態のときにばれるようでは、合格とは言えない』とのことだ。

			　それ以外に、もう一つ気になる点があった。

			「そういえば、変態とか言っていたけど、あれは？」

			「ああ、それは……、いや、やっぱ言わないほうがいいと思うんで言いません。とりあえず、奴は変態です」

			　ズバリと言い切る副団長。

			　団長は、どうも私の圧倒的な魅力に心酔し、虜(とりこ)になって師事したようだ。

			　しかも女性である。

			　もともと男性が苦手で、女性といることに落ち着きを覚えていた団長は、私と出会って、その才能を開花させてしまったようなのである。

			　つまり、団長は同じ性別の人しか愛せない方なのだ。

			　だが、それだけでは『変態』とは言えない。

			　団長が変態と言われる理由は、実は団長の夢にあるのだ。

			　団長の夢、それは『私が寝ている布団にばれないように侵入し、添い寝し、私にばれないように、一切の痕跡を残さず立ち去る』という、何がしたいのかわからないものだ。

			　元来の恥ずかしがり屋な性格と、一気に目覚めさせられた性への欲望が、団長の体内で超反応を起こし、変な方向へ突き抜けてしまったようだ。

			　この夢が隊員にばれ、団長は変態のレッテルを張られることになった。

			　しかし、陰口をたたいた者は、すべからく団長自身の手によって、いかにこの夢が素晴らしいか、いかにこの夢が実現困難かをこんこんと語られたという。

			　そして、最終的には団長の夢の話になると、『団長スゴイ、夢スバラシイ』という言葉を繰り返すようになるまで教育されたのである。

			　こうして、団長は、変態でありながら、隊のトップとして、君臨し続けているのだ。

			「それで、この男はどうしましょうか？」

			　クリストファーを一(いち)瞥(べつ)すると、副団長は私に訊(き)いてきた。

			「どうしましょうかだと？　まさか貴様、この俺を害しようなどと……」

			　クリストファーは悔しそうな顔を副団長に向けている。

			「黙りなさい」

			　クリストファーを取り押さえていた人物から聞こえる、静かな、しかし強く響く声。

			　声の質感から女性と思われるが、少し高めの男性の声とも取れる独特の声だ。

			　クリストファーの言動を制止させ、抗議の声を上げようとした喉元に、黒光りするナイフが強く当てられる。

			　団長は変態である、と言っていた副団長たち。しかし、彼らも、カーラに心酔した人間であることには変わりはない。

			　そんな彼らだから、クリストファーによる私への侮辱発言を、許せるはずもないのだろう。

			「おおおい、女!!　俺を助けろ!!　俺にこんなことをした仕打ちは見逃して、極刑だけは免除してやる」

			　今にも殺さんばかりに迫る２人の副団長に怯えたクリストファーは、震える声で精いっぱい虚(きよ)勢(せい)を張っているようだ。

			「極刑だけは見逃す？」

			「そ、その通りだ。普通ならこの俺にこんな仕打ちをした時点で死罪は確定なんだが、この状況から救ってくれるのであれば、我が家の使用人として取り立ててやるぐらいの温情は見せてやろうじゃないか。

			　どうだ？　いい条件だろう？　こんな寂(さび)れた宿ではなく、貴族の、しかも王国最大の貴族である我が家の使用人になれるのだから」

			　恐怖からか、さらに饒(じよう)舌(ぜつ)になるクリストファー。

			　途中、あまりの言い草に、副団長が制止の声を上げようとしたが、私はじっと睨(にら)みつけた。副団長は、何も喋(しやべ)ることができなかった。

			「それで、使用人になったとして、宿はどうなるのです？」

			　ダメ貴族のクリストファーは、私が交渉に乗ってきたと勘違いしたのか、明らかにホッとした顔になった。

			「ふ、ふん、この程度の宿、何の価値もないわ。貴様という店主がいなくなる以上は、潰れるよりほかはないな」

			「そうですか」

			　私はあきれてそれ以上、何も言えなかった。

			「ふん、やっとわかったか。さっさと俺を助けろ」

			　どうやら、クリストファーは調子を取り戻したようだ。

			　まぁ、床に押さえつけられているままなので、とても恰好は悪いのだが……。

			　どうも、先ほどから副団長たちの様子が変だ。顔が青い。私の発する殺気が気になっているのだろうか。彼らとて、狼系魔(ま)獣(じゆう)最強とうたわれた存在だ。

			　群れで現れたら、Ａ級冒険者パーティでも全滅は免れないとされるエンシェントフェンリルや、鬼系最強と言われ、一体で国を滅ぼすと言われているオーガレジェンド、古代文明の遺産と言われ、そんじょそこらの武器では傷一つ付かないとされるインペリアルゴーレムなどなど、おおよそ人が戦うべきではないモンスターと死闘を繰り広げ、その凶悪なモンスターの強烈な殺気をこれでもかと浴びせられてきた。

			　大抵の殺気は受け流せるほどの実力があるはずだ。それなのに……。

			　それに、私はまだ、本気で怒っているわけではないのだけど……。

			　最高神、サイコ・ウシンから与えられた能力によって、私の怒りが爆発することはない。

			　今現在の能力で私が本気で暴れ回ると、拳(こぶし)の一振りで王都が消滅する可能性もあるし。一度、本気で拳(こぶし)を振るったら、拳(こぶし)は次元を超えて、無人世界を２つほど破壊してしまったし。

			「何をしている。おい、俺を抑えている奴、早くどけ。ここを出たら、直々に俺が処刑場に送ってやるからな!!」

			　私はクリストファーの空気を読まないアホさ加減にげんなりとして、ため息を一つこぼした。

			「ふぅ、聞いていましたね、２人とも。これは更生の余地はないと判断します。よって、ご実家のほうに送り返し、あとは、ポーラの手に任せてください」

			「了解っす。でもまさか、本当に言う通りになるとはねぇ」

			「ええ、さすがはポーラです。このアホ貴族一家にありながら、まともに成長したのもうなずけるというものです」

			「な、何を言って……」

			　クリストファーは、私たちの言葉に、驚きの声を上げた。

			　先ほどから話題にしているポーラとは、マーベラル家の次女のことであり、クリストファーの妹だ。

			「何って、今回の件は、貴方(あなた)の妹、ポーラ・マーベラルよりの依頼も含まれているんです。クリストファー兄様が更生するならよし、しないならば、クリストファーという恥さらしを生んだ環境を作り上げた実家ごと叩き潰す。というのが今回のポーラが立てた計画ですよ」

			　そう、マーベラル家により、クリストファーが宿屋の試験に送り込まれることがわかった段階で、ポーラの計画はスタートしていたのである。

			　ポーラは、マーベラル家がおおよそ貴族として全うするべき責務を果たしていないことに気が付いていた。

			　嫁に行った姉と、ポーラが隠れて教育を施(ほどこ)した弟以外のマーベラル家の人たちは、「マーベラル家は貴族一ィィィ」「最高の貴族はマーベラルゥゥゥ」「愚民どもはマーベラルのために死ねェェェ」といった偏った思想を持っていた。

			　そのため、将来、マーベラル家は没落するとポーラは危惧していたようだ。

			　幼いながらも持ち前の聡明さで将来のことを考えていたポーラは、姉であるセーラに相談、２人でこそこそとマーベラル家乗っ取り計画を進めていたのである。

			　マーベラル家が現在も存続できている理由には、この２人が行った裏工作もある。

			　妹が反乱を企てているという事実に、クリストファーは相当衝撃を受けたようだ。

			「そ、そんな馬鹿な話が……」

			「あるんですよ。世の中はあなたが思っているほど簡単ではありません」

			「そいじゃ、カーラさん。こいつのことは、任せてもらってもいいっすね」

			　さっさと任務を果たそうと動き出す副団長たち。

			「ええ、よろしくお願いします。クリストファー様、今回の試験であなたは不合格とさせていただきます。それでは、次の機会があればまた」

			「ま、待って……」

			　フシュンと音を立てずに消えるようにして、クリストファーを含めた３人が姿を消した。彼らはこのままマーベラル家まで直行し、ポーラとともに行動するだろう。

			　それを見届けると、私は何度目かわからないため息をこぼした。

			「ふぅ、従業員を募集すると言って応募をかければ、こういうことも多少はあるかと思ってはいましたが、今のでいったい何人目かしら？　ほんと、集まった人の半分近くはこんな奴なんじゃない？」

			　実は、合格させろと脅(おど)してきたのは、クリストファーだけではなかった。さすがに、私も辟(へき)易(えき)していた。

			「悩んでいても仕方ないか……。よし、次の受験者だ。次の方どうぞ!!」

			　次こそは、まともな奴が来てくれよという願いを込めながら、私は次の受験者を呼んだ。ちなみに、余談ではあるが、しばらくして、マーベラル家に新当主が誕生したとだけ言っておこう。

		

	
		
			　

			面接をします　その８

			　

			　――カーラ・グライス

			　面接試験を受けに来た人たちは、いかがだっただろうか？

			　紹介させていただいた方以外にも――。

			　産業スパイ、世界を救う勇者を夢見た男、世界で一番かっこいいと思っている勘違い野郎、世界の終(しゆう)焉(えん)を見た邪竜、自称・生き別れの母、七つの海を制覇した海賊王（自称）、女神を見守ろうの会の会長、某国の国王、一般人Ａ、唯一神、よみがえりし勇者……。

			　などなど、話題に事欠かない人たちも大勢来ていたが、ほとんど問題もなく試験は終了した。

			　……１日で。

			　そう、２日という試験期間を設けたにもかかわらず、たった１日ですべての面接は終了したのだ。

			　理由はいろいろとあるけど、まぁ、半数近くの人が強制退場になったのも、試験が早く終わった原因である。

			　では、試験日と今日を除くもう１日、私が何をしていたかというと、ずっと、誰を採用するかを悩み続けていたのである。

			　悩むこと丸１日、ようやく結論が出たときには、朝日が顔を覗(のぞ)かせていた。

			　

			「ふぅ、皆さんいい人材ばかりで、誰にするか迷ってしまいましたよ……」

			　合格者を決めるために悩みに悩んで、一睡もしなかった私は、宿の外がにわかに活気づいてきたのを確認すると、サッと身だしなみを整えて宿の外に出た。

			　そこには、前回とは違いしっかり整列した受験者たちがいた。やはり、試験終了時に整列して待つよう促(うなが)したのが、功をそうしたのだろう。

			　よかったよかった。

			　なんだか、受験者数に比べて、並んでいる人は若(じやつ)干(かん)数が少ないような気もするが……。

			　……。

			　……。

			　あぁ、強制退場になった方とか、陛下ご一行様とかが抜けたからだな。

			　強制退場していただいた人を抜くと、まさか人数が１５００人ちょっとまで減るとは思わなかったなぁ。かなりの誤算かも……。

			　それでも、当初は１００人程度の受験者しかいないと予想していたから、うれしい誤算ではあったのだが。

			「おはようございます。皆さん、お早いですね。お城の兵士のみなさんも、朝早くからご苦労様です。ギルドの方は……あぁ、後ろのほうで列を整えていただいてますね、どうもありがとうございます」

			　やはり、２日前の大混乱はまずかったようだ。当初、ギルド側としても、ある程度の人数の応募を予想して、一応、手伝いのスタッフを用意してくれてはいた。だが、その人数で対処できる領域を超えてしまっていた。

			　リリカさんが人に埋もれていたのを見ても、わかっていただけるだろう。

			　今回は、城から騎士団を借りてきて対処にあたっているようだ。

			　さすがギルドマスターさん、仕事っぷりが半端じゃない。ただ、強制退場になった方が何かしようとした形跡もあり、騎士さんの本来の仕事も行われているようだが……。

			「さて、時間もいいころ合いになってきましたので、そろそろ発表いたしましょうか……」

			　コホンッと一つ咳払いをして、私はゆっくりと話し始めた。

			「皆様、お待たせいたしました。この度は、当宿の従業員採用試験を受けていただきありがとうございます。では、今回採用させていただく方を発表したいと思います!!」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――リオン・アークダイン

			　宿の主人であるカーラ殿の前口上が響くと、周りの空気が一変した。

			　それまでは、どこかふわふわした雰囲気だった宿屋前の一角に、今では巨大な魔物を相手取っているかのような、緊迫した空気が流れている。

			「では、今回従業員として採用させていただくのは……受験番号１２５０番、カーマイン・シルブスさん」

			　どぉっ!!　っとどよめきが起こった。

			　カーマイン・シルブスだって!?

			　その名前に、俺は驚いた。まさか、あのカーマイン・シルブスが試験を受けているとは……。

			　あたりで騒いでいる連中も、きっと俺と同じ気持ちなのだろう。

			　何人かは「シルブスだって!?」と、驚いた声を上げている。

			　それもそうだろう……。

			　カーマイン・シルブスは、帝国領最北端の街、エレンシア出身の女性冒険者だ。

			　剣も魔法も使え、そのどちらも威力、精度ともに高レベルでまとまっているにもかかわらず、決して一流までには届かずで、ついたあだ名が【器用貧乏】。

			　パーティに一人いれば、前衛から後衛、後方支援まで手広く使えるが、クランリードなど魔物が強い場所に行くとなると、途端に人気のなくなる可哀想(かわいそう)な人である。

			　ちなみに、冒険者としてのランクはＢ級。（ここでも、一流になれない感が出ているだろう）

			　まぁ、クランリードなどに行くことを考えなければ、年齢も25と若く、容(よう)姿(し)も端麗なため、密かに人気の高い冒険者ではある。

			　クランリードへ行く冒険者を募る酒場によく出没するのだが、誰ともパーティを組まずに１人でいることが多く、知らない人からすれば、お高くとまった冒険者に見えないこともない。

			　

			「えっ!?　え!?」

			　まぁ、選ばれた張本人は急に集まった視線にあたふたしてるがな。

			　数メートル先であたふたする女性を見ながら、内心、彼女に対する評価を上げる俺だった。

			　カーマインの合格発表のあと、自分の名前が呼ばれなかったからか、落ち込んだ様子で帰ろうとする者、カーマインが合格した理由を分析する者、それぞれに意見をぶつけ合う者、不合格の理由を訊こうとする者などで、ざわめきはなかなか収まらなかった。

			　なかには暴れたのだろう。詳しいことはわからないが、騎士に取り押さえられている者までいた。

			　そんななか――。

			「皆さん、お静かにお願いします。まだ発表は終わっていませんよ」

			　カーラ殿が告げた言葉に、あたりには再び緊張感が戻った。

			　ざわめきが嘘のように収まる。今なら、数百メートル先で地面に落ちた針の音さえ聞こえそうだ。

			　そう、ざわめいていた者たちは皆、勝手に思っていたのだ、採用される従業員の数は１人だと……。しかし、実際は違った。カーラ殿の言葉で、諦(あきら)めていた者たちの瞳(ひとみ)に活力が戻っている。

			「では、あと２名の採用者を発表させていただきます」

			　あと２名……。

			　その言葉は、静けさのなかに、一瞬の波紋を広げた。自信のあるものは笑顔を、ないものは絶望を顔に浮かべ、次に呼ばれるであろう名前に耳を傾けた。

			　さて、あと２人、そこに俺の名前はあるのか？

			　急に不安になってきた。

			「まずは……」

			「受験番号５８６番、リキュアさん」

			「そして……」

			「受験番号２番、ルカ・ツークンフトさん、以上の方を採用させていただきます」

			　次の瞬間、先ほど以上のざわめきが爆発した。

		

	
		
			　

			面接をします　その９

			　

			　――カーラ・グライス

			　ざわざわとしていたどよめきが徐々に引いていき、幾らか落ち着きを取り戻した宿屋の前。

			　何人かは、自分が受からなかったことに呆然としているし、別の場所では、受かったのが女性だけということで、驚いている人たちがいる。

			　ただ、受かった本人たちも呆然としているのは、おかしくないか？

			　一体、どうしたというのだろう？

			　悲喜こもごもの宿屋前で首を傾げ、その場から去ろうとする私の姿を見て、合格発表は終了したのだと勘違いしたのだろう。

			　落ちたのなら仕方ないと、名前を呼ばれなかった人たちは帰ろうとしているようだ。急いで止めなければ、と思った矢先、１人の男性が声を張り上げた。

			「ちょっと待ってくれ！　納得がいかない!!」

			「受験番号２８２２番、リオン・アークダインさん、何かありましたか？　それと、説明はちゃんと行いますよ？」

			「説明はまぁいい。しかし、おかしいだろ!?　なぜ俺が受かっていない!?　受け答えも完(かん)璧(ぺき)だったはずだ!!」

			　彼はそんなことを叫びました。何を言っているんでしょう、彼は？

			「『受け答えも完(かん)璧(ぺき)だった』ですか……。本当に？　あなたは私の最後の質問に、何と答えたか覚えていますか？」

			「ああ、覚えているとも！　『お客様とは何ですか？』という質問だっただろう!?　だから、女将(おかみ)であるあなたが掲げる言葉、『お客様は神様です』と答えたんだ！

			　何も間違っていないだろう!?　それが答えられるかどうかの試験だろ!?　ただの伴侶探しなら、あの受け答えで、何も間違いじゃないじゃないか！！！」

			　リオンさんはそう言って、怒りをあらわにしています。

			　ていうか『伴侶探し』って何ですか？

			　さらに何を言っているのかわからなくなってきましたね。いつの間に、そんな話になったんでしょうか？

			　伝言ゲームで伝わるような古い時代なら、人づての誇(こ)張(ちよう)された情報により、多少、おかしな解釈が出てきても仕方ありません。でも今回は、ギルドの情報網という、誰でも閲覧可能で、同じ文章が流れる設備を使ったはずなのですが……。

			「……リオンさん、あなたが一体どんな気持ちで、この試験を受けたのかはわかりません。しかし、勝手に『従業員の募集試験』を『伴侶探し』にすげ替えられては困ります。

			　そして、もう一つ……、私のした最後の質問は『あなたにとってお客様とは何ですか？』というものです。私の掲げている言葉を、聞きたかったわけではありません。ちゃんと、しっかり、貴方(あなた)のお言葉でお客様についてのお考えをお聞かせいただかないと……貴方(あなた)の意見でないと、試験にならないでしょう？」

			「うっ……。しかしだな、私にとっても、お客様は神様なのだ。だったら問題ないだろう!?」

			　必死に食い下がってくるリオンさん。さすがに面倒くさい。

			　この際、はっきり選ばなかった理由を説明しておこう。

			　もともと、受かった理由だけは伝えるつもりでいた。さすがに落ちた理由を聞きたくはないと思っていたのだが、他の方たちにも説明は必要みたいね。

			「ふぅ、リオンさん、あなたが落ちた理由を説明しましょう。他の皆様にも、不合格になった理由と、合格された理由をご説明させていただきます。よく聞いて、ご理解していただければと思います。

			　落ちた理由、受かった理由につきましては、私の一方的な意見かもしれませんが、それも宿のことを考えてのことですので……。もし納得できず、宿へ何かしらの被害を与えるような行動に出た場合は……」

			　ここで言葉を切り、私は少し周りを見回す。遠くのほうで、リリカさんがちょっと青くなっているのが見えます。

			　何をそんなに青くなっているのでしょう？　皆さんを整列させるのに、体力を使ったのかな？

			「まぁ、いいでしょう。では、不合格になった方の理由から」

			　リオンさんの登場により少し騒がしくなった宿屋前ですが、私の、合格・不合格の理由を説明するという言葉で、少し落ち着きを取り戻しました。

			「不合格になった方の主な理由は、『冒険者からの引退』を考えている、ということです。冒険者が辛くなった、レベルが上がらなくなった、向いてないと思い始めたなどなど、その理由は様々あるでしょう」

			　私は大きく息をついた。

			「しかし、自分が始めたことに対して責任を持たず、『辛くなったからやめたい』などと考える方たちに、宿での業務が務まるでしょうか？」

			　一度言葉を切り、ぐるりと受験者の皆様を見回す。皆、そのときの情景を思い浮かべているのか、何かに気が付いたような表情を浮かべる。

			「……私に言わせてもらえるならば、答えは【否(いな)】と言わざるを得ません」

			　そして、確信を持って大きく頷いた。

			「宿などの接客業には、忍耐がとても重要になってくると私は考えています。例として挙げますと、子供のわがままに耐え、大人の嫌な視線に耐え、誹謗中傷、罵詈雑言に耐え、毎日、同じことを繰り返す作業に耐えて、宿の業務を続けなければなりません。さらに、そんな日々で溜まった疲れを、顔や行動に出すことにさえ耐えなければなりません。なぜなら、辛い、やめたいなどの負の感情は、周りの人に伝播するからです。

			　私の考える宿とは、癒(いや)しの空間をお客様に提供することにあります。そのためには、お客様に負の感情を見せるわけにはいかないのです。特に私の場合は、この動かぬ表情もあり、余計に誤解されやすいため、感情を表に出さないように細心の注意を払っています。

			　そんな忍耐が必要な仕事に、『冒険者からの引退』を考えている人、特に『辛い』や『しんどい』、『厳しくなってきた』と負の感情をもってやめたいと思っている方は、到底ついてこられないでしょう」

			　私の説明に、その場にいた人たちの半数以上が目を伏せた。皆、図星なのであろう。

			「さらに言わせてもらうなら、自分の能力も考えず冒険者になり、『向いていないと思い始めた』などという理由で引退を考えた方、この方たちは、さらに忍耐力に難があると言ってもいいでしょう。向いていなくても続けようとしているなら、まだ一考の余地はありますが、やめようと考えている方は、従業員として雇(やと)ったあとに、『向いていないから』という理由でやめられてしまいそうで、怖くて雇(やと)うこともできません。

			　また、そういった方は、仕事を投げ出す危険性が大いにあります。しかも、向いていない仕事をさせる上司が悪い、俺にはもっと向いている仕事があるはずだ、などと言い出します。勝手に別のことを始めるのも、向いてないからやめる、と言い出す方に多い傾向です。

			　お客様との信頼関係で成り立つ宿が、仕事を投げ出す危険性のある人を雇(やと)うわけにはいきません。よって、このような理由を述べた方は、はっきりと言わせてもらえば、その時点で不合格にしたと言えるでしょう」

			　何人かは、「たしかに」と言いながら頷いている。

			「次に、『お客様は神様です』と答えた方。この方々も、今回の選考から外れていただきました。

			　本当に悩んだ末に、『お客様は神様です』と答えた方が、一体何人いたでしょうか？　私の目には、大多数の方が、『この質問の答えは、これでいいだろぉ』とか、『宿の方針にも書いてあるし、女将(おかみ)の口癖だもんな』なんて考えで、言葉の持つ意味など一切考えずに発言しているように見受けられました。

			　先ほども少しお話ししましたが、私の意見、考え、思想、何でもいいですが、それらをそのまま言っても、合格になるはずがありませんよ？」

			　目の前の人たちは、真剣な表情をこちらに向けている。

			「そもそも、私は、『お客様が当宿に泊まってくださるから、今日の私がある。泊まってくださるお客様は、無数にある宿から私の宿を選んでくださった。それは神様が、私に命を与えてくれた奇跡に等しい。ならば私は、自身の持つ最大限の能力を使い、神様へ感謝を返す気持ちで接客に当たらせていただこう』という意識の気持ちを簡潔に表すために、その言葉を使っています。

			　そのまま書くには長いですし、簡潔な言葉にまとめることで、人に伝わりやすくするという意味もあって、標語のような言葉にはなっていますが。しかし、あくまでこれは私の考えであり、皆様に押し付けようと思うわけではありません。

			　何事もそうですが、押し付けられたルールでは、納得できない部分も多く、強制されれば嫌にもなるでしょう。特に仕事ともなれば、考えの違いによるすれ違いは顕著に現れるのではないでしょうか？　ですが、自分で作ったルールを元に仕事をすれば、最低限、自分のルールを守ろうとする気持ちも出てきます。これを【プライド】または【誇(ほこ)り】と言いますが、【誇(ほこ)り】を確立することにより、自然にちゃんと仕事をこなすようになるわけです。

			　なので、自分なりのお客様へ対する意識を、今回は確認させていただきました。当然、そこに私の作った私のルールを持ち込んできても、採用するはずがありません」

			　この説明により、さらに何人かがうなだれてしまった。

			「次の理由としてですが、はっきり言って、熱意が窺えない方が多数いらっしゃいました。この理由で落とされた方には、『受かろうが落ちようがどうとでもなる』、『別に落ちても冒険者を続ければいいだけだし』といったように、一切、本気度が窺えないことが多かったです。

			　冒険者が辛くなってきたという方も、冒険者の依頼は別にランク制限があるわけではないですし、採取依頼など簡単で意外に収入の見込める依頼も多数ありますので、当宿の採用試験に落ちても別に構わないといった感情が見え隠れしていました。本気度のまったく見えない方にこちらとしても仕事をお願いする気にはなりませんし、そんな態度で仕事をされると、お客様からの印象も悪くなります」

			　ここで、私はうつむくと大きく息をついた。

			「重ねて言いますが、当宿以外にもさまざまな分野で従業員等の人手の募集があるとは思いますが、募集をかける側は、意外とやる気というものに目を向けています。明らかにやる気のない方を採用することはありません」

			　私の説明に図星を指されまくった受験者たちは、「もうやめて!!　僕（俺または私）のＨＰはもう０よ!!」と、どこかの千年キングに停止を求める少女のようなことを言っていた。

		

	
		
			　

			面接をします　その10

			　

			　――カーラ・グライス

			　さらに私は、合格できなかった理由をビシバシと突きまくった。半数以上の人が、抗議の声を上げることができなくなっていた。

			「次は、受かった理由ですね。今回、落ちた理由に当てはまらない方は、『自分には落ちる理由がない』と感じている方が多いかと思います。そういった方は、今回、採用させていただいた方の理由を聞いて納得していただければと思います」

			　今回、試験を受けた人のなかには、本気で宿の従業員を目指していた人たちもちゃんといたのだ。そんな彼らには、先ほど言った採用しなかった理由が当てはまらない。

			「それでは、こちらの３名の方を採用した理由ですが、今回、私が重要視させていただいたポイントは３つあります。まず【強さ】、次に【覚悟】、最後に【将来性】です」

			　私の説明を一言一句漏らさず聞こうというのか、宿屋の前は静寂で満ちていた。これからお祭りでもあるのでは、と思われるほど人でひしめき合っているのに、１００メートル先の物音まで聞こえそうなほどの静けさである。

			「まずは、【強さ】について説明させていただきましょう。【強さ】と言っても、武力だけのことを言っているのではありません。頭の良さや、忍耐強さ、器用さなども【強さ】として考えさせていただきました。つまり、様々なお客様と接する機会の多いこの職業だからこその【強さ】を持った方を選ばせていただきました。合格したお三方とも元冒険者であり、全員Ｂ級以上の方たちです。純粋な武力は言うまでもないでしょう。でも、それ以外にも強さがありました」

			　私は、合格者の１人を見て頷いた。

			「シルブスさんは、【器用貧乏】などという不名誉なあだ名を付けられたにもかかわらず、それに文句を言うこともなく、自分を磨き続けておられたとうかがいました。クランリードに旅立つ仲間たちには置いていかれ、周りの酔っぱらいからはちょっかいをかけられ、それでも、冒険者をやめず、自分の実力を上げるために努力を惜しまなかったと、ギルド職員の方からは聞いています。そんな彼女の実力には、私も一目置いています」

			　まずは、カーマイン・シルブスさんが合格した理由から説明した。

			　シルブスさんの話は、実は宿でもよく聞いていたので、私も実際に本人を見に行ったことがあるのだ。そのときから、少しだけシルブスさんに興味を持っていたりはした。
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			「次にリキュアさんですが、彼女はお名前に家名がないことが示すとおり、元貴族です。腹の探り合い、権力の拡充、拡大にしか興味を示さない貴族たちに嫌気がさし、家を出て冒険者になったそうです」

			　最高神が作り上げたこの世界では、貴族、庶民を問わず、必ず名前に家名が付くのである。小さな部族であるなら、部族名を家名としていることもある。

			　唯一、家名を捨てることがあるとすれば、貴族が冒険者になるときだ。そのときだけは、家名を捨てることになる。

			　なので、家名がない＝元貴族という方程式ができ上がる。

			「貴族が嫌になったから冒険者になった、という彼女は、私が先ほど挙げた『負の感情』による行動ですので、失格だろうと思われる方もいるかもしれません。でも彼女の場合は、自分のやりたい道を目指すための一歩なので、たとえるなら、市民の方が冒険者を目指すのと何ら変わりないと考えています」

			　列の最前列で、じっと私の顔を見つめている女性がいる。私は、その女性をちらりと一(いち)瞥(べつ)した。

			「そんな彼女は、冒険者養成所を首席で卒業しました。若くしてＡ級冒険者に昇格し、クランリード山脈三合目まで制覇するという偉業も成し遂げられています。そして、多くの敵を倒し、多くの仲間と死別した彼女だからこそ、危険に満ちた生活、自分のために何かをする生活よりも、人に安らぎを与える仕事がしたいと思ったそうです。

			　多くの魔(ま)獣(じゆう)や魔虫と戦い、敵となれば人とすら戦い、倒し、その日の糧を得る冒険者稼業とは正反対の、人を活かす道を進むことを決めた彼女が選んだのが、宿の従業員という職業でした」

			　徐々に、その女性の目がうるうるとしてきている。

			「しかし、彼女は最高ランクに近い冒険者であり、彼女を慕うものも少なくなく、やめると言えばやめられる状況ではありませんでした。そこで彼女は、パーティメンバー、ギルド、その他関係部門のすべての人に挨(あい)拶(さつ)回りを行いました。なかには、心無い言葉で彼女を傷つける者もいたそうですが、どんな言葉を言われても、自分のせいだということを心に留め、受け入れていたそうです。

			　彼女の【我慢強さ】が垣(かい)間(ま)見えてきませんか？　多少の罵詈雑言など、どこ吹く風と受け流し、常に冷静に周りを見ることができる。きっと彼女は、そんな素晴らしい従業員になってくれることでしょう。それが、彼女を選んだ理由です」

			　リキュアは、自分への評価が予想よりはるかに大きかったことに、驚きを隠せない様子で私のほうを見ている。
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			「最後にルカさんですが、彼女は一度ではなく、何度もこの宿を訪れています。訪れるたびに彼女は、従業員としての採用交渉を私に直接行いました。当時は、従業員を増やす予定はなかったので、彼女の言葉に首を縦に振ることはありませんでしたが……。

			　そして今回、実に12回目の交渉に来た彼女に、私は【粘り強さ】を感じています。以上が３人を選んだ要素の一つ、【強さ】についてです」

			　私は、一気に喋(しやべ)りきった。

			【強さ】という採用の理由を聞いた受験者は、多くが納得といった様子で頷いている。

			　しかし、まだ半分近くの人間が『納得できない』、『その理由なら私にも当てはまるんじゃないか？』と、いった顔をしてもいる。

			　そんな受験者たちの顔を眺めた私は、次の理由を語ることにした。

			「次の理由は、【覚悟】です。宿、お客様などにどれほど力を注げるか、また、宿のためにどんな犠牲を払えるかといったところを見させていただきました。あぁ、別に宿のために犠牲になれる精神を持っているから受かる、というわけではありませんので、そこは注意をお願いします」

			「宿のためなら死ねます！」などと言う輩(やから)は、逆に信用できないものである。そこだけは、勘違いをして欲しくなかった。

			　チラホラといる、まだ不満顔だった受験者たちは、一言一句聞き漏らすまいと一歩前に出た。

			「さて、先ほどとは逆に、ルカさんから始めます。彼女が何度も交渉に来たのは、先ほどの理由の際にも語らせていただきました。しかし、交渉を何度も行った方は、他にも何人かおられますし、彼女と同じくらい、交渉に来られている方もおられます。そういった方たちは、『なぜ彼女だけが合格なんだ？』と疑問を持たれたのではないでしょうか？」

			　私の言葉に、ルカよりももっと前から『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』を訪れ、雇(やと)ってほしいと言い続けてきた別の受験者はうんうんとうなずく。【粘り強さ】を持つとされたルカであるが、「粘り強さなら自分のほうが上のはずだ」という顔で、さらに一歩前へ出た。

			「では、私がなぜ彼女を採用したのかと言いますと、彼女は交渉に訪れる際、自らに幾つかのことを課していた、ということを聞いたからです。一つ目は、Ｂ級以上にランクアップする。もう一つは、冒険者をやめてから交渉する。この二つが、彼女が自分に課した最低限のノルマだったそうです。

			　冒険者の皆様ならおわかりいただけると思いますが、彼女はこれほどの【覚悟】を持って試験に臨んでいたのです。ただ、交渉に来られていた方とは当然、扱いが違っても仕方ないことだと思います」
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			　私の言葉を聞いて、何人か（特に冒険者たち）は驚(きよう)愕(がく)に包まれた。

			　――冒険者をやめる。

			　言葉にすればとても簡単なことである。ただただ単純に、ギルドへ行き、冒険者登録を取り消せばいいし、取り消すだけなら、お金もかからない。

			　しかし、現実的に考えると、『次の仕事が見つかるまでどう生活するのか？』、『身分の保証等はどうするのか？』など、いろいろな不安も絡まり合うのである。

			　冒険者をしている限り、どれだけランクが低くても、ギルドが雇(こ)用(よう)している扱いになるため、ギルドカードが身分証がわりになる。町への出入りなども、ギルドが保証している人間という証明ができるため、カードの提示だけですむ。

			　しかし、やめるとカードの効力もなくなるので、新たに市民権の発行や、登録などを行う必要があるのだ。それだけならば、すぐに冒険者として登録しなおせばいいのでは？　と思うだろうが、実はそんな簡単には行かない。

			　一度冒険者をやめると、再登録までに最低でも１カ月は待たなくてはならないのだ。簡単にやめて、簡単に冒険者に戻ることなど、できるはずもないのである。そのあたりは、やはり信用や信頼を扱うギルドであるため、必要な措置であったのだろう。

			　もう一つのルカの決め事である、毎回Ｂ級以上にランクを上げる。

			　当然ながら、こちらも簡単なことではない。

			　ギルドランクは、最低のＧ級から始まり、Ｆ級、Ｅ級、Ｄ級とランクが上がり、そしてＳＳＳ級が最上段位の10段階ある。（さらに上には『超越者級』というものもあるが、人間ではたどり着けないとされている）

			　普通に冒険者を始めると、ランクはＦ級から始まる。（Ｇ級から始まらないのは、Ｇ級は最早最低限「冒険者ですよ」と言える程度の人間の集まりだからである。Ｇ級冒険者はある意味、盗(とう)賊(ぞく)になったほうが大規模に討(とう)伐(ばつ)できて、世間の皆様に優しいぐらいである）

			　冒険者は皆、Ｆ級(そこ)から始まり、依頼などをこなして徐々にランクを上げていくのだ。

			　一応の救済処置として、元冒険者が再登録する際は、前回のランクに応じてランクを上げての再スタートを切ることができるが、それでも最高でＤ級からしかスタートしない。

			　もっといえば、Ｂ級冒険者へのランクアップには専門の昇級試験も存在する。Ｂ級に上がるのは、かなりの難しさを伴うのである。

			　Ｂ級に毎度昇格してから、周りの静止を振り切り冒険者をやめてカーラの元に交渉に行くとは、相当の覚悟が必要だったはずである。

			　しかも、受かることが確実とは言えない状況で……。普通なら尻(しり)込(ご)みしてしまうであろう。

			　そんなことを12回も続ける。それは、覚悟の他に思いの強さも一級品だったからであろう。

			　その場にいた冒険者上がりの受験者たちは皆、ルカの覚悟の深さを思い知ったようだった。

			「続いてリキュアさんですが、先ほどご説明いたしました通り、冒険者としても素晴らしい方でした。Ｓランクへのアップもほぼ確実視されていた方です。そんな彼女を周りの人間が放っておくでしょうか？　また、彼女のご実家はどう思われたでしょうか？」

			　リキュアは、有名な冒険者であった。活動していた場所は、彼女の実家がある王都から離れていたが、王都でも噂(うわさ)になったほどである。

			　そう、飛び出し、勘当を言い渡されていたはずの実家が、リキュアの活躍を見て、彼女を利用し始めたのである。

			　実家の者は、『リキュアは実は、我が家の娘です』などと周りの貴族に言って回っていた。

			　訝(いぶか)しそうな目で見られた際は、『貴族であることがばれれば、庶民がかしこまってしまい、冒険者として仕事ができなくなるだろうと思い、形だけ勘当をして、家名を名乗らせないようにしています』などともっともらしい理由をでっち上げて、他貴族の追撃をかわしたりもしていた。

			　彼女のことを調べれば、実家のことなど簡単にわかってしまうので、誰も嘘とは思わなかったのである。

			　家名を捨てても、調べれば実家がわかるあたり、個人情報などあってないようなものだ。しかし現代よりも生存環境が厳しい世界なので、そんなことにこだわる人間はまったくもっていないのである。

			「答えは簡単で、彼女は、冒険者をやめることを妨害されました。ギルドからは、彼女の冒険者登録解除の依頼を遂行しなかったり、あからさまに彼女に長期の依頼を入れ、無理に冒険者を続けさせようとしたりという、稚拙な妨害がありました。Ｓ級冒険者への道も見えていたことから、様々な甘言もささやかれたそうです」

			「さらに」と、私は続ける。

			「ご実家からは高圧的な使者が送り付けられ、実家へ出頭するように命じられました。戻るや否(いな)や、『実家に戻りたいから冒険者をやめるのだろう？　歓迎してやるから戻ってこい』などと言われたと聞きます。

			　そんな妨害や圧力などに屈せず、甘言に惑わされず、この宿に転職するためだけに冒険者をやめてくださいました。それがどれほどのことか、皆様におわかりでしょうか？」

			　私の説明に、また数人が驚いた顔をする。

			　Ｓ級にランクアップすれば、得られる恩恵は計り知れない。ギルドと提携する宿では、ランクに応じて宿泊料が安くなったりするが、Ｓ級になれば、Ｆ級の冒険者が最低ランクの大人数雑(ざ)魚(こ)寝(ね)部屋を借りるのと同じ値段で、最高級スイートルームに泊まることが可能である。

			　武器や防具等を扱う店でも、Ｓ級冒険者の使用した武器を作成、販売したとして有名になれるので、良い武器を格安で売ってくれるようになる。

			　平均的な冒険者であるＣ級冒険者が、ギリギリ生活に困らずに買える最高級装備を、ただの鉄屑に変えてしまえるほどの超高級装備がリーズナブルな値段で買え、メンテナンス等も無料になる。

			　仕事も優先的に回ってくるし、何といっても貴族として認められる。

			　ま、聞いたところでは、王としてはそんな制度は作りたくなかったが、他の貴族連中から必要だと迫られ、渋々了承したそうだが。

			　まさに、一般庶民から見れば夢のような待遇はまだまだある。

			　そんなＳ級冒険者への道を提示されていて、しかも他にも様々な特典まで付けるなどと甘言まで吹き込まれても、リキュアの心は動かず、宿への転職のために冒険者をやめたという。

			『なぜ宿に固執するのか？』などの疑問はあるが、宿への情熱が生半可ではないことは、うかがい知れた。

			　これも、先ほどのルカに匹敵するほどのすさまじい覚悟と言えるだろう。

			　先ほどまで不満げだった不合格者たちは、２人が合格した理由を聞いて、彼女らの覚悟の深さを知り、そこまでの覚悟を持っていなかった自分を恥じるように俯いた。

			　そして、３人目の合格者の覚悟がどれほどのものであるかに、興味が湧いたようだった。

			　ちなみに、リキュアへの妨害を行ったギルドのギルドマスターは現在、王城の牢(ろう)屋(や)で国王と王都ギルドのギルドマスターの２人から尋(じん)問(もん)を受けている。

			　また、リキュアの実家は先日、超々局地的な嵐により、修復不可能なほどに破壊された。今では、しばらくすれば没落するのでは？　と噂(うわさ)されている。

			「最後はシルブスさんですか。彼女はギルドマスターにまで相談に行って、やめることを決意しています」

			　その一言は、会場に今まで以上に波紋を広げた。

			「彼女は、クランリードへの挑戦を２度、失敗しています。その当時の彼女の実力がどれほどのものだったかは、現在、うかがい知ることはできませんが、彼女の実力不足が原因であったようです。そのせいで、パーティから解雇され、その後の、彼女に対する評判は落ちるなど、様々なことがあったそうです。しかし、彼女はクランリードへ旅立つことを夢見て、ずっと訓練を続けていたそうです。彼女の現在の実力は、リキュアさんと同等か、それ以上です。私の見立てですので、正確かどうかは皆様のご想像にお任せしますが。

			　ですが、噂(うわさ)というのは厄介なもの。彼女の噂(うわさ)は最早、ギルドが動いてもどうにもできないほどの存在になっていました。彼女はずっと迷っていたそうです。『訓練して、力はついているはずなのに声がかからない』と。『自分に冒険者は向いていないのではないか？』と」

			　私は再び、集まった群衆を見渡した。

			「ここで単純にやめる、という道を選ばなかったのが彼女です。自分の実力不足なら補えばいいとばかりにさらに研(けん)鑽(さん)し、実力を伸ばしました。それでも噂(うわさ)による評価は覆(くつがえ)らず、彼女は迷いに迷った結果、ギルドマスターへ相談する、という道を選びました」

			　集まった観衆たちは、彼女の悩みがどれほどのものだったかを知ったようだった。

			　今まで、【器用貧乏】と言われても特に反論もしなかったシルブスが持つ悩みが、それほど大きいものであったのだと……。

			　おとぎ話や過去の英雄譚などでは、ギルドマスターと『友好的に話すシーン』や、ギルドマスターに『直接、依頼を持ちかけられる』なんてシーンがよく描かれるが、当然、現実にはほぼありえない。

			　民衆たちの意見に答えるギルドであるから当然、相談事を持ち込まれることも多い。

			　ギルドマスターの仕事とは、依頼された仕事の内容確認、報(ほう)酬(しゆう)の妥当性チェック、適正ランクの割り出し、依頼内容の虚実確認、各地拠点などの定期点検とそれに赴く人員の確保などなど、多(た)岐(き)にわたる。

			　それこそ、ギルドマスター自身が動いて解決しなければならないような相談事など、１年のうちで片手の指で事足りるくらいだ。

			　内容も王自らの依頼などがほとんど。普通は、ギルドマスターはたかが一冒険者の戯(たわ)言(ごと)になど、耳を貸さないのだ。

			　比較的に話をしやすい王都のギルドマスターのような人もいることはいるが、王都のギルドマスターであっても、個人的な相談をいちいち聞いていられないだろう。

			　そんな多忙なギルドマスターへの相談。

			　これは彼女の相談事が、かなりの大事であることを物語っている。

			　ギルドマスターが、直接シルブスに声をかけることは確実にない。

			　彼女は特別視されるほど高ランクの冒険者ではないので、そこに声をかけると、依(え)怙(こ)贔(ひい)屓(き)と思われてしまう可能性が高いからである。

			　声をかけるなら、シルブス側から。それが、ギルドが提示（非公開だが……）できる最大の譲(じよう)歩(ほ)だったのだろう。

			　一方で、ギルドマスターへの相談を決めたシルブスも、かなりの覚悟を決めていたはずである。

			　ギルドマスターへの相談は、その性質上、『魂(たましい)の契(けい)約(やく)書』に記載される。

			『魂(たましい)の契(けい)約(やく)書』に刻まれた契(けい)約(やく)内容は、どんなことがあっても必ず履行しなければならない。たとえ、どれほど無茶な内容であってもである。

			　契(けい)約(やく)が履行されない場合は、即、牢獄行きだ。最悪、処刑されることになっている。

			　シルブスがどのような契(けい)約(やく)を結んでいたかは知らないが、ギルドマスターへ相談に行くということは、最悪、死を考えなければいけないほどのことなのである。

			　生半可な覚悟では、ギルドマスターへ相談に向かえるはずもない。これも、彼女の覚悟の深さを知らしめた。

			「これが、彼女らを選んだ理由です」

			　私はそう締めくくった。

			　宿屋の前にいる人たちは、最早、誰も反論できなくなったようだ。私の言葉を静かに聞くばかりである。

			「それでは、最後は【将来性】ですね。こちらは今までのものと違い、そう複雑ではありません。彼女らは、それぞれが自分を磨くことのできる方たちです。努力を忘れることなく、常に自分を高めることのできる方たちです。年も20代半ばと若く、伸び代も大きい。それだけでも将来性はあるでしょう。

			　この宿は将来、私の手から離れることになると思います。それがいつかはわかりませんが、そのとき、彼女のような方たちがいれば、宿はもっと繁栄し、いずれは大陸各地に拠点を持つこともできるでしょう。そう、【将来性】とは彼女ら自身のことでもありますが、宿自身のことでもあるのです。彼女らがいることで起こる宿の発展、いないことによる衰退、いることによって生じる軋(あつ)轢(れき)、いないことで起こる忙殺。様々な要素を厳選し、私は発展のある将来を選びました」

			　みな私の顔をじっと見ていて、その場から立ち去ろうという人はいない。

			「宿を始めた当初、私は自分の生あるうちだけこの宿を続けられればいい、と思っていました。そのために、どんな方がこられても、従業員として雇(やと)ったりなどしなかったのですが……。

			　今はこの宿を私の代で終わらせたくない、という気持ちになりました。そこには、宿に対する愛着など、私の私的な感情がないとは言い切れません。しかし、そういった思いも含め、私の持てる技術をすべて引き継ぐことのできる方たちを選ばせていただきたく、今回の試験で、その可能性を見出した彼女たち３名を選ばせていただきました」

			　私の言葉に、誰も反論などできないようだった。

			　邪(よこしま)な思いを抱いてきた者は、自分の浅はかさをこれでもかと思い知らされ、それなりの覚悟を決めた者たちも、本当に覚悟を決めきれていたのかを再度思い直させられたのだろう。

			「最後に、私が皆様に行った問いかけ。あれに正解はありません。純粋に本心で『お客様は神様です』と答えていただけたのなら、何も言うことはありません。それも、一つの答えなので……」

			　きっと、もはや彼らは答えなどどうでもよかったのだろう。

			　正解がどんなものであっても、覚悟のある人間の言葉にはかなわないのだ。自分の答えが、いかに薄っぺらであったかを叩きつけられてしまったのだから……。

			　宿の前から去っていく人々の群れ。その表情は、皆、明るかった。とても試験に落ちた者たちの顔とは思えないが、皆の胸にはそれぞれ活気が溢れていた。

			　目標を見失い、軽い気持ちで受けた試験、そこで待っていた覚悟の違い、それらの出来事は、新しい目標を生み出した。

			　宿を去る彼らは、皆、示し合わせたように、一礼していった。新しい目標へと向かう彼らの足取りは、確かなものであった。

			　静かになった宿の前で、私は新しい従業員たちと顔を合わせた。

			「説明、終わり。ふぅ、慣れないことはするものじゃないわね」

			　砕けた調子で話す私に、緊張していた３人は、ホッと肩をなでおろしているようだった。

			「さて、明日から、しっかりみっちり宿の業務について覚えてもらうからね。みんな、よろしくね」

			　従業員が増え、様々な問題がこれから先にたくさん待っているはずなのに、私はとてもワクワクしていた。

		

	
		
			第２章　新人たちが入ってきました

		

	
		
			　

			新人教育いたします　その１

			　

			　――カーマイン・シルブス

			「それじゃあ、早速だけど明日から研修をしてもらうわ。いきなりお客様の前に出すわけにはいかないから。そんなに難しいことはしないけど、今日はゆっくり休んで、英気を養っておいてね」

			　これからお世話になる、宿の主人であるカーラさんに言われ、私は気持ちを新たにした。

			「あのぉ、明日からってことですけどぉ、あたいの荷物はまだ町に置いたままなんですけどねぇ」

			　元貴族だという、合格者の一人、リキュアさんの言葉。言葉遣いが貴族っぽくないけど、何かあったのかな？

			　あぁ、それよりも、私も拠点にしていた町に荷物を置いたままなんですが……。

			「あ、私も町に置いたままです。取りに行くと、往復で２日はかかるのですが……」

			「あんたもかぁい？　あたいの町まで往復になると、４日はかかっちまうんだよぉ。カーラさん、明日からってのはちょっと厳しくないですかねぇ」

			　リキュアさんは、カーラさん馴れ馴れしく話す。私たちの発言を受けても、カーラさんの表情はピクリとも動かなかった。

			「あぁ、大丈夫ですよ。荷物はギルドに依頼しておいていただければ、ギルドの職員が責任をもって運ぶ手はずになっていますから。それより、ルカさんの荷物は大丈夫なんですか？」

			　もう一人の合格者である、ルカという女性に声をかけるカーラさん。そういえば、彼女も私たちの発言に特に反応する様子を見せなかったな。

			「私は大丈夫です。カーラさんのところにお願いに来るときは、必ず拠点を引き払ってから訪れるようにしていましたから」

			　何とも剛(ごう)毅(き)な女性である。

			　先ほど、カーラさんが【覚悟】の話をしていたが、ルカさんは、私なんかよりよっぽど覚悟を決めてこの受験に臨んでいたのだとよくわかる。

			　だてに12回も同じことを繰り返した強者ではない、ということだろう。

			「そうですか、それでそちらのお２人はどうされますか？　依頼されるのであれば、今もひっそりこちらをうかがっている、そこの隠密型ギルド受付嬢・リリカさんに頼んでおけばいいと思いますよ。そうですよね、リリカさん？」

			　私たちのほうを見て声をかけるカーラさん。この付近には、私たちしかいないはず……!!

			「ありゃ～、やっぱりカーラちゃんにはバレちゃうわね。他の子たちは気づいてなかったみたいだけど」

			　ゆらりと空間が揺れると、そこにいつの間にやらギルドの制服を着た女性が立っていた。

			　いつの間に……。

			「リリカさんの隠密力はすごいですからねぇ。ギルドで総員をあげて捜(そう)索(さく)しても、２カ月間もしっぽすらつかめなかった、伝説の冒険者ですね」

			「いやいや、そんな私の隠密を軽く見破って、ギルド内でも生ける伝説にまでなっているカーラさんに言われても……、微妙に嬉しいわよ？」

			「嬉しいのかよぉ!!」ってリキュアさんがツッコンでいるけど、彼女本当に元貴族かしら？

			　庶民臭さが半端ないわ。

			　っと、そんなことより。

			「えっと、リリカさんでしたか？　荷物をお願いしてもよろしいでしょうか？　一応、まとめてはいるので、運び出すだけで大丈夫だと思いますが」

			「あぁ、あたいのもお願いするよぉ。盗られても構わねぇようなもんばっかなんだけどぉ、一応ねぇ」

			　カーラさんとぽけぽけしたやり取りを繰り広げるリリカさんに、私とリキュアさんは荷物移動を依頼した。

			「承(うけたまわ)りました。当ギルドが責任をもって運ばせていただきます」

			　カーラさんと話しているときの、近所のおせっかいお姉さん的な表情から一変し、真面目な仕事のできる女性へと変貌したリリカさん。

			　切り替え力、半端ない。

			　そのまま、私たちにいくつか必要なことを確認すると、リリカさんは颯(さつ)爽(そう)とギルドに帰って行った。すごく、カッコイイ女性である。

			　さて、王都のギルドは規模も大きく、職員の指導も徹底していると聞いているので、荷物に関しては任せておいても大丈夫だろう。

			　それで、これからどうするのだろうと私が思っていると、

			「荷物の件も片付きましたので、研修の話に移りたいと思います。先ほどから言っています通り、明日から泊まり込みで研修していただきます。あぁ、お部屋はご心配なく、３人同じ部屋になってしまいますが、従業員用の部屋がありますので。少し狭いかもしれませんが、くつろいでくださいね。

			　それでは、明日は朝８時から研修を始めますので、受付カウンター前に集合してくださいね」

			　仕事の話になったからか、幾らか固くなったカーラさんの言葉。

			「３人とも一緒の部屋とのことでしたが、男性が一緒の部屋になってしまう可能性もあったということですか？」

			　私は、頭に浮かんだ疑問を素直に訊いてみた。こういうことは、最初に訊いておかないと、後からは訊きにくくなってしまうからだ。

			「そうですね、気にしないというのであれば、男性と同室となることもあったかもしれません。その場合に備えて、男性従業員用の部屋も確保はしてありますよ。また、３人同室が嫌だとおっしゃるなら、別に部屋を用意することもできますが……」

			　カーラさんの配慮に、私たち３人はそろって首を横に振る。

			　元冒険者の私たちは、大部屋で雑(ざ)魚(こ)寝(ね)なんてことはざらにあったし、ましてや同年代の女同士である。わざわざ部屋を分けていただくことなんて、できるはずもなかった。

			「そうですか、必要なさそうならかまいませんね。では、お部屋へ案内します」

			　そう言うと、カーラさんは宿のなかに入っていった。

			　私たち３人はお互いに頷くと、カーラさんを追って宿に入った。

			　

			　宿に入ってすぐ、カーラさんから「ついてきて」と、声をかけられた。

			　以前、泊まったときも思ったが、ただ古いだけではなく、歴史を感じさせる宿は落ち着いていて、とても心地がいい。これからこの宿で働けると思うと、とても嬉しかった。

			　私にはクランリード山脈を制覇するという夢もあるが、今は実力がまだ足りないだろう。

			　聞けば、カーラさんは元冒険者で、クランリード山脈を制覇した人物の１人であるらしい。いろいろ教えを請うのもいいと思う。

			　クランリード山脈を制覇した人は、過去に８人しかおらず、しかも全員がＳＳ級以上の冒険者だという。ということは、カーラさんは見た目からは想像できないが、少なくともＳＳ級以上の冒険者であったということである。

			　そういえば、先ほどもリリカさんに『生ける伝説』とか言われてたような……。

			　本当に、人は見かけによらないものである。あの細腕のどこに、クランリード山脈を制覇する力が秘められているのだろうか？

			　そうこうしている間に、ある部屋の前に来た。周りは、なんだか見覚えのある部屋である。

			「ここが皆さんに使っていただく部屋になります。生活に必要なものはひと通り揃えてあります。他に必要なものがあれば、言ってください。私の独断にはなってしまいますが、必要と判断した場合は、宿でお金を出して購入します。

			　お風呂とトイレは部屋にありませんので、宿内のお風呂とトイレを使っていただくことになります。入浴時間は特に決めていませんが、お客様と鉢合わせになることもありますので、あまり変な態度を取らないようにお願いいたします。ああ、ちゃんと、浴場は男女で別々になっていますので、そちらは気にせずに。

			　まぁ、細(こま)々(ごま)したことは置いておいて……本日からここが、みなさんの家となります。ゆっくりくつろいでください。では、私はもろもろ片づけなければいけないことがありますので」

			　そう言うと、カーラさんは別の部屋に入った。

			　見覚えのあるのは、当たり前であった。隣の部屋は、３日前にも訪れていたカーラさんの部屋なのだ。

			　さて、後は自由にしていいらしい。しかし、突然のことだがどうしていいかわからず、私たち３人は顔を見合わせた。

			　ここは、一番年長者（多分そうだろう）である私が、何か言わなければいけないだろう。

			「とりあえず、部屋に入りましょうか。少し落ち着いて、ちゃんと自己紹介をしましょう。私たち、まだお互いの名前ぐらいしか知りませんし」

			　私がそう提案すると、

			「ははッ、そうだねぇ、あたいたち、今日顔を合わせたばっかりだったってことを忘れてたよぉ。それじゃあ入るとしますかねぇ」

			　リキュアさんが笑いながら言った。ちょっと硬い空気が緩んだような気がする。彼女の独特の喋(しやべ)り方は、空気を和らげる効果もあるみたいだ。

			「じゃあ開けますね」

			　リキュアさんの言葉に反応して、ルカさんが部屋の扉を開ける。

			「これは……」

			「おぉ」

			「すごい……」

			　入口の扉の前に立った私たちは、三者三様に驚いていた。

			　……それも当然だろう。

			　部屋は、かなりの広さだった。

			　清(せい)潔(けつ)なシーツが敷かれたベッドが３台置いてあり、簡素ながら使い勝手のよさそうな机が備え付けられている。

			　テーブルと椅子のセットや炊事場も完備しており、お茶を楽しむこともできる。

			　なんと、最新の技術とされるレバー調整式の火力可変コンロや、これまた最新の瞬間冷却装置が内蔵された保冷機能付き冷却箱まである。ちょっとした料理屋の調理場よりも、完(かん)璧(ぺき)な設備が整っている。

			　最近発達した製紙技術により、比較的手に入りやすくなった本がズラリと並ぶ本棚。その横の大きな窓からは宿の裏庭が見える。そこには、様々な季節の花々が咲き乱れている。

			　うん？

			　裏庭で花の手入れをしているカーラさんが見えるが、きっと何かの見間違いだろう。つい今しがた自分の部屋に入っていったカーラさんが、裏庭にいるわけがないからな。はは。

			　他にも、部屋には魔(ま)導(どう)具(ぐ)のランプが付いており、夜でも部屋は明るくできるようになっている。それだけでも十分驚きの広さであったが、さらに驚くべきものがあった。

			　私たちの名前がそれぞれ書かれたプレートを下げた扉があったので、なんだろうと思い開いてみると、私がゆうに５人は寝ころがれる空間があった。

			　見た感じでは、衣装部屋とか倉庫といった感じだろう。正直、予想外だった。

			　いや、予想をはるかに超えすぎだ。

			　最悪、３人で顔を突き合わせての雑(ざ)魚(こ)寝(ね)も覚悟していたぐらいなのに、待遇が良すぎないだろうか？

			　カーラさんの部屋の倍ぐらいはあるその部屋に、わずかばかり緊張してしまう。

			　幸い他の２人も予想外だったのか固まってしまっているので、この部屋を見て驚いているのは私だけ、という恥ずかしい事態にならずに済んだ。

			　それぞれがそれぞれ納得のいくまで驚きながら部屋を見て回ったあと、とりあえずベッドはどれを使うかだけ決め、腰を落ち着けた。

			「これは予想外だったねぇ。まさか、こんなにいい部屋を使わせてもらえるなんてねぇ」

			　少しの間、惚(ほう)けていると、リキュアさんが話題を振った。おっと、年長者としては、惚(ほう)けてばかりはいられないな。

			「そうですね、何人採用するかも決めてなかったと聞いてますし、いきなり３人も採用されたので、最悪、大部屋で雑(ざ)魚(こ)寝(ね)かと思っていましたよ」

			　ルカさんがうんうんと頷きながら返す。

			「そうだねぇ。あたいもそう思ってたよぉ」

			「ですね。まぁ、カーラさんなら、部屋の一つぐらいどうにでもしそうですけど」

			　ルカさんの言う、『カーラさんなら、部屋の一つぐらいどうにでもしそう』とは、どういう意味だろうか？

			　カーラさんは、たしかに昔はすごい冒険者だったのかもしれない。でも冒険者として凄(すご)腕(うで)だとしても、即座に宿に部屋を用意できるようになるとは思えないんだけど……。

			「ん？　なんでだぁい」

			　リキュアさんも疑問に思ったのか、ルカさんに訪ねている。

			「あ、いえ、私はここの宿の常連なんですが、毎回泊まるたびに、必ず不思議な現場に遭遇するんです。

			　とくに掃除の時間なんですが……、カーラさんがいっぱいいるんです。部屋をノックしてシーツを替えている最中なのに、裏庭には洗濯物を干(ほ)しているカーラさんがいたり、シーツを持って部屋の外に出たら、次の瞬間には新しいシーツを持って部屋のドアをノックしたり……。

			　何を言っているかわからないと思いますが、とにかく不思議な現象なんです。カーラさんに聞いても、秘密らしいので何が起きているかは、未だに不明なんですけど……」

			　カーラさんがいっぱい？　不思議というよりも、怪奇現象じゃないの？　あれ、でもさっき同じような現象を見たような……。

			「そりゃぁ不思議だねぇ。あたいらも、これから不思議の仲間に入っちゃうかもねぇ」

			「それだけで片付けられるの!?」

			　私は思わず声を出した。

			「んん～？　そりゃぁ片付けるしかないだろうねぇ。実際、見てみないことにはどれほど不思議かわからないしぃ」

			　それもそうか、と納得。

			　ルカさんのおかげで、皆がそれぞれ驚きから立ち直ったようだった。

			　強引だが、話を進めていこう。

			「では、部屋に入る前に話していた通り、自己紹介をしましょ……。いや、もう敬語じゃなくてもいいか。では、改めて、自己紹介をしよう」

			　私の音頭により、自己紹介が始まった。

			「まずは、私からだな。私は、カーマイン・シルブス。先ほどあった合格発表の席で、いろいろ恥ずかしい過去を暴露されたような気がしないでもないが、【器用貧乏】のシルブスとは私のことだよ。

			　私としては、大陸では珍しい、黒髪、黒目から、【漆(しつ)黒(こく)の旋(せん)風(ぷう)】とかいったかっこいい二つ名にしてほしいと思っていたこともあるんだが、今更もういいかな。もうやめてしまったけど、やめる前はＢ級の冒険者だった。年は25歳。これから、同じ宿で働く仲間として、よろしくお願いするよ」

			　私は、無難に自己紹介を終えた。【器用貧乏】という不名誉な二つ名をもらったことは、あまりいい思い出ではないが、二つ名を得ることが名誉なことは確かだ。

			　やっぱり、二つ名がつくなら伝説の英雄である【世界の英雄】や、仲間の【麗(うるわ)しの賢者】、【無(む)垢(く)なる聖女】のようなかっこいい二つ名がよかったと、今でも思うよ。

			　そんな私の悶々とした気持ちとは裏腹に、２人からはそれぞれ「よろしく」と言われた。私もそれに頷き返した。

			　私がベッドに腰を掛けると、次にリキュアさんがベッドの上に立ち上がった。そして、あいも変わらず独特の口調で喋(しやべ)り始めた。

			「次はあたいだねぇ。あたいは、リキュア。家名とかいろいろと入れると、リキュア・アドルフ・バークソン・ミルレディア・キャスベン。まぁ、長ったらしい名前だしぃ、こっちから願い下げだった名前だからぁ、気にしないでおくれよぉ。呼ぶときはリキュアでいいからねぇ。

			　あ～、二つ名は【一刀両断(ひとたち)の姫(ひめ)】なんて大層なもんをつけられてるよぉ。冒険者ランクはＡ級ぅ。一応、準Ｓ級とか言われてたけどねぇ。年は26だよぉ。よろしくぅ」

			　……リキュアって、私より年上だったらしい。見た目が若々しいから、勝手に年下だと思っていたよ……。はずかしい。

			　それに二つ名がかっこいい。絶対に【器用貧乏】よりいい。二つ名をつけた人よ、私にもかっこいいやつをぉぉぉ。

			　まぁ、二つ名のことは置いておいて、リキュアさんは、見た目は完(かん)璧(ぺき)に貴族の令嬢である。

			　燃えるような赤に輝く美しい縦ロールの髪に、蒼の瞳(ひとみ)。冒険者稼業を長年やっているとはとても思えないほど、顔や髪の毛は清(せい)潔(けつ)に美しく整っている。

			　首から上だけを見れば、他の貴族から引く手あまたであろうと思えるくらいの容(よう)姿(し)なのに、服装は、歴戦の強者を思い起こさせる軽鎧をまとっている。

			　使い込まれ、よく手入れされていることがうかがえる鉄の胸当てには、細かく無数の傷が入っているが、劣化など一切感じさせない。

			　まさに、戦いに生きるプロが磨き上げた、素晴らしい防具と言えるだろう。

			　如何せん、美しく整った容(よう)姿(し)と綺(き)麗(れい)に整備された胸当てのせいで、貴族の令嬢が庶民の服装をまとって遊んでいるようにしか見えないが。

			　何も知らない新人いびり冒険者が彼女を見かけたら、『おいおい、ここは貴族様の遊び場じゃねぇんだぜ』とか言われそうな格好でもある。

			　だがしかし、この場で一番驚かなければならないのは、その見た目からは想像もできない、独特の喋(しやべ)り方だろう。

			　少し語尾を伸ばす喋(しやべ)り方は、令嬢の見た目と比べ、とてもアンバランスである。まぁ、人の喋(しやべ)り方などその人の趣味のようなものなので、注意するつもりもないのであるが……。

			　私とルカさんはそろって「よろしく」と言葉を返した。

			　満足そうにうなずき、ベッドにボスンッと座るリキュアさん。どっかりと胡坐をかきながら座るさまは、不思議と似合っていたが、本当に元貴族らしくない立ち振る舞いである。

			　あ、元だからいいのか。

			　最後にルカさんが立ち上がって、自己紹介を始めた。

			「最後は私ですね。ルカ・ツークンフトといいます。皆さんと同じ、元冒険者です。ランクはＢ級でした。年は25で、シルブスさんと同じです。これからよろしくお願いしますね。あと、二つ名って、言わないといけないですか？」

			　青い髪をショートカットにし、紫にも見える不思議な色の瞳(ひとみ)をした彼女は、身長こそ私たちのなかで一番小さいが、発するオーラのようなものが、彼女がツワモノだということを知らしめている。

			　しかし、私と同い年か……。これから仲良くしよう。別にリキュアさんと仲良くならないということではないぞ？

			　私は、２人と仲良くしたいのだ。

			　そうだな、まずは、リキュア、ルカと呼ぶことから始めるとしようか。

			「いや、別にいらないよ。ルカさん……同い年だし、ルカでいいよね？　……ルカの二つ名が恥ずかしいものかもしれないし、私の二つ名みたいに不名誉なものだったら、言うのが嫌だろうしね」

			「そうだねぇ。かっこいいと勘違いしているぅ、二つ名をつけられた可哀想(かわいそう)な冒険者って多いからねぇ。どちらかと言えばぁ、ダサくてぇ、かっこ悪い場合が多いじゃなぁい？　あたいの二つ名もぉ、かっこいいとか思われてたらぁ、結構、恥ずかしいぐらいのものだしぃ」

			　グサッときた。かっこいいって思ってたのに……。

			　長年誰も言い出せなかった疑問に、簡単にツッコむ、リキュアさん。

			　たしかに『ダサいなぁ』とか、『あんな呼ばれ方して恥ずかしくないのかなぁ』とか思ったことはあったけど、ココまでズバッという人も珍しいんじゃないかな？

			　大抵はみんな、『い、いい二つ名ですね、オホホホ』と言葉を濁(にご)すぐらいなのに……。

			「そうですか……。ありがとうございます。お２人とも、これからよろしくお願いしますね」

			　そんなルカの言葉を最後に、自己紹介は締めくくられたのである。

			　

			　こんな感じで、話は進んだ。

			　自己紹介のあとも、冒険者時代の苦労話やら、これからの宿の業務、何より明日からの研修の内容など、話は尽きずに盛大に盛り上がっちゃって、カーラさんが夕飯のお誘いに来るまで話は続いた。

			　カーラさん手作りの夕食もとてもおいしかった。はっきり言って、今まで拠点にしてきた宿屋で出ていた夕食は何だったのか、と思えるほどであった。

			　しかもなんと、その豊かな味わいを含んだ料理を、ゆくゆくは私たち３人も作るようになる、ということなので、気合も入るというものである。

			　カーラさんを交え、みんなで仲良く夕食をいただき、大満足したところで終了。

			　これから毎日、今日と同じような食事をできるのだと思うと、頬が緩んでしまっても仕方がない。

			　明日の用意などをしないといけないというカーラさんと別れ、３人で入浴。このお風呂もまた別格で、さすがは王都でもっとも有名な宿屋、と言われるだけはあるものだった。

			　入浴中も会話が弾みに弾んで、危うくのぼせるところだった。

			　同年代の友人というのは怖いものだね。まぁ、これから同じ職場で働く仲間なんだから、仲良くできるのはいいことね。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そうそう、なんでこんな昨日の回想なんてしているのかって思うわよね？　まぁ、ちょっとした現実逃避みたいなものよ……。

			　今の時刻は９時20分。研修のために宿のカウンターの前に集合する時間が、午前８時だったことを考えると、研修が始まっている時間なんだけど……。

			　……なんで私たちは、荒野にいるの？？？？？？

		

	
		
			　

			新人教育いたします　その２

			　

			　――リキュア

			　あたいたちは茫然としていた。

			　昨日、試験の合格発表があり、新しく宿の従業員となったあたいたち３人。

			　今日より、晴れて宿の従業員としての生活が始まると思っていた。宿の主人であるカーラ・グライスさんも、今日から研修だと言っていたはずだ。

			　しかし、朝起きて、３人で仲良く待ち合わせ場所に行ったら……。

			　――荒野にいた。

			　意味がわからない。

			　カーラさんに「おはようございますぅ」と声をかけ、「おはよう」と答えてもらった次の瞬間には、荒野にいたんだ。

			　何言ってやがると思われるかも知れねえし、あたい自身、誰に説明してるんだと言いたくなるほど混乱しているが、本当なんだ。信じて欲しい。

			　その証(しよう)拠(こ)に、一緒に来た他の２人のうちの１人、カーマイン・シルブスは、遠い目をして何やら考え込んでいる。

			　これは、現実逃避ってやつだな。しばらくすれば、現実に戻ってくるだろう。

			　もう１人の新人従業員、ルカ・ツークンフトは……、わかんねぇ。何を考えてるのか、さっぱりわからん。これでも、人の表情を読み取るのは得意だと思ってたんだけどな……。

			　さすがは【百人斬りの姫百合】は、伊(だ)達(て)じゃないねぇ。

			　あぁ、ルカの二つ名は聞いたんじゃなく知っていたんだ。【百人斬り】の名は、女性冒険者の間ではかなり有名だからねぇ。

			　合格発表のときに聞いたエピソードでわかったんだ。

			　まぁ、そんなことは置いておいて、当然抗議というか疑問の声を上げたさ。

			「なぜこんなところにぃ？　というかぁ、ここってぇ、どこですかぁ？」って問いかけたら、シルブスもようやく再起動した。

			　ルカのほうは……、ニコニコしているだけで、やっぱりわからなかった。

			　

			　カーラさんの話によると、ここは産業都市・ゴルディ跡。

			　かつて、世界を征服しかけた魔王が勇者マルタイの一味を抹(まつ)殺(さつ)するために、当時マルタイが拠点にしていたとされる産業都市・ゴルディに２０００に上る魔物の大群を差し向け、激戦を繰り広げたことにより、人が住めなくなってしまった産業都市の跡である。

			　場所的には王都・クランクランより南東に進んだ地点にある。

			　クランリード山脈に程近く、南にいけば豊富な鉱石を含むクランリードの山脈、西には山脈から流れ出る雄大なイナル川、東にエルフが住むとされる『深(しん)淵(えん)の大樹海』が存在する。

			　自然が豊かであり、資源も豊富でありながら、立地や周辺環境などのせいで人の出入りがあまり激しくなかったことで、偏屈な科学者や頑固者の研究者たちが多く移り住み、産業都市として発展していった場所だったようだ。

			　ここは、現在どの国からも切り離されている土地だ。魔物も強く、冒険者もほとんど寄り付かないので研修にはもってこいの土地なのだと、カーラさんは説明していた。

			　魔物が強いことと、他に人がいないってことのどこに、研修にもってこいの要素があるのかは全然わからないんだけど、ここがどこかはわかったから良しとしよう。

			　ゴルディ跡地なんて、依頼でもなかなか訪れるようなところじゃない。その割には、英雄譚などで必ずと言っていいほど名前の出てくる地名だけに、いつか行こうとは思っていたので、かたちはどうあれ、来れて良かったとも思ってるよ。

			　でも、ついさっきまで王都にいた事実は覆(くつがえ)らないだろう？　ホント、どうなってるのか教えて欲しいよ……。

			　結局、教えてはもらえなかったんだけどさぁ……。

			　で、次に、こんな場所でどんな研修をするんだって思うだろう？　私たちだって思った。当たり前さ。だから聞いたんだ。

			「あのぉ、こんな場所でぇ、何の研修をするんですかねぇ？」

			「そうですね。まず、皆さんには強くなってもらいます」

			「……は？」

			　何を言ってるんだって思ったね。ホント、本気で、『頭大丈夫？』って思ったよ。

			　雇(やと)い主に対してすごく失礼だとは思うけど、本気で思っちまったね。

			「なぜ？　っと言った顔をされてますね？」

			「そりゃあねぇ……。普通。こういった宿の研修ってぇのはぁ、『いらっしゃいませ～』とかっていう挨(あい)拶(さつ)の練習とかぁ、宿のマニュアルとかぁ、そういったことをぉ、学ぶんじゃないのかぁい？」

			　うん、あたいの言っていることに間違いはないはずだ。

			　そりゃあ、その宿ごとに研修のやり方はあるってもんだろうが、一発目の研修がいきなり『強くなってもらいます』ってぇのはないだろう？

			　あたいらだって、昨日の夜は、『どんな研修をするんだろう？』とか、『基本は挨(あい)拶(さつ)練習とかじゃないかしら？』とか、話し合ったりしていたぐらいだよ？

			　そんなあたいの疑問に答えるかのように、カーラさんの説明は始まった。

			「まぁ、普通ならそういった研修をするのですが、私自身、そういった教育は受けていませんし、もともと従業員を増やす気もなかったので、マニュアルのようなものは作っていないんですよ……。まぁ、これからは作っていこうかと思いますが……」

			　カーラさんの説明に、あたいは絶句した。

			　あの宿に、マニュアルがないというのに驚いたのだ。

			　詳しく聞いてみたところ、食事中のルールや掃除時間のルールなどは決めたが、それはお客様に快適、安全に過ごしていただくためであって、宿のマニュアルではないらしい。

			　なので、来客への対応や宿内の案内などは、すべてその場の対応でしのいできていたそうだ。

			「長年、宿をやっていれば、自然と必要なことが身に付きますよ」なんてカーラさんは軽く言ってるけど、あたいたちには、とてもじゃないけど難しいんじゃないだろうか？

			『カーラさんの対応はかなり高いレベルでまとまっているので、確実にマニュアルやマナーの研修も厳しいものになると思います』と、昨日の夜、この宿に何度も足を運んだというルカが、熱く語っていた。

			　あたい自身も、カーラさんと接してみて、お客様への対応が高レベルなことはわかっていたので、研修に向けて気合を入れていた。だが、すべてその場での対応だと聞いて、あたいにできるのか不安になっちまったよ。

			「なので、挨(あい)拶(さつ)などはその場で対応をしていただくことになるかと思います。最低限の決まりごとだけ身に付けていただいて、あとは自由にしていただければと。で、強くなっていただく理由ですが……」

			　カーラさんはそこで言葉を切った。

			「採用のときにも言ったと思いますが、宿屋で働く者は存外、強くなくてはやっていけません。荒くれ者との戦いや、宿への侵入者の排除など、自衛しなければならない場面も多々ありますので……と、後付けの理由をつければいろいろありますが、それとは別に、単純に強くなっていただかなければいけない理由がありまして……」

			「自衛とは別の理由ですか？」

			　再起動したシルブスが間髪入れずに訊き返す。

			　この子は、二つ名の割には結構しっかりとしている気がする……。ほんと、誰があんな不名誉な二つ名をつけたんだか。

			「そうです。え～っと、ここに椅子があります」

			　そう言って、カーラさんはどこからともなく椅子を一脚、取り出した。

			　椅子は王座のように仰々しい装飾過多の派手派手しいつくりではなく、シンプルなものである。

			　背もたれなどもついており、細身のカーラさんの陰に隠れるほどの小さいものではない。

			　つい今さっきまで、そこに何もなかったことは確認済みだ。本当に、いったいどこから取り出したんだ？

			「それは……、宿の椅子ですか？」

			『どこから取り出したんだよ!!』とあたいが内心突っ込んでいると、何事もなかったかのように、今度はルカが答える。

			　いやいやいや、椅子出てきたことを突っ込みなさいよ……。その椅子がどこの椅子かより、もっと大事なことがあるでしょう？

			「正解です。これは当宿の食堂に置いてある椅子です。では、リキュアさん。この椅子を運んでくださいますか？」

			「あ、あぁ」

			　何だっていうんだろうか？　別に、椅子を運ぶくらいなら問題ないだろうに……。

			　そう思って、椅子を軽く持ち上げてみようと手をかける。見るからにどこにでもある、木でできた普通の椅子で、手触りなども特に違いはない。

			　年季の入った味のある色合いで、よく手入れがされているのか、ピカピカである。

			　何度見ても、何の変哲もないただの木の椅子だ。この程度であればこう、かる～く……？

			　かる～く……。

			　……！！！　重ッ！！！！！！

			　何これ!?　めちゃくちゃ重いんですけど！！？

			「わかっていただけましたか？　これが、自衛以外のために強くなっていただかなくてはいけない理由です」

			　カーラさんの声がいやに響いた。これは、やばいねぇ……。

		

	
		
			　

			新人教育いたします　その３

			　

			　――リキュア

			　椅子一脚でどんだけ重いんだって話だけど、さらに続いたカーラさんの説明で、私はさらに驚いた。

			　

			　１、椅子が重いのは、魔法金属でできているからだった。

			　魔法金属はその特殊な性質上、産地から離れれば離れるほど重量が増していき、最終的には数トンの重さにまでなる金属のことである。それほどの重さであってもなお、強度が普通の鉄の数十倍という破格の強さを誇(ほこ)るため、求めるものが後を絶たない。

			　魔法金属自体は広く知られているものではあるが、性質上、市場に出回らないため、伝説の金属とも呼ばれていたりする。

			　まぁ、魔法金属製の椅子なら、持ち上げられないほど重くても仕方がないか。

			　

			　２、あの宿は、椅子だけでなく、壁も窓も、果てはシーツに至るまで、すべて魔法金属や災害指定級の魔(ま)獣(じゆう)、神獣などの素材で作られている。

			　昨日、ベッドに横になった際、シーツのあまりの手触りの良さに驚いたのだが、あれも魔(ま)獣(じゆう)、神獣のたぐいから作られたものだと聞けば、納得できる。

			　

			　３、宿に置いてあるすべての物品は、魔(ま)導(どう)具(ぐ)によってただの木や布と同じ重さにされている。

			　そのままでは、お客様が椅子を引くことすらできないのだ。

			　

			　４、魔(ま)導(どう)具(ぐ)への魔力供給は、毎日カーラさんがやっている。

			　これも、宿のことを考えたらわかる。

			　

			　５、今度から、魔力供給はあたいたちも手伝う。

			　従業員になったのだから、手伝うのは当たり前だろう。納得納得。

			　

			　６、１回の魔力供給に必要なＭＰは２５００ポイント。（ＭＡＸ９９９ポイントしかないはずなのに……）

			　ん？　ちょっと待って欲しい。と思ったが、カーラさんはさっさと話を進めてしまった。

			　

			　７、限界突破という技法を使うと、ＭＰを９９９９ポイントまで引き上げられる。

			　いやいや、だからちょっと待って欲しいって。今ちょっと世界の常識が変わりそうなことを言われたような……。

			　

			　８、さぁ、強くなりましょう!!（輝く笑顔のつもりな無表情で）

			　

			　とのことだった。

			　いやいやいやいや、まてまて。落ち着こう。

			　ひとまず……。

			　はい!?　何それ!?　限界突破って何!?

			　

			　驚くなというほうが無理だろう。

			　世界にはルールがある。世界を作った、神の決めたルールが。

			　人間はせいぜい１００年生きればいいほうだし、不老長命のエルフだって、実際は何千年という単位で老いて死んでいく。

			　これは自然の理(ことわり)なのだ。生あるものはいつか死ぬ、という理である。真理と言ってもいいだろう。

			　ＨＰは９９９がＭＡＸだしＭＰも同じ。ＳＴＲなどの能力値は１００がＭＡＸである。これはどの生物も同じ、決められた世界の法則であるはずだ。

			　まれにドラゴンなどの、いわゆる世界を逸脱したモノたちはその限界を超えるそうだが、それも嘘か真かわからない。誰も調べたことがないから当然である。

			　それを、今、この目の前の女性は何て言った!?

			『限界突破すればできますよ』と、さも当然のように言ってのけたではないか!?　本当にそんなことができるんですの!?

			　……おっと、ついついキャラ付けを忘れてしまったではないか。

			　驚きあきれるあたいたちをよそに、カーラさんの説明はどんどん進んでいく。

			　もうやめて、シルブスがあまりの衝撃に再起不能になりかけてるから……。そして、わたくしのキャラ付けが崩れてしまいますわ!!

			　そのあとも続く、これまでの常識をブチ破る話のオンパレード。生ける伝説と化したと言われるカーラさんなので、規格外の人だとわかってはいるつもりだった。

			　……が、あたいの知っている部分など、「規格外」という言葉の表面薄皮一枚に生えた、産毛一本程度だったということだろうか？

			　一旦、説明をやめ、小休止を入れるカーラさん。

			　頭が情報の詰めすぎで破裂してしまいそうだったが、小休止を挟んでくれたおかげでなんとか持ち直した。

			　どうやら、シルブスも意識を取り戻したようだ。お互いの生還を陰ながら喜び合ったほどである。大げさに言っているように聞こえるかもしれないが、決してそんなことはない。

			　なんせ、『カーラさんが規格外だということはよく知っていますので、多少の不思議なことが起こるのは、まったく気になりません。それがカーラさんですから』と、カーラさんに関しては盲(もう)目(もく)的とも言えるほど絶対の信頼を置いているあのルカでさえ、あまりの衝撃に、虚(こ)空(くう)を見つめながら口をパクパクさせていたほどである。

			　カーラさんが取ってくれた小休止の間に、お互いもう一度顔を突き合わせ、今の説明で得た情報を互いに共有し合う。

			　結局、カーラさんの説明以上の情報を共有することはできなかったが、情報を共有し合うことで、なんとかお互いに心を静めることができた。

			　お互い顔を見比べ、それぞれに苦笑を漏らし、「規格外」というものと触れ合うことに、何の心の準備もできていなかったことを互いに恥じる。

			　ここまでくると、もはや戦友。一緒に規格外の説明を受ける戦友として、同じ宿の従業員という仲間意識以上の連帯感が生まれていた。

			　……が、ここからがさらに、今までの上をいく衝撃のオンパレードだった。限界突破などは序の口も序の口で、世界の深淵への道のりを歩き出そうか、という程度の物であったのだ。

			　魔法による、食事の準備時間短縮の話であったり（時魔法？　それはクラン神だけが使える神位魔法のことかい？）、宿のあれこれ（掃除の時間がどうたらこうたら言っていた）、極めつけはクラン神自身について。（それは、本当のことかい!?　嘘だといってくれ。神殿に目をつけられちまうじゃないか）

			　常識破壊のオンパレードに困惑する私たちをしり目に、カーラさんが言い放った。

			「ここまでお話ししたのは、皆様を信用してのこと。どの情報も、世界が混乱する原因になりかねませんので、自身で墓場までお持ちください」

			　カーラさんの一言により、場の空気が一気に重くなる。

			　というより、シルブスが、すでに墓場に足を突っ込もうとしているんですけど!!

			　口から、シルブスを二頭身にしたような白い煙みたいなものが立ち上っていく……って、魂(たましい)が抜けているじゃない！！！！

			　急いで魂(たましい)を連れ戻し、なんとか事なきを得た。

			　その後は、もうみんな諦(あきら)めたのか、普通に食材探しをした。長年、人の手が加わっていなかったこともあり、非常に資源が豊富な産業都市・ゴルディ跡地。

			　地味にめんどいから、ゴルディ跡と呼ぼう。

			　周囲の平原、川、森に踏み出せば、野草ハーブや魚、木の実が簡単に手に入り、また食材としても使える魔物が大量にいた。聞けば、宿で提供する食事のうち、８割近くの食材がここ、ゴルディ跡にて採取されているらしい。

			　３人で手分けをして、平原、川、森に別れて採取を行う。途中、魔物に遭遇するも、誰一人、傷一つ負うことなく魔物を退けて帰ってきた。

			　やはりみんな、それぞれしっかりとした実力があるようだ。この面子で冒険者パーティを組んで冒険、ってのも面白かったかもしれないねぇ。

			　

			　説明で時間を食いすぎたせいか、食材を集め終えた時点で昼を回ってしまっていた。

			　集めた食材から数品選んで、即席だが十分腹のたしになるものをカーラさんが作ってくれた。

			　そこから、またいろいろと説明が始まった。

			「強くなってください」と言っていた割には、修行どころか訓練すらしない。

			　こんなことで「限界突破」とやらができるのであれば、私たちはとっくに限界突破しているはずだし、世界には限界突破者があふれかえっているだろう。

			「あのぉ、修行とかぁ、しないんですかぁ？」

			　と、訊いても、

			「もう少し待ってもらえます？　ちょっと来るのが遅れているようでして」

			　としか言わない。

			　何が来るんだろう？　と、早速、恒例となりつつある、３人での会議を始める。

			　会議が始まって30分はたっただろうか。

			『強くなるための修行なら、元冒険者仲間とか？　カーラさんの友達ってＳ級冒険者ばっかりってイメージがあるし……』と、あたいたちのなかで、修行をつけてくれる人が来るんじゃないか、という結論が出たのと、ほぼ同タイミングで、「やっと来たか……」とカーラさんが呟(つぶや)いた。

			　そして、

			「カーラちゃんお待たせぇ。ちょっとお化粧に手間取っちゃってぇ」

			　という、猫なで声。

			　ついにきた！

			　自分で言うのもなんだが、あたいたち３人はそれぞれ、それなりに実力はあるし、地元などではちょっとした有名人なのだ。

			　そんなあたいたちを鍛(きた)えるために呼ばれた人物だぞ？　期待しないほうがおかしいだろう。

			　もしかしたら、本物のＳ級冒険者やＳＳ級冒険者なんかが、呼ばれたのかもしれないしな。

			　期待をして私たちが振り向いたそこには、たしかに私たちを鍛(きた)えるために呼ばれただろう方がいた。

			　その方は、真っ赤なルビーよりなお紅い真紅の瞳(ひとみ)を持ち、女性のなかでは身長が高いほうである私よりも背が高く、出るところは出て、引っ込むところは引っ込んで、烏の濡れ羽色とでも言うべき漆黒の……。

			　漆黒の鱗(うろこ)を持つ、超巨大なドラゴンだったが……。

			　あっと、待て待て、ふ～、よしよし、これは夢だろう。さっき、『お化粧が～』とかって言っていた気するし。

			　一旦シルブスたちに目を戻し、３人でハハハと笑い合う。

			　なぜだろう、あたいも含め、３人とも笑いが乾いている気がする。そして、ちょっと現実逃避をしたあと、『ドラゴンだったよね？』と互いに頷き合い、覚悟を決めてもう一度……。

			「あ、皆さん。こちら、今回の訓練を担当していただく、【名を失った邪(じや)竜(りゆう)】、【堕(お)ちた龍(りゆう)皇(おう)】でお馴染みのファフニールさんです。名を失ったと言われているのに、しっかり名前があるファフニールさんですが、気軽にファブさんと呼んであげてください。若気の至りで名前を失ったとか言ってみたら、時の英雄たちによって話が広められ、引っ込みがつかなくなったかわいそうな方ですが、修業をしていただくにあたっては、何の問題もありませんので。

			　あ、なぜ、『ファフ』のフが『ファブ』のブに変わっているかなどの質問は、受け付けていません。ファブさんがファブさんでいいと言っていたと覚えておいてください。それにしてもファブさん、遅かったですねぇ……」

			　覚悟を決めたそばから、覚悟を叩き潰されました……。

			　それよりも、【堕ちた龍皇】なんて、おとぎ話の英雄譚にしか出てこない空想上の生き物じゃないの！！？

			　と、一斉に振り向く、私たち。

			　目の前には、凶悪な顔をした巨大なドラゴン。

			　そしてもう１人……。

			「いいですか、遅刻なんてもってのほかです。人助けなどをしていて遅れたならまだ許せますが、お化粧に手間取ったって、どれだけですか！　わかっていますか？　それでも元龍皇ですか!!　もう少し時間に余裕を持って行動していただかないと!!

			　大体ですね、あなた方、超生物は、人間である私たちと、時間という概(がい)念(ねん)において感覚が違うのですよ？　なので、余裕を持ってということ自体が難しいのはわかります。しかしですね、そこは数千年を生きたものとして……ガミガミ」

			「はい、すいません！！！（泣）」

			　延々とドラゴンを叱りつける無表情のカーラさんの姿があった。
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			新人教育いたします　その４

			　

			　――ルカ・ツークンフト

			　あ、おひさしぶりです。ルカ・ツークンフトと申します。フルネームでのご挨(あい)拶(さつ)は初めてでしょうか？

			　現在、研修はほぼ終わりを迎えております。

			　思えば、研修は初日から驚きの連続でした。

			　頭が破裂しそうになるほど、今までの常識を覆(くつがえ)すような事実を聞かされ、さらにはドラゴンまで現れましたからね。

			　そのあとはもう無茶苦茶でした。

			　遅刻した、ファブさんと呼ばれたドラゴンを、カーラさんは無表情のまま30分間も叱り続け、ついにはドラゴンが泣き出す始末。

			　もう、世界最強レベル、英雄譚のラスボスレベルのはずなのに、威(い)厳(げん)など微(み)塵(じん)も感じさせないその姿は、哀れと言うほかありませんでした……。

			　まぁ、叱られている最中にもかかわらず、「だってぇ」とか「でもぉ」とか、いろいろと言い訳を言おうとしていましたので、それが火に油を注いだのは間違いありません。

			　何度も頭をペコペコと下げるドラゴンの姿が妙にかわいくて、私たち３人は密かに笑い合ったりしていたのです。

			　なんとかカーラさんの許しを得たドラゴンは、こちらに話しかけてきました。

			「ほう、その方らが我の訓練を受けし者たちであるか」

			　威(い)厳(げん)たっぷり、な感じで言っていたのですが、先ほどの情けない姿を見ている分、おかしくて仕方ありませんでした。

			　たしかに、世界最強のドラゴンを目の前にして感じる威圧感はすさまじいものでしたが、カーラさんとのやり取りを見ていましたので、ちょっと緊張感がなかったのだと思います。

			　そこで、失礼ではありますが、私たちのなかに緩み、といったものが生まれてしまい、ちょっと気が抜けたのだと思います。

			　私たちの気の緩みを見抜いたカーラさんは、気を引き締めさせるためでしょうか、「一発ぶちかましてください」と、ファブさんに言いました。

			　ファブさんは無言でうなずくと、その巨大な口に力をため、ゴルディ跡地に向けて、強大なブレスを吐き出しました。

			　閃(せん)光(こう)、爆発……、そして静寂。

			　結果だけお伝えするなら、ゴルディ跡地はゴルディ渓谷へと姿を変えたというところでしょうか……。

			　そんな、強力な一撃を見せられた私たちに、もはや緩んでいる暇(ひま)などなく、一気に気を引き締め、そのあとのドラゴンとカーラさんの言葉を、しっかりと聞いていました。

			　漏れ聞こえてきた話によると、先ほどの一撃は、本来の威力をかなり抑えたものだそうです。

			　ファブさんはパフォーマンスのためだけに先ほどのブレスを放ったらしく、カーラさん曰(いわ)く、『見た目の割に威力はないのよ』とのことでした。

			　一撃で渓谷を作ってしまうようなブレスが本気じゃないって……。いくらなんでも、ヤバすぎませんか？

			「じゃあ、早速、ファブさんと修業してね」

			　え？　と思う暇(ひま)もなく、「訓練スタートです」と言うカーラさん。

			　そりゃあ、強くなるために、魔物と戦うんだろうなぁとは予想していましたが、戦うのがドラゴンとは本当に聞いておりません！！！

			　しかも、おとぎ話に出てくるような伝説の邪竜なんて……。

			　……それよりも、ドラゴンがどうやって私たちを鍛(きた)えてくれるのか、という疑問が出てきますよね？

			　答えは本当に超簡単。ひたすら、ドラゴンを攻撃し続ける。本当にただそれだけ。

			　もう、無茶苦茶です。

			　しかし、理由は意外にしっかりとあって、ドラゴン（しかも神話級の）を攻撃することで、少しずつ私たちのなかに経験値がたまり、レベルアップにつながるということなのです。

			　レベルというものがなぜ存在し、なぜそれによって成長するのかは今現在でも解明されていないことではありますが、世界の誕生のころから存在する法則らしいので、問題はないでしょう。

			　鱗(うろこ)に傷をつけることができれば、さらにドラゴンから得る経験値をより多く稼ぐことができるそうです。

			　カーラさん曰(いわ)く、「ダメージを与えると経験値が増えるなんて、どこぞのシミュレーションＲＰＧみたいね」とのことでありますが、よくわからないので聞き流しても問題ないでしょう。

			　状況をわかりやすくたとえると、攻撃する、攻撃を当てる……経験値１、傷をつける……経験値10、モンスターを倒す……経験値１００といった感じだそうです。

			　詳しく説明すると、倒した状況や相手とのレベル差、天候まで複雑に絡め、導き出した答えが経験値として取得できるそうなのですが、その数値を出そうとすると、丸々２日間かかるそうなので、先ほどの大ざっぱな区分ができたそうです。

			　さらに、神話級の敵から経験を得ることで、限界突破を引き起こすことができるといいます。

			　ただ、すべての神話級モンスターでできるわけではなく、限界突破している相手に攻撃をすることで、自身も限界突破への道が開けるらしいです。

			　といったようなことが、ドラゴンと修業をする理由として挙げられました。

			　つまり、このドラゴンを攻撃するだけで、私たちは強くなり、さらに限界突破にて上の強さを手に入れられるというわけです。美味しい話過ぎないでしょうか？

			『美味しい話には裏がある』とよく言われるので、そのあたりをカーラさんに確認したところ、従業員として働いてもらうためには力が必要なので、これぐらいの条件でもお釣りがくるぐらいとのこと。

			　というより、「限界突破していただかないと、椅子の一つすら運べませんよ？」と、言われてしまいました。

			　メリットばかりじゃないかと思いましたが、ちゃんとデメリットもあるそうです。

			　一方的に動かない相手を攻撃し続けるだけなので、戦闘としての経験は一切積むことはできないとのことでした。

			　駆け出し冒険者が私たちと同じ方法で強くなったとすると、レベルは高いが、戦術などが不得手な、いわゆる『貴族上がりの冒険者』が誕生するそうです。

			　あ、貴族上がりの冒険者っていうのは、お金の力で装備品だけいいものを揃えたけど自身の実力は一切伴っていないっていう意味で、冒険者の間で戒めのように言われている言葉です。

			　いくら装備がよくても、防具には動きを阻(そ)害(がい)しないように隙間が設けられていることが多いということはよく知られていますが、当然、弱点となるので、常に隠すテクニックを覚えないといけません。

			　テクニックを身に付けていない素人では、狙(ねら)われるのも当然でしょう。

			　魔物は本能的に人を襲うと言われていますが、実は、動きが固かったりする素人を襲うことが多い、実に理性的なモンスターなのです。

			　弱点を見せるなど素人同然の動きをすれば、狙(ねら)われる可能性も跳ね上がります。

			　弱点をさらけ出すのは、超々ベテランの冒険者がわざと魔物の注意を引きつけるために行うような高等技術になります。

			　お金で技術は買えませんので、金の力にものを言わせ、強力な武器、防具をそろえただけの貴族はすぐに餌食となることが多かったのです。

			　また、魔物などの出現は長年の経験によりある程度の予測が可能とされていますが、その感知能力も身に付かないのです。

			　魔物の出現および接近に気が付かず、餌食となる貴族上がりの冒険者が昔は多く、『貴族上がりの冒険者』は、未熟者を表す言葉として、冒険者最大の侮辱言葉になりました。

			　昨(さつ)今(こん)は、ギルドによる冒険者の管理などが行われるようになったので、貴族上がりですぐに餌食になる冒険者は少なくはなってきているそうですが。

			　と、まぁ、そんなことはどうでも良くて、結局、私たちはドラゴン・ファフニール、通称・ファブさんを相手に、限界突破の訓練を始めたわけです。

			　ただ、動かないファブさんを攻撃するだけの簡単なお仕事じゃないか、などと思うかもしれませんが、よく考えていただきたい。

			　ドラゴンがなぜ、世界最強の生物と言われるのかを。

			　そう、ドラゴンの鱗(うろこ)はとてつもなく硬いのです。鋼(こう)鉄(てつ)よりもなお硬いドラゴンの鱗(うろこ)を攻撃するということは、攻撃の衝撃がすべて自分の武器を通じて、自分にも返ってくるということです。

			　みなさんも想像してください。

			　なんでもいいので、棒を持ち、それで岩を思いっきりぶっ叩いたときの腕のしびれを。力の制御なんて関係なく、ただ全力で、叩き潰すつもりで叩くのを。岩には勝てず、腕に返ってくる痛みを。

			　どうです？　痛いでしょ？

			　全力で攻撃しているのは、ある目標のため。

			　ファブさんの鱗(うろこ)にある一定の傷を付けることができれば、限界突破したことがわかるそうです。カーラさんがどの程度の傷か見せてくれました。

			　ドラゴンの鱗(うろこ)のなかでもっとも柔らかいとされる、お腹、脇腹の鱗(うろこ)の一点を指差すカーラさん。そこには、小指の爪ほどの小さな傷がありました。

			　本当に小さな傷でしたが、これが限界突破した証だと言われました。とてもとても小さな傷だったので、この程度ならすぐにでも付けられるだろうと、私たちは全員思いました。

			　一番最初に反応したのは、リキュアさんでした。

			「この程度ならぁ、今すぐにでもぉ、できるとぉおもいますよぉ」と、いつもの間延びした声で言っておられました。

			　彼女は、私たち３人のなかで一番力が強く、先ほどの『棒で岩を～』のたとえ話で言えば、岩を破壊してしまえる力があります。

			　シルブスさんも私も、岩ぐらいならば、程度の差はありますが破壊できますので、先ほどのたとえ話には当てはまりませんがね。

			　愛用の大剣（なぜかカーラさんが私たちの装備一式を持っていました）を装備し、ファブさんに斬りかかるリキュアさん。その一撃は、岩はおろか、鉄さえも切り裂いてしまえそうなほどでした。

			　さすがは【一刀両断(ひとたち)の姫(ひめ)】と言われるだけはあります。ドラゴンの亜種、ワイバーンすら断ち切ったとされるその剣の腕は、まさに、二つ名に恥じないものだったでしょう。

			　しかし、結果はまったくダメ。ドラゴンの鱗(うろこ)のなかでもっとも柔らかいとされるお腹の鱗(うろこ)。しかも、急所と言われる逆さに生えた鱗(うろこ)。

			　つまりは逆(げき)鱗(りん)を攻撃させてもらったのですが、それでも傷一つ付けることができませんでした。それどころか、あまりの衝撃でリキュアさん自身の腕がしびれてしまい、10分は動かすことができなくなったほどでした。

			　ここから、私たちの研修という名の『訓練』は始まりました。

			　

			　１日の大半をファブさんへの攻撃に使い、１日でも早い限界突破をめざし、朝、昼、夜の食事時間に様々な知識を学ぶ生活。

			　学ぶ知識は多(た)岐(き)にわたっており、料理や最低限の挨(あい)拶(さつ)、マナーなどを実践も踏まえながら学んでいきました。

			　なぜか、格闘戦闘や魔法の知識、薬草の種類と薬草から作る効果的な薬のレシピ、食べられる野草の種類など、１人でも生き抜けるためのサバイバル知識なども教えられましたが、一体いつ使うのでしょうか？

			　研修内容としては、すべてがカーラさんオリジナルの方法だそうで、今まで見たことも聞いたこともなかったようなことが多々ありました。

			　まず、最低限のマナーについては、さすがに全員Ｂ級以上の冒険者だったこともあり、すぐに合格点がもらえましたので、１日目で終了しました。

			　Ｂ級ともなると、依頼人との受け答えはもちろんのことながら、様々な交渉や、多人数による連携護(ご)衛(えい)なども仕事に入ってくるので、言葉遣いなども注意しなければなりません。

			　ときどき、コーコーセーを名乗る15～18歳ぐらいの少年や少女がギルドに登録に来て、意外な速さでＢ級まで上がってくることもあります。しかし、彼らは言葉遣いなどがなっていないためＢ級以上に上がれず、そのままどこかへ消えていくことも多いです。

			　ファブさんは、たぶん、何人かは自分が次元の彼方まで存在を消し飛ばした奴らだ、とおっしゃっていました。

			　彼らが何者だったかはこの際どうでもいいですが、交渉の場に立つ上で必要なマナーは冒険者時代に鍛(きた)え上げられていますので、少し練習すれば、宿の従業員として合格点をもらえるレベルになったことは、よかったと言えるでしょう。

			　次に料理に関しては、私たちがまったく知らない新しい世界が広がっていました。

			　宿で提供される、どこの貴族の屋敷でも食べることができない、『天上のパン』と言われるパンを作るための『天然酵(こう)母(ぼ)』と呼ばれるものや、今や王都では定番ですが、誰も作り方を知らないとされる秘伝のソース『マヨネーズ』を自作する方法。

			　さらに、大豆から作る風味豊かな調味料『ショーユ』の作成方法、深い味わいを醸(かも)し出し、心の底からなぜか「おかーさぁぁぁん!!」と叫びたくなる伝説級のスープ『ミソシル』の作り方、見た目と味に違いのありすぎる、ナマグサの実（柑橘系の見た目なのに、食べると泥臭い魚のような味のする不人気食材）をおいしく食べる方法など、見たことも聞いたこともない料理の作り方を教わりました。

			　意外と難しかったのが、宿でのみ食べられるとされる【純白の宝(ほう)石(せき)】こと、『ライス』の作り方です。

			　宿の目玉商品として、絶対に覚えないといけない料理なのですが、ライスの原料である『コメ』の洗い方や、コメの量に対する水の量、鍋(なべ)を火にかける際の火加減、途中途中で挟む火加減調整の予兆、味の善し悪しを左右する『ムラシ』と呼ばれる工程など、様々な要素が絡み合い、一度に覚えきることができませんでした。

			　ほんの少し分量が狂うだけで、ほんの数瞬、火から離すのが遅れるだけで、まったく味の違うものが出来上がってしまうそうです。

			　多分、研修のなかで一番力が入っていたのは、このライスの作り方でしょう。

			　覚えた知識を使って、朝、昼、夜と担当を分けて、料理の練習。

			　まだまだカーラさんほどうまくは作れませんが、今まで自分が作ってきた料理が、味のしないただ素材だけを焼いたり、混ぜたりしたものだと気づかされました。

			　日に日に自分の料理の腕が上達していくのが楽しくて仕方なく、３人で「もっとうまくなろう」と誓いを立てるほど、料理にはまっていったのは事実です。

			　そこには、カーラさんによるご褒(ほう)美(び)の影響もあるのです。うまく作れると、カーラさんから夕食後に、甘味がふるまわれるのです。

			　深淵の大森林と呼ばれる森から調達してきた、ありあわせの食材で作られている即席甘味なのですが、王都の一大甘味処、【甘さは美(う)味(ま)さ】のキャッチコピーでおなじみの、『ゴッドデザート』の一番人気商品よりおいしいものなのです。

			　シルブスさんなどは、初日の夕食のときから虜(とりこ)になり、ご飯時になるとそわそわし始めるほどでした。彼女も立派なカーラ信者の仲間入りですね。

			　甘味効果も手伝って、料理の腕はめきめきと成長し、５日目には合格点をいただけました。

			　意外にも、元貴族のリキュアさんは、お嬢様にありがちな料理ができないキャラではなく、貴族時代に身に付けた繊細な舌で素晴らしい味付けをするという器用さを発揮しました。

			　またシルブスさんは、【器用貧乏】という二つ名からは想像しえない器用さで、美しい装飾を施(ほどこ)した、見た目にもおいしい料理を作り上げたりしていました。

			　あの、カーラさんと合同で完成させていた、ファブさんをかたどった人参の飾り切りは素晴らしかったとだけ言っておきましょう。

			　あ、私は、その、昔から料理は苦手で……かなりの大味になってしまうのです。お恥ずかしい限りなのですが……。

			　それでも合格点をいただけたので、一定以上の品を作れるようにはなったのだと思います。

			　様々な知識、様々な経験をさせてもらえるなかで、長くかかったのは、やはり限界突破でした。

			　無抵抗のドラゴンを武器で攻撃しまくるという、言い方によっては非常に鬼畜な所業の簡単なお仕事とはいえ、攻撃する側にたまる疲労も半端ではありません。

			　さらに、一向に傷のつく気配のないドラゴンの鱗に、料理や、様々な即席で活かせる技術を身に付けたときのような成長の兆しを見ることもかなわず、どんどんやる気が低下していきます。

			　それがさらに成長を遅くする、という悪(あく)循(じゆん)環(かん)に陥りました。

			　そんななか、一番早く限界突破を迎えたのは、シルブスさんでした。

			　彼女は、努力、忍耐という意味では、おそらく私たちのなかでも随(ずい)一(いち)であり、私やリキュアさんが少しやる気を失い始めたときも、こつこつと訓練を続けていました。

			　見習うべきだったのでしょうが、私たちは若(じやつ)干(かん)あきらめていたこともあり、ただ頑張る彼女を見つめながら、少し頑張る程度のモチベーションになっていました。

			　シルブスさんは、さらに、覚えたてではありますが、カーラさんから神話級の回復魔法も教わり、疲労などを無理やり打ち消すという荒業もやってのけました。

			　攻撃し、たまった疲労や腕のしびれなどを回復魔法で回復させ、また攻撃、といったように、彼女は、限界突破に向けて途切れることのない努力を続けました。

			　そして、ついに限界突破。

			　限界突破の瞬間に彼女の口から聞こえた「あ、行けた……」というつぶやきは、今でも鮮明に覚えています。

			　そこから、シルブスさんは一気に強くなっていきました。

			　限界突破のすごさを肌で感じたのは、私たちだけでしょう。

			　私たち３人は同程度の腕力を持っていました。毎日、過去の英雄が残した腕力比べ『ウデズモー』を行い、どれだけの成長をしたのか、お互いに確かめる日々だったのですから。

			　シルブスさんが限界突破してすぐにウデズモーを行ったところ、昨日までいい勝負を演じていたリキュアさんが、あっさりと負けてしまったのです。

			　私も挑戦しましたが、まるで大樹が地面に根を張るがごとく固定されたシルブスさんの腕に歯が立たず、負けを認めるしかありませんでした。

			　突然、強くなったシルブスさんに驚いた私たちは、カーラさんに確認に行きました。

			　カーラさん曰(いわ)く、「限界を突破すると、限界突破状態のレベル１となるようで、その後、ガンガン成長するようになる」のだとか。

			　また、限界突破前にため込んでいた経験が一気にレベルアップに使われるようで、数値で表すなら、私たちの腕力が60前後だとすると、ウデズモーを行ったシルブスさんの腕力は１５０程度まで跳ね上がっているとのこと。

			　最強の攻撃力を誇(ほこ)ったとされる、マルタイ十勇士の一人、【拳聖】と呼ばれた英雄ですら、限界の１００だったそうなので、英雄よりも強くなってしまっていました。

			　シルブスさんの限界突破を受けてやる気を取り戻した私たちは、それぞれ回復魔法を覚え、併用しながら訓練を続行。

			　シルブスさんが突破してからそんなに時間を置かず、２人とも、無事突破できました。

			　３人ともが限界突破を果たしてからは、１日の大半を使って、ドラゴンを攻撃するといった訓練はなりを潜(ひそ)め、他の知識吸収の時間が多く当てられるようになりました。

			　あ、そうそう、宿の椅子ですが、無事、持ち上げることができるようになりました。リキュアさんに至っては片手で軽々振り回すぐらいになっています。よっぽど、持ち上げられなかったのが堪えたのでしょう。

			　まぁ、見た目、ただの普通の木の椅子ですから、持ち上げられなかったのは、すごく恥ずかしい経験だったのだと思いますが。

			　ここまでくると、ファブさんは必要なくなります。というよりも、巨体が邪魔になってきました。ドラゴンでいる必要がないのと、スペース確保のため、ファブさんは人(ひと)形(けい)態(たい)となって研修に参加しました。

			　初めて見る、ドラゴン（龍族というのが正式らしい。人化のできないものは亜龍族と呼ばれる。ドラゴンとは龍族、亜龍族を含めた総称であるので、龍族にドラゴンと言うと怒る方もいるとのこと）の人化の瞬間（人化した龍族は見たことがあるので）に興奮を隠せなかった私たち３人。

			　龍族は強ければ強いほど、人化した際に美しくなると言われているので、限界突破しているファブさんの美しさは当然注目の的でした。

			「人前で見せるものでもないんだけどぉ」と、隠れようとする恥ずかしがり屋なファブさんでしたが、私たちが期待に満ちた眼差しを向けると態度が一変。

			　見てなさいよ、と言わんばかりに誇(ほこ)らしげに鳴き、派手派手しい閃(せん)光(こう)を放ちながら人化の術を使われました。

			　人化したファブさんは、ルビー色の瞳(ひとみ)が、漆黒の黒髪に映える、とても美しい方でした。白いスーツを大きく胸元で開いたとても扇情的な格好でありました。

			　が――。

			　なんとファブさんは、男性の方でした！！！！！！！
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			　お化粧云々の発言や、「～なのよぉ」という言葉遣いから、勝手に女性だと勘違いしていましたので、たぶん、この研修が始まって一番の衝撃でしたね。

			　まぁ、王都で有数の最強オカマ店主・ミルフィーユさんが営む、男性が好きな男性たちが集まる大人の社交場こと『大回転オカマ劇場』に勤める男性の方々と同じような喋(しやべ)り方だなぁとはうすうす思っていたのですが、まさかドラゴンにも同じような方がいるとは思いませんでした。

			　実際に後でお話を聞くと、永遠を生きるとされる神に近いドラゴンなので、性別といったものは、超越しているらしいです。

			　数千年前、女性として生きていたころに、人間として生活していたこともあり、そのときにお化粧というものを知ったんだとか。そのときにはまってしまい、現在もお化粧をしてしまうそうです。性別を変化させても、お化粧だけは欠かさなくなったのだとか。

			　最強のドラゴンとしての自覚とか、威(い)厳(げん)とか、ないのでしょうか？

			「限界突破が終わったので、ゴルディ跡地での研修は終わります」と言うと、私たちは一瞬で宿に戻りました。

			　限界突破して強くなったつもりでしたが、まだまだカーラさんには勝てないようです。

		

	
		
			　

			新人教育いたします　その５

			　

			　――カーラ・グライス

			　宿に戻った私たち一行。

			　新人研修など、地球にいたころに新入社員相手に一、二度やった記憶しかないので心配だったが、もともと冒険者として優秀だった彼女たちなので、問題なく進めることができた。

			　宿に戻ってからは、掃除、洗濯などの基本的なことや、調理器具の使い方、魔(ま)導(どう)具(ぐ)のありかなど宿を運営する上で必要な知識を、実際に宿の備品を使って覚えさせた。

			　調理器具の使用に関しては、特に気にすることはなかったのだけど、掃除、洗濯については、しっかりと動きを確かめさせないと、命に関わることなので……。

			　限界突破して強くなった彼女たちであるが、それは第一次限界突破程度のことであり、能力値のＭＡＸが少し上がっただけである。

			　現在は、ＭＡＸのＨＰ、ＭＰが９９９９、その他が２５５になったはずだ。それでも、この世界では最強の存在の一角になれたのである。

			　第二次限界突破まで行けば、ＨＰ、ＭＰが９９９９９、その他が９９９９まで成長する見込みがあるため、多少の私との接触は、問題なくこなせるようになるはずである。

			　最終限界突破まで行けば、事実上の限界はなくなるので、もっと安心なのだが……。

			　いやいや、高望みはやめたほうがいいよね。

			　魔(ま)導(どう)具(ぐ)のありかも重要で、場所を教えておかないとこれから魔力の補てんをしていただけないので、支障が出てしまう。

			　ただ、極秘扱いなので、誰にも言わないことを徹底していただく。

			　宿に関することで必要な知識については、これですべて叩き込んだと言っていいだろう。現在までで、かかった時間は５日。１週間以内という期限は守れたので、良しとしよう。

			　５日間ぶっ続けで研修していたこともあり、さすがに疲れがたまっているだろうと思い、６日目は１日休みとした。

			「本日は、研修はお休みです。明日、最終日なので、明後日より本格的に宿で働き始めてもらいます。それでは、今日１日、ゆっくりとお休みください」

			　急に休みと言われても、どうすることもできないだろうなと思う。これじゃあ地球にいたころ勤めていたブラック企業と同じだなぁと思い、少しへこんだのは内緒である。

			　ま、ブラック企業のやり方しか知らない私が、善良な企業の業務体系を知っているはずもないので、かまうことはないだろう。本格的に仕事が始まったら、１人ずつ休みをとれるようなローテーションを組まないとね。

			　これからの仕事の段取りを考えながら、私は部屋に戻った。

		

	
		
			　

			新人教育いたします　その６

			　

			　――カーマイン・シルブス

			　さて、急に休みと言われたわけだが、リキュアもルカも戸惑っているな。

			　もちろん私だって戸惑っている。今日も宿のことについて教えてもらえるものだと思っていたのに、急にそれが休みと言われると、何をしたものか悩むと言うものだろう？

			「あ～っと、とりあえず、荷物の整理でもしますか。リキュアの荷物とか、私の荷物がギルドから届いているみたいだし」

			　私たちが、研修のためにゴルディ跡地へ行っている間に、拠点に置いていた荷物が宿に届いていた。

			　中身をざっと確認してみたが、なくなっているものもなく、砂(すな)埃(ぼこり)などで汚れている様子もない。さすが、王都ギルド職員の皆様。こんなに短時間で、何事もなく運ぶとは……。

			　間をもたせるために考えてみた荷物整理だが、もともと根無し草同然の冒険者稼業の私たちなので、持っているものなんてほんの少しである。

			　リキュアの持ち物とひとまとめに置いてある荷物を取り違えないように分けるだけで、整理が済んでしまった。

			　そして、あまりにも持ち物が少ないことに気が付いた私たちは、根無し草をやめた記念に、王都に観光と買い物に出かけることにした。

			　カーラさんに確認をとったところ、「休みなので、自由にしていただいて構いません」とのことだったので、３人で王都に繰り出した。

			　カーラさんの部屋で外出の許可をもらい、カーラさんが見送るなか部屋を出て、そのまま宿を出発したのに、直後に宿の前の道を掃除するカーラさんに会ったのは、どうなっているのか。

			　ルカの言っていた超常現象が、いきなり姿を現した。まぁ、スルーでいいか。

			　観光と買い物と称して、王都をぶらつく私たち。

			　女３人が集まっての観光といえば、甘味、買い物などを楽しむことが多いらしいが、そこは元冒険者の私たち。

			　一番最初に来たのが、武器屋って……。

			　これからは、もっと女を磨かなければいけない、と感じさせられる一幕であった。

			　それにしても、さすが王都の武器屋。品ぞろえが素晴らしい。

			　地方都市ではお目にかかれないような逸品が、ゴロゴロと転がっている。

			　なかには、現れて数年で、もはや伝説とまでうたわれている名工、グラー・カイラス作の『精霊が宿る剣』もあった。

			　さらに、グラー・カイラス本人が直接指導し、その技術を伝えたとされる12人の弟子からなる現鍛(か)冶(じ)屋(や)最大派閥『円卓の鍛(か)冶(じ)屋(や)団』の初代総長にして、カイラスに心酔する一番弟子、カジル・ガジルが作った火の力が封じられた槍。

			　また、『円卓の鍛(か)冶(じ)屋(や)団』の下部組織にして、円卓の鍛(か)冶(じ)屋(や)団に入門することをめざし、力を磨いている若手鍛(か)冶(じ)屋(や)集団『カイラス一門』、『カイラス一派』、『カイラス組』の三派閥合同により作り上げられた、大人の背丈ほどもある大剣など、冒険者の間では「のどから手が出るほど欲しい」と言われる武器まで置いてある。

			　どれもかなりいいお値段で、Ｂ級冒険者程度の私たちでは、到底、手の出ないものばかりだったであろう。

			　私はせめて触るだけでも、と思い、試し切りをさせてもらった。

			　普通の武器なら試し切りなどご法度であろうが、名工、カイラスの武器なら話は別である。

			　刃こぼれもせず、どれほど大きい力で攻撃されようが折れることはなく、常に新品同然の使い心地を所持者に与える最高の武器と呼ばれており、実際に、折れたり欠けたりしたことはないらしい。

			『どんどん試し切りもしてもらっていいです』をうたい文句にしているのだ。『試し切りをさせないのなら、カイラスに非ず』ということで、偽(いつわ)りの品なら一発でわかってしまうのである。

			　性能が素晴らしい分、値段が高い。そのため、もっとも武器を必要とする冒険者たちには買えず、貴族たちの財力を示すためのものになってしまっているのが、とても残念な品である。

			　製作者のグラー・カイラス本人が相当に気まぐれで、作品を作ることがまれなため、めったにお目にかかれない品であるのだ。

			　めったにお目にかかれない逸(いつ)品(ぴん)に出会ったことで舞い上がっていたのだろう。私は、自分が限界突破という、世界の枠を超えた存在になっていたことを忘れてしまっていた。

			　試し切り用の広場に、試し切り用の案山子をセットしてもらう。

			　カイラス製の剣（ただのロングソードで特殊な効果などはついていない）を持ち、案山子に向かって駆ける。

			「はっ!!」と短い声をあげると、案(か)山(か)子(し)に向かって、磨きに磨き上げられた剣を振り下ろす。
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			　いつも通り、普段通りを心がけ、力まず振り下ろすだけの単純な技。もっとも効率的にものが切れると言われる個所で、目標を叩き切るだけの豪快な技。

			　いつも通り、案山子を断ち切る感触を手に感じ……。

			　……。

			　……。

			　感じない……。

			　いや、剣は振り切っているし、目標との距離を考えても、外すような距離じゃない。

			　何事かと思い、振り切った姿勢のまま案山子を見る。

			　案山子は見事に切断されていた。案山子から剣の軌(き)道(どう)の数メートル先の地面まで。

			　そう。剣の切っ先が届くはずのない、数メートル先の地面も切れていたのである。

			　それはもう、パックリと……。磨き上げられたかのようになめらかな断面を、見せつけるほどに……。

			　な、何これ……。

			　あまりの光景に驚く私をよそに、切断された案山子の上半身は、ポサリと地面に落ちた。

			　

			　ところ変わって、防具屋。

			　王都の防具屋は、武器屋と同じであきれるほどに種類が豊富である。

			　案山子ごと試し切りの広場まで切断してしまったので、私は逃げるように武器屋を後にし、すぐそばにある防具屋にやってきたのだ。

			　いや、本当にびっくりした。

			　あの案山子は、かなり頑(がん)丈(じよう)に作られているのだ。

			　何度も作り替える手間を省(はぶ)くことを前提に、カイラス製の武器の性能を見せつけるために考案された案山子で、王国一番の剛健と言われる剣士ですら、半分も傷つけられなかったものである。

			　そんなものを断ち切ってしまうとは、自分自身のことながら驚かずにはいられない。

			　まぁ、それほどまでの威力で剣を振るったのにもかかわらず、刃こぼれしなかったことは、本物のカイラス製の武器だということを証明しているのだろうが。

			　武器屋の店長も、よい宣伝材料ができたと喜んでくれていたので良しとしよう。

			　それよりも、今は防具である。

			　つい最近、防具に特殊効果をつけたものが持ち込まれ、その性能に王都は沸(わ)いていると聞いた。

			　なんでも、防具研究家を名乗る『サイコ・ウシン』という人が、『巨大モンスターを相手に、最大４人でチームを組み、戦闘を繰り広げるという狩猟を自身に危険なく体験できる、ゲームという遊具』からヒントを得て作ったと言われる防具である。

			　当初、まったく意味のわからない発想のもとに作られた上に、怪しい風(ふう)貌(ぼう)の者からもたらされたので、まったく相手にされなかったのだが、物好きの冒険者が、その防具セットを買っていったことで状況は一変した。

			「セットで装備することで、『ケハイサッチⅠ』が身に付きます」

			　などとわけのわからないことを言っていたウシンの言葉を信じたわけではなかったが、なんとなくそんなことを説明した防具屋の店主は、後日、店に大慌てでやってきた冒険者の男とそのパーティメンバーに詰め寄られることとなる。

			　モンスターに襲われないために行う、索敵と呼ばれる作業。

			　モンスターから発せられる気配を、熟(じゆく)練(れん)の勘で読み、モンスターの出現場所や距離、規模などを察知する技であるが、普段は長年の経験がものをいう技のため、レンジャーと呼ばれる、索敵を主な仕事としている者たちの力を借りて行うものなのである。

			　しかし、先日購入した防具をまとった冒険者の男は、レンジャーより早く、正確な索敵を行ったのだ。

			　これには、防具を買った男自身が驚いたものである。

			　男はレンジャーの勉強をしたこともなかったし、ましてや、熟(じゆく)練(れん)と呼ばれるほど冒険者になって長かったわけでもない。

			　なのに、レンジャーよりも正確に行える索敵能力。しかも、ダンジョンに潜れば、罠の有無や宝箱の有無までわかってしまうほどだったという。

			　だが、それも万能なわけではない。

			　モンスターの居場所がわかるなら道中は安全、とばかりに兜を外した途端、先ほどとは打って変わって気配が読めなくなったそうだ。

			　歩き出してすぐに落とし穴に落ちたそうなので、その威力は推して知るべしだろう。

			　

			　その後、試行錯誤を繰り返した結果出た結論が、防具に何かしらの力がある、というものだったそうな。

			　詰め寄られた店主は、その性能を聞き、驚(きよう)愕(がく)していた。

			　話を聞く限りでも、金貨数枚はくだらない値段で売り出せそうなものだったからだ。それを、冒険者に普通の防具より若(じやつ)干(かん)安い程度の値段で売ってしまっていたのだから、当たり前だろう。

			　また、「ここに書いてあるレシピ通りに防具を作成すれば、自分で作り出すこともできるぞ」と言って置いていかれたレシピ本も、効果のわからないものを置いておく趣味のなかった店主は、適当に誰かに渡した。

			　渡した相手すら覚えていなかったので、本当に適当だったのだろう。

			　こうして、千載一遇の商機を逃した店主は、途方に暮れるばかりであった。

			　その後、王都にある鍛(か)冶(じ)屋(や)から特殊能力の付いた防具が売り出され、大きく注目を集めることとなる。

			　特殊能力の付いた防具が出回り始めたころ、性能を訝(いぶか)しんだ冒険者たちは誰も買おうとしなかった。しかし、防具を一番最初に装備した男と、彼のパーティメンバーによる宣伝活動で、一気に話題は沸(ふつ)騰(とう)。

			　そして現在、様々な効果が付いた防具が出回っているのである。

			　ウシンという者が残したレシピには、到底、鎧(よろい)と呼べるようなものではない、露出過多な防具なども多々あったが、おしゃれに厳しい女性冒険者たちからは受け入れられて、装備の見せ合いをする女性冒険者が増えてきているそうである。

			　基本的には、シリーズものと呼ばれるセット装備で手早く効果的な防具をそろえることが主流だが、まったく違う組み合わせなのにとんでもない効果を発揮する装備があることもわかってきた。そのため、見た目もかっこよく、性能も超絶といった防具の組み合わせを模索する専門家のような人も出てきているのだとか。

			　もっとも、王都より離れていた私たちがその噂(うわさ)を知ったのは、試験のために王都にやって来てからだったが……。

			　乗り遅れた感がハンパないが、王都で活動していなかったのだから仕方ない。

			　それに、今は冒険者をやめた身である。少し今の流行が気になっただけだ。決して、寂(さび)しいわけではない。

			　それにしても、本当にすごい性能である。

			　気配察知に俊(しゆん)敏(びん)性向上、筋力増加など、様々な効果があるらしい。

			　時々、『荒ぶる力』や『バーサーク』など、危険と隣り合わせの力もあるらしいが、それを差し引いてもお釣りがくるほど恩恵がいい。

			　これを考えたウシンとやらは、相当にすごい人物だ。

			　ああ、研修の初っ端に、似たような名前を聞いた気がするが、きっと勘違いだろう。

			　だってあっちは……。

			　そんなこんなで、冒険者であったころによく利用した２つの店を見て回り、現状などを把(は)握(あく)。そして、やることがなくなってしまったのである。

			　こういうとき、年ごろの女性たちは何をして過ごすものなのだろうか？

			　冒険者時代であれば、適当に依頼を受けて稼ぐこともできたのだが……。

			　私だけでなく、リキュアもルカも、どうしていいのかわからないのだろう。お互いに顔を見合わせ苦笑いをしていた。

			　ここ数日で、私たちがよくやるようになった行動である。

			　

			　結局、よくわからないが、目についたお店に入ったり、買わないのに店に入って物色したりするのが、今は流行らしい。

			　ギルドの情報網特設ページ【ハウツー女子力】に書いてあった。

			　買いもしないのに物色して何が楽しいのかは、まったくわからないけど、武器屋でいろんな武器を手に取って確かめるようなものだろうか？

			　せっかく冒険者をやめて、普通の女の子になったのだから、普通の女の子が体験しているようなことをしたいと思ってしまうのは、仕方がないことだろう。

			　まぁ、女の子というには、いささか年が行き過ぎている気もするけど……。

			「とりあえず、まずは、服でも買いに行く？　冒険者時代の服って、モンスターの血や体液を吸ってることも多くて、意外と汚れているし……」

			「そうねぇ」

			「そうですね。新しいものを何着か持っておいたほうがいいと思います」

			　２人の賛同も得られたので、服屋にやって来た。

			『ファッションセンター・ＫＲＮ－２００』

			　カーラさんの知り合いが経営する最近できた店だが、豊富な品ぞろえにより、一気に王都一の服屋へと発展した。

			　店長は『ＫＲＮ－２００』さん。

			　なぜそんな名前かと言うと、実はこの店長、私たちが奉ずる唯一神『クラン』と同一人物らしい。それなら、本名を出せないのもしかたがないな。

			　店長が唯一神とか意味がわからないと思うが、事実である。

			　カーラさんの研修で、クラン神についても教えられていた。

			　神の力をもって一気に世界を改変すると、ゆがみやひずみが生まれ、そこから魔物の大量発生につながるため、時折、こうして小さな変化を与えるのだという。

			　後は人間の力に任せて、変化を見守るらしい。

			　長大な変革計画のため、いくつかの技術は廃れ、いくつかの技術は発展せず残り、いくつかの技術が更なる進化を遂げ、今日までの世界が作り上げられている。

			　魔法という技術も当初はなかったが、クラン神によってもたらされ、一度廃れ、現在の形で復活を遂げたらしい。

			　クラン神が伝えた魔法は、誰でも簡単に使え、威力なども現行の魔法なんかよりもっともっと強かったという。

			　なぜもっと頑張らなかったのか、当時の魔法使いどもよ……。

			　

			　話がそれたが、そんなクラン神が経営する服屋にやって来た。

			　店内は広く清(せい)潔(けつ)で、天井に設置された無数の光石からあふれる光でとても明るい。

			　並べられた商品はすべて綺(き)麗(れい)に畳まれており、町の服屋のような乱雑な配置にはなっていない。

			　ところどころに案山子(かかし)が立っており、流行の服装をまとっている。

			　試着も自由で、一度に３着の服を持って専用の試着室に入っていく女性客の姿も、ちらほら見受けられた。

			　彼女たちが試着から戻ると、それぞれに対応していた店員がやって来て、服を受け取る。

			　気に入った服は、店の裏に設置されたスペースから新品を持ってきて、購入待ちとして預かり、気に入らない服は綺(き)麗(れい)に畳み直し、もう一度棚に飾るという徹底ぶり。

			　お客様に畳ませたり、乱雑なまま放置しない。

			　従来の服屋では考えられなかったサービスを打ち出して、顧(こ)客(きやく)満足度を上昇させ、リピーターにつなげるという、戦略的に練られた接客術である。

			　店員たちも皆、笑顔で働いている。

			　そもそも、服屋は、町人からはあまり受け入れられていない職業であった。

			　自分で服を作るというのが当たり前であった時代に、服を作って売るという行為を初めて行った偉人、カナーコ・イトー。

			　彼女の作る服は、デザインもさることながら機能性にも優れており、人気を博した。

			　さらに、カナーコ自身が細やかに顧(こ)客(きやく)に対応する気配りを見せる素晴らしい女性であり、彼女の服屋は脚光を浴びることとなる。

			　だが、彼女は店の発展には興味がなく、後継者を育てることをしなかった。

			　そう、彼女は服を作ることを至上の喜びとする女性だったので、服に関しては細やかな気配りを見せたが、店に関してはまったく無関心だったのである。

			　そして、悲劇が訪れる。

			　彼女の服飾の腕を買い、さらに店のことに無頓着なことに目をつけた貴族が、彼女の名を借りた店を始める。

			　彼女の優れた腕で作られた服を、割高で売り始め、利益を独り占めにしたのである。そのうえ、服作りから顧(こ)客(きやく)の要望対応までを、彼女に押し付けた。

			　まったくの無給で。

			　伝えられる話では、服の材料がなくなったので買いに行こうと考えた彼女が、お金を持ち合わせていないことに気が付き、貴族に用立ててもらおうと掛け合った際、「服が売れていないから金がない」と突っぱねられたそうである。

			　貴族自身は、黄金に輝く装飾品をじゃらじゃらと身にまといながら。

			　純粋であり、服以外のことには盲(もう)目(もく)的であった彼女は、どこに信じる要素があるんだと言わんばかりの貴族の話を信じ、服をよりよくするためにさらに没頭する。

			　今日まで愛され続けている服の基礎を作り上げ、32歳という若さでこの世を去った彼女。

			　しかし、彼女を襲った悲劇はまだ終わらない。

			　彼女の死後、カナーコを失い、収入元を失った貴族は、カナーコの名前を悪用し、姿形だけを似せた粗悪品を大量に販売した。

			　カナーコの名におんぶに抱っこで、利益だけを追求したのである。

			　世の中に、カナーコブランドを名乗る粗悪品が大量にばらまかれ、しかも対応をするはずのカナーコもおらず、評判は地に落ちた。

			　さらには、カナーコブランドを存続させ、利益を追求したかった貴族が、世に広がり始めていった『服屋』というお店を、すべて潰して回ったのである。

			　事前の評価が高かっただけに、失墜するのも早く、功績が大きければ大きいほど失望も大きくなった。

			　服屋は詐(さ)欺(ぎ)師(し)と同じ、とまで言われるようになり、長い間、あまりいい評価を受けなかった。

			　当然、子供が服屋になりたいと言えば親は激怒し、勘当を言い渡す家もあるほどであった。

			　そんな、服屋というお世(せ)辞(じ)にも恵まれた職業とは言えなかった仕事を、今では人気の職業にまで押し上げたのが、この『ファッションセンター・ＫＲＮ－２００』のもっとも大きな功績と言ってもいいかもしれない。

			　服屋をやりたいと言って親と険悪な中になっていた人たちを集め、徹底的に教育しているので、不満もなく働いてくれているのである。

			　現在では、親元に仕送りまでできるようになり、親子関係も改善、すべてが大団円へと向かっているほどである。

			　

			　と、話が長くなってしまったが、そんなお店に私たちはやってきて、圧倒されているというわけだ。とりあえず、手近にあった服を手に取ってみる。

			「うん、よくわからないな。服装なんて気にしたことがなかったから……」

			「そうだねぇ。あたいもぉ、服のことはぁ、ちょっとねぇ……」

			「そうですね、動きやすければ何でもいいと思っていましたし……」

			「リキュア、貴方(あなた)、元貴族でしょう？　何か好みとかないの？」

			「いやいや、元貴族って言ってもぉ、服なんてぇ、誰かが選んだのを着ていただけだしぃ」

			　そりゃあそうか。私も、ルカも、リキュアも、みんなそれぞれが服のことなど気にかけない生活を送っていたのだから、仕方がない。

			　３人そろって、服を前に、あーでもないこーでもないと言いながら物色をしていると、にわかに店内が騒がしくなってきた。

			　よくよく観察してみると、客が騒いでいるのではなく、店員が騒いでいるようだ。

			　私たちを担当していた店員も、なんだかそわそわし始めた。何事かと問いかけてみると、普段は現れない店長が来ているそうだ。

			　店長といっても、創設者のＫＲＮ―２００のことではなく、もう一人の店長だそう。ＫＲＮ―２００がかわいい系の店長であるのに対し、もう一人の店長は、綺(き)麗(れい)、かっこいい系の店長らしく、店員たちのあこがれの的だそうだ。

			　まぁ、私たちには関係ないので、店員さんには申し訳ないが、私たちの服選びを手伝ってもらおう。さすがに職務放棄して店長を見に行ったりしないが、不満そうではあるけどね。

			　結果、店員さんにとってはありがたいことになるので、問題はないだろう。

			　

			　あわただしい店内を歩く一人の女性。

			　美しい黒髪を後ろになびかせ、白いスーツでビシッと決める姿は、できる女幹部といった風情である。

			　赤に塗られた唇が薄く弧を描き、柔らかな眼差しで周囲を見渡しながら歩いている。

			　大きく開かれた胸元は、そのたわわな胸を軽く覆(おお)う程度の役割しか果たしていないにもかかわらず、いやらしさがなく、それこそが彼女にとってもっとも適した姿なのだと思わせる。

			　唇と同じ赤い瞳(ひとみ)が、自身の受け持つ店の片(かた)隅(すみ)に向けられ、そこにいる人物を確認すると、華やかな笑顔が浮かぶ。

			　周囲の感嘆の声を受け流し、前に向かって進む彼女。

			　彼女の接近にいち早く気が付いた店員が、すごい速さで振り向き、見たこともない速度でお辞儀をする。

			　そこにいるのは、いつもの淡々と仕事をこなし、常に冷静な店員の姿はなく、急に現れた憧れの人を前にどうすればいいかわからない、テンパった少女そのものであった。

			　あまりのテンパりように、彼女が付いていた客が顔を上げると、それに合わせるかのようにスーツの美女は、軽く手を上げてこう言い放つ。

			「ハァーイ、３人とも、良い服が合ったかしら？」

			　

			　誰だ、こいつ……。

			　騒がしくなってきた店内を避け、比較的落ち着いた、動きやすそうな服が多いエリア（実用性を重視しているので、デザイン的にはかわいくないものが多い）に来て、やっと落ち着いて服を見だしたというのに、カツカツとハイヒールの音を響かせながら何者かが近づいて、馴れ馴れしく声をかけてくる。

			　昔どこかで会ったことがあるのか？

			　いや、これほどの美人なら覚えていないはずがない。

			　まったくもって『誰だこいつ……』である。

			　さらにその白スーツ（名前がわからないので便宜上そう呼ぶこととする）は、私たち３人の服を見ながら、あれはダメ、これはダメ、これがかわいい、この組み合わせはどう？　などと声をかけてくる。

			　いきなり現れた美女に、どうしていいかわからず、店員に目を向けると……。

			　ものすごくキラキラした目で、こっちを見てるんですけど!!

			　なに、その「憧れの人と話す機会を与えられるポジションにいる人が、実はこんなに身近にいたなんて!!」ていう感じの目は。

			　そんな目をされても困るから!!　この人、誰なのか全然わからないから!!

			　店員の視線を一身に浴びながら、それを気にすることなく気さくに話しかけてくる女性。もしかしたら、本当に昔会ったことのある人なのかもしれない。

			　忘れていたとしたら申し訳ないので、確認だけはしておこう。

			「あ、あの、どこかでお会いしたことがあったでしょうか」

			　多少、盛りながら聞くと、女性は一瞬驚いた顔をし、そして寂(さび)しそうな表情を浮かべた。そして、何か得心がいったようにポンと手を打つ。

			　一つ一つの表情が美しく、女性でも見(み)惚(と)れてしまいそうである。表情が豊かな分、親しみを覚える。

			　この女性と比べて、カーラさんは圧倒的に美しさのレベルが上なのだが、美しすぎることと、オリハルコン並みの強度で動くことはない表情からか、どうしても芸術作品を見ている心境になる。

			　製作者が神というすごい人なので、芸術品としてもレベルが高いのは間違いないのだが……。

			「ああ、そうね、そうね。この姿で会うのは初めてよね。でもよく思い出して御覧なさい。つい最近、私と会っているでしょう？」

			　そう言いながら、ポーズを決める白スーツ。そのポージングもすごく決まっているので、文句のつけようがない。

			　しかし、困った。

			　つい最近、彼女に会っているとのことであるが、本当に彼女が誰なのかわからない。リキュアとルカも近くに来た。

			「だれかぁ、わかったぁ？」

			「いや、全然わからないんだ。最近、会っているとのことだったが……」

			「最近ですか？　最近と言っても、試験ぐらいしかしてませんしね……。とりあえず、特徴を拾い出してみますか？」

			「ああ、そうだねぇ。と言ってもぉ、特徴が多すぎるからぁ、どこから手を付けようかねぇ」

			　３人で、特徴的すぎる女性の特徴を絞り出していく。

			　まずは美人である。これは絶対的な特徴だろう。

			　次に、巨乳である。うん、言葉が悪かったかな。女性のシンボルともいえる個所がたわわに実っていると、言葉を濁(にご)しておくとしよう。

			　これも、かなりの特徴と言えるだろう。

			　次に黒髪。王都では珍しい色である。これで瞳(ひとみ)も黒だったらさらに珍しいのだけど……。

			　ちなみに、私は黒髪、黒目である。

			　赤の瞳(ひとみ)。これも特徴と言えるだろう。ルビーのように真っ赤な瞳(ひとみ)が印象的なのだ。

			　白のスーツ。これは微妙だが、特徴ととらえることもできるだろう。大きく開いた胸元もポイントである。

			　その他、特徴と呼べるものを挙げていったが、手掛かりになりそうなものはない。さてさて、今出てきた特徴を総合すると、何かしらが見えてくるはずだ。

			　そう、白いスーツ、赤い瞳(ひとみ)、黒髪、大きく開けた胸元、美人。

			　この特徴を兼ね備えた人物が……。

			　白スーツ、赤い瞳(ひとみ)、黒髪……。

			　…………！！！

			　ひらめいた！！！　しかし、まさか、そんなことがあるのだろうか……。

			「ねぇ、２人とも……。私、１人の人物に心当たりができたのだけど……」

			「き、奇遇だねぇ、あたいも１人浮かんだよぉ」

			「わ、わたしもです」

			「それじゃあ、いっせいに言ってみる？」

			「いいねぇ、ルカもいいかい？　それじゃ、せーの」

			　どうやら、２人も特定した人物がいたようで、それぞれがそれぞれ、何かに気が付いてしまったかのような顔をしている。

			　白スーツから、期待のこもった眼差しが送られてくる。さすがに１人じゃ恐ろしすぎて名前を呼べない。

			　リキュア、ルカ両名ともに賛同してくれたので、意を決して名を告げる。

			「「「ファブさん！！！？？？」」」

			　奇しくも、私たちが告げた名前は同じだった。

			　まぁ、半ばこの名前が２人から出るのは、覚悟していたことだったので気にしない。

			　白スーツは、ポージングの姿勢のまま、こちらに、満面の笑顔を向けていた。その笑顔が、何よりの証(しよう)拠(こ)とも言えるが、本人が何も言わないので、まだわからない。

			「正解よ！！！　さすがは、私を叩き続け、傷を負わせただけはあるわね！！！」

			　満面の笑顔で、何言いやがんだこいつ、という言葉とともに。

			　

			　憧れの店長を叩き、最後には傷物にした不届きものに天誅を下せとばかりに、一瞬で暴徒と化しそうな店員たち。

			　ファブさんの一喝で落ち着いてくれたのでよかったが、もしあのままだったら、私たちの命はなかったかもしれない。

			　限界突破しているとか、そんなちゃちな問題じゃない、とても恐ろしいものの片鱗を味わった気分である。

			　店員たちが落ち着いたので、ファブさんに話を聞く。

			　どうやら、長き時を生きているファブさんとクラン神は友達らしい。

			　ただ、さすがに男のままではファッションに関して聞きづらいこともあるだろうからと、配慮した。幻のドラゴンという種族上、性別が特に存在していないファブさんは、女性店長として、この服屋で働くことになったのだと言う。

			　それでは、研修ではなぜ、私たちの前に男として現れたかというと、それは男として生活したかった気分だったので、とのことだった。

			　私たちの理解を超えた先での話で、よくわからなかったが、ファブさんの女性姿が見られるのは服屋だけ、と覚えておけば問題ないだろう。

			　まさかのファブさん事件もあったが、無事に服を購入した。品ぞろえが豊富なだけでなく、値段もリーズナブルなのでよかった。

			　これからも、ちょくちょく使わせてもらうことになるだろう。

			　後日、私たちが来ていると店長もやって来るという噂(うわさ)が、店員の間で駆け巡り、私たちが店に行くと、瞬時に私たちの前に現れる店員たちに驚かされることになるが、これは別のお話。

			　

			　服も買いそろえ、友達と服を買いに行くという女子力アップミッションまでクリアした私たちは、宿へ戻った。

			　夕食時、カーラさんに今日のことなどを話しながら、楽しく過ごす。

			　夕食後、落ち着いたころ、カーラさんが明日の予定を話し始めた。

			「明日は研修最終日です。皆様、お疲れ様でした。明後日からは実際に働いてもらうことになります」

			　ついに、私たちのデビューとなる宿の営業再開の話をするカーラさん。明日で研修終了となると、少し寂(さび)しい気もする。

			「そこで、今までの研修で学んだことが実践できるか、明日１日を使い、普段の宿と同じ過ごし方をしていただきます。違うことと言えば、お客様がいないこと。それ以外は普段の宿と同じ時間帯で生活していただきます。つきましては、明日は朝４時に起きていただくようお願いいたします。

			　それでは皆様、ゆっくりお休みください」

			　そう言うと、話は終わったとばかりに洗い物に取りかかるカーラさん。

			　すでにお皿が３枚ほどきれいになって並べられているが、早すぎないだろうか？

			　というより、洗い物が終わって、カーラさんは部屋に戻っていったのだけど……。

			　え、ちょっと……、え!?

		

	
		
			　

			新人教育いたします　その７

			　

			　――カーラ・グライス

			　研修最終日。

			　これから最終の研修として、宿のいつも通りの生活を体験してもらう。

			　今は午前４時。昨日４時起床と言ったけど、きっと起きていないと思うので、こっそりと起こしに行きましょう。

			　そう、異世界版、寝起きドッキリである。

			　

			「おはよう、ございます……」

			　ただ今、お三方の部屋の前です。音を立てずに歩く技術は、王室特務部隊の訓練で簡単に身に付きます。

			　さて、それでは彼女たちの部屋にお邪魔しましょう。一応、控えめではありますが、ノックをして。さすがにいきなり部屋に押し掛けるのは、まずいでしょうからね。

			　コンコンッ、と軽くノックをする。

			「はい」

			　あら？　起きてるみたいね……。いきなりドッキリが転んでしまったわ。

			「おはよう、みんな、早起きね」

			「いえ、まだリキュアだけちょっと……」

			　あらあら、リキュアはまだ寝てたのね。

			　意外と朝が弱いのかしら？

			　寝起きドッキリが失敗したが、目的は寝起きドッキリではないのでよしとする。

			　リキュアも起こし、準備を整えた。

			　それでは宿の朝を始めよう。

			「さて、こんなに朝早く起こして申し訳ないけど、今日が研修最終日なので、みんなには宿での流れを覚えてもらうわ」

			　起きたばかりだというのに、私の一言で、３人ともキリッとした表情になる。

			　雇(やと)い主と雇(やと)われ人という関係上、彼女たちが私の言葉に逆らうことが難しい立場にあるのはわかっているけど、サッとこちらの意見を聞く態度になるのは、好感が持てるわね。

			「最初に、宿で一番大切な仕事から始めるわね。ついて来て」

			　そう言って、彼女たちの部屋から出て裏庭に向かう。

			　まだ薄暗い裏庭に着いたところで、私は彼女たちに説明を始める。

			「さて、裏庭にやって来たけど、ここでやる宿にとってもっとも大切な仕事とは、何だと思う？」

			　私の問いかけに、彼女たちは困惑顔である。普通に考えれば、宿の朝の始まりといえば朝食を作ることだろう。

			「あの……、朝食を作るんじゃないですか？」

			　控えめにルカが言う。

			　お客様あっての宿屋なので、お客様が１日の始まりとして楽しみにしている朝食を作ることは、とても大事なことである。この宿であってもそれはかわらない。

			　だが朝食を作るなら、別に裏庭に来る必要もない。では、なぜ裏庭に来たのかと言うと……。

			「みんな他に大事なことがあるのを忘れているわね？　私が研修初日に言ったことを、覚えているかしら？」

			「え？　研修初日ですかぁ？……あ、魔(ま)導(どう)具(ぐ)ですねぇ」

			「その通り！　寝起きなのに、よく答えられたわね」

			「いやぁ、昔っからぁ寝起きは抜群なんですよぉ。冒険者やってるとぉ、野営で警戒とかぁ、あるのでぇ、役立ってましたぁ」

			　なるほどなるほど。たしかに野営での緊急時に『寝起きで戦えませんでした』では意味がないものね。

			　しかし、答えたリキュアを含め、３人ともなぜ？　という顔をしている。

			　もちろん、それにも理由はあるのだ。

			　宿で一番大切な仕事は、魔(ま)導(どう)具(ぐ)に魔力を注ぐこと。

			　この宿は、見た目は少し古めかしい。良い言い方をすれば、落ち着いたシックな雰囲気の宿であるが、その実態は、堅牢な要塞もびっくりのトンでも素材で作られた、難攻不落の宿である。

			　壁もドアも窓も、ベッドに敷いてあるシーツに至るまで、すべて魔(ま)獣(じゆう)、神獣と呼ばれる、超強力な魔物たちの素材や、超希少な金属などでできているのだ。

			　その威力たるやかなりのもので、中堅冒険者の全力の攻撃で、窓ガラスにヒビ一つ入らないほどである。

			　まぁ、うちの窓ガラスはガラスではなく、ファブさんまではいかないまでも、かなり有名な透明の鱗を持つドラゴンの鱗でできているのだけど。

			　限界突破した後の彼女たちですら、傷をつけられないでしょうけどね。

			　超希少な素材を使った理由は、その耐(たい)久(きゆう)性(せい)のため。

			　ただの木の椅子などでは、どうしても使える年数などに限りが出てくる。また、食堂、酒場も兼ねている関係上、酒飲み客などが暴れる可能性や、料理にいちゃもんをつけてくる客もいる。

			　そういった方々が乱暴に扱っても壊れないように、という配慮もある。

			　意外と修繕費は馬鹿にならない。売り上げのほとんどが宿の修繕費に使われて利益を出せず、潰れていった宿も何軒かあるのだ。

			　壊れにくい、もしくは、壊れても自己修復する素材で作られているうちの宿では、修繕費というものがほぼ発生しない。そのため、宿泊料金も安く設定できるのである。

			　さてさて、そんないいことずくめな素材でできた宿であるが、もちろんメリットばかりではない。

			　まずは、初期投資がヤバい。

			　希少素材をふんだんに使うということは、それだけ値段が高いというわけである。

			　たとえば、宿の台帳を記入するために使っている羽ペンであるが、あれも普通の羽ペンと比べると異常なほどに高い。

			　現代日本を例に出すなら、普通の羽ペンがそこいらの文房具店で売っているボールペンと同じ値段で買えるとすれば、宿の羽ペンは、高級外車が余裕で買えるほどだ。

			　宿で使われている備品すべてにおいて同じことが言えると考えると、その総額がどれほど恐ろしくなるかわかっていただけるだろう。あ、当然だが、消耗品は含まないよ。

			　次に、今回の魔(ま)導(どう)具(ぐ)と関わってくる、維持コストの問題である。

			　椅子、テーブルなどは、実は木材ではなく、魔法金属で作られている。

			『ミタールベロ』と呼ばれる魔法金属なのだが、質感、触感、匂いなど五感で感じられるすべてが木となんら変わらない木感を出している。しかも魔力を通すと、伝説の金属であるオリハルコンと同程度の硬さにまでなるという、すごい金属なのである。

			　だが、魔法金属のデメリットとして、魔法金属が産出された場所より離れると重くなる、という性質がある。

			　それこそ、鍛(きた)えに鍛(きた)え、岩の塊(かたまり)でさえ両断できるほどの力を手に入れたリキュアが、持ち上げられないほどに重いのだ。

			　そんなクソ重いものが、お客様に持てるだろうか？　当たり前の話ではあるが、持てるわけはないだろう。

			　そこで登場するのが、物を軽くする魔(ま)導(どう)具(ぐ)である。この魔(ま)導(どう)具(ぐ)のおかげで、クソ重い椅子やテーブルなどが、普通の椅子やテーブルと同じぐらいの重さにまでなっている。

			　この魔(ま)導(どう)具(ぐ)を使うには、当然魔力が必要なのだが、ものを軽くする魔(ま)導(どう)具(ぐ)程度であれば、別に裏庭に常時設置しなければならないほどの大型魔(ま)導(どう)具(ぐ)にはならない。

			　リキュアたちが疑問に思うのも、仕方がないことだろう。

			「さて、魔(ま)導(どう)具(ぐ)の話でしたね。みなさんにお教えした物体の重量を軽くする魔(ま)導(どう)具(ぐ)なら、常時設置型にはならないとお思いでしょう。

			　まぁ、それは当たり前で、ものを軽くする魔(ま)導(どう)具(ぐ)程度ならば、ＭＰの消費もそれなりで済みますし、大型にする必要などありません。では、この裏庭にやってきた理由は何かと言いますと、ここに設置されている、宿の魔(ま)導(どう)具(ぐ)を統括する魔(ま)導(どう)具(ぐ)への魔力供給のためです」

			　そう、ここには、宿で使われているすべての魔(ま)導(どう)具(ぐ)へ魔力を供給する統括魔(ま)導(どう)具(ぐ)があるのだ。

			　リキュアたちは、ポカンとした表情で聞いている。

			　宿には、物体の重量を軽くする魔(ま)導(どう)具(ぐ)、キッチンで簡単に火力調整が行える魔(ま)導(どう)具(ぐ)、緊急時に壁などに魔力を流し、魔法金属としての効果を発揮させる魔(ま)導(どう)具(ぐ)、部屋の音が漏れないようにするための魔(ま)導(どう)具(ぐ)など、様々な魔(ま)導(どう)具(ぐ)が設置されている。そのすべてにいちいち魔力を込めていては、時間がかかりすぎるのだ。

			　そこで、この統括魔(ま)導(どう)具(ぐ)を使い、宿の魔(ま)導(どう)具(ぐ)に魔力を送信しているのである。

			　すべての魔(ま)導(どう)具(ぐ)を、数日間は何の問題もなく動かせるように設計されているため、ＭＰ２５００などという、とんでもない量のＭＰを消費してしまうのだ。

			　しかも、術式が不完全というか、現在の技術ではそこまでしかできなかったというか、１日で数日分の魔力をすべて送信しきってしまうため、毎日補給が必要になるのである。

			「というわけで、毎朝、必ず魔(ま)導(どう)具(ぐ)に魔力を込めることから始まります。ああ、そうそう、最初は４人一緒に仕事をしますが、それぞれが仕事に慣れたころには、調理、接客、裏方、休みのローテーションで仕事を進めていくことになります。

			　そして、この魔(ま)導(どう)具(ぐ)への魔力供給は、当日がお休みに当たる方にお願いする予定です。休みの日になんで宿の仕事を手伝わなければいけないんだと思われるかもしれませんが、これは、休みの日だからと言って、１日だらだらと過ごすのではなく、計画をもって過ごして欲しいと考えたからです」

			　私自身がそうであったが、現代日本で社(しや)畜(ちく)をやっていたので、休日は１日寝て過ごすなんてこともざらにあった。

			　しかし、休日を１日寝て過ごすと、次の日につらくなることが多かった。逆に用事で早く起きたりすると、次の日も調子よく仕事ができたりするのだ。

			　きっと、いつもと同じ時間に起きていたのがよかったのだろう。その経験を活かし、休みの日でも朝から一つの仕事をさせ、いつも通りの生活を心がけるようにしたのだ。

			　不満も出ることはわかっているが、まぁ、今後、要改善ということで、みんなからの不満が出ない限りは続けようと思う。

			　さて、次はいよいよ朝食作りだ。

			　

			　魔力の充填（今回は、私が充填しました）も終わり、薄明りの射し始めた食堂へやってきた。

			　厨(ちゆう)房(ぼう)を前に、３人に振り返り、説明を始める。

			「今日は３人で朝食を作ってもらうわ。うちの宿では、朝は１種類、昼は４種類、夜は10種の料理を用意しているの。朝食は１種類なので、お客様に合わせた料理の提供が必要なの。今回はそれを体験してもらうわね。これは予約制を採用して、泊まるお客様がどんな方かわかる、この宿だからできることだと覚えておいて。

			　これが泊まっているお客様を想定したリストだから、これを見ながら、お客様に合った料理を３人で意見を出し合いながら作ってみて。普段なら、誰かが一人でやらなければいけないことだから、誰かに頼らず、必ず一人一つは意見を出して調理すること。それじゃ、おいしい朝食を期待しているわ」

			　そう言って、私は厨(ちゆう)房(ぼう)から出た。いきなりの話で困惑しているかと思いきや、リストを見ながらすでに３人で話し合いをしていた。

			　この３人、研修初日から驚きの連続を体験し、何かあれば３人で相談していたため、とても仲がいい。

			　自分１人ではパニックになるほどの情報量を叩きつけても、他の２人と共有することで、平静を保てるようになった。かといって依存してべったりになることなく、他の２人からの意見もちゃんと聞くし、自身の意見もしっかりと主張するようになってくれた。

			　これなら、安心して宿を任せられそうである。あぁ、まだまだ私が引退するわけではないよ。

			　私は椅子に腰を下ろし、一息つく。

			　こんな試すような真似をして申し訳ないとは思うけど、彼女たちがこれからどれだけ働けるのか見る必要があるのだ。

			　その最たるものが食事である。この宿を救ってくれたパンを始め、この宿でしか食べられない料理の数々を期待してやってくるお客様も多いのだ。

			　お客様の望む食事をどれだけ提供できるか、そして、お客様が何に興味を持ち、宿に来ているのかを正確に判断する必要がある。

			　ただ朝食を作るという行為だが、決してそれだけでは測れない奥深さがあることを、知ってもらいたかった。

			　

			　しばらくして、彼女たちが朝食を作り終え、テーブルに運んできた。

			　メニューは、焼いた食パンに特製のバター、オニオンスープにサラダといったシンプルなものになっている。まずは、何も言わずに彼女たちに席に座るよう指示を出し、そのまま一緒に食事をとる。

			　うん、なかなかおいしい。少なくとも、小さな宿で出てくる食事としては満足してもらえるレベルであろう。量もちょうどいい。なかなかよくできた朝食の構成だ。

			　不安そうにこちらをうかがう３人。

			　こんな時、普通の人ならニコッと微(ほほ)笑(え)んで緊張をほぐしてあげるのだろうが、私の場合は表情が動かないため、微(ほほ)笑(え)むことができない。

			　緊張が続くことになると思うと申し訳ないが、そこは我慢してもらおう。ただ、ほめるだけでは、これからの成長がないと私は考えているので、一つだけ苦言を呈しておこう。

			　本当は、苦言なんて言いたくもないが、後輩、後進の育成というのは優しさだけではできないのだ。

			「とても、おいしいと思うわ。分量もちょうどいいし。みんなちゃんと料理の腕が上がっているようで、何よりね」

			　私の言葉に、ホッと肩をなでおろす３人。しかし、私の言葉はまだ続くのだ。

			　ほめられた直後だと、意外に人は苦言でも素直に聞き入れることが多い。相手が嫌いな人でもない限りは、目上の人間からの言葉は聞き入れるはずである。

			「ただ、一つだけ言わせてもらえるなら、サラダに茹でた肉を入れておいたほうがよかったと思うわ。宿に泊まっているお客様８組のうち、６組は冒険者で、残り２組は商人の一家、という設定だったはずよ」

			　私の言葉に、素早くリストを見返す３人。

			「元冒険者であったあなたたちならわかると思うけど、冒険者の方たちは、朝からしっかりと朝食をとることが多いわ。午前中に依頼先まで移動、昼に依頼をこなし、夕方に帰ってくるなんてことは当たり前で、昼食を抜いて依頼をこなすことなんてよくあることだからね。

			　そんな彼らのためには、朝から肉を提供するほうが喜ばれるのよ。でも、朝っぱらから重い食事はしたくないと思っていることも事実。なので、肉は使うのだけど、サラダに混ぜることで軽くしてやることを考えるのよ」

			「さらに、残りの２組の商人一家。彼らの場合は、午前中からいろいろな場所で商品を売ったり買ったりする仕事が待っている。商人ギルドでの商売が成立する品なら、職員による品物の受け渡しが可能なので力仕事はないけど、個人でしか取引をしていないものになると、直接、自分たちで運ばなければいけない、なんてこともあるのよ。

			　そんな彼らにも、朝から肉は好まれるの。サラダに混ぜるっていうのは、冒険者の理由と同じね。たかが朝ごはんだけど、お客様のことを考えて作るっていうのを常に意識しておいてね」

			　私の言葉に、リキュアたちはしっかりと頷いてくれた。

			　ふぅ、こんなこと言うのは、私のキャラじゃないのに……。
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			　朝食が終われば、次は掃除である。このころになると、完全に日が昇り、宿内は窓からのやわらかい光に包まれている。

			　食堂で後片付けを済ませ、掃除へと繰り出す。その際、彼女たちには、お客様の有無の確認を確実に行うように厳命する。

			　最初は疑問を浮かべていた彼女たちだったが、私が高速分身をすると、瞬時に理由を理解したようである。

			　宿の不思議現象の一つが、こうもあっさり解決するなんて……とルカが膝をついているけど、気にせず行きましょう。

			「この、高速の移動をもって、宿のすべてを掃除します。みなさんも、限界突破にて最低でも２人、もともと素早さに素質のあるルカだと３人に分身できるようになっているかと思います。

			　しかし、この分身ははっきり言えば、素早さ任せに強引に移動しているにすぎず、途中に障害物があればそれをはじいてしまうのです。単純に『ぶつかる』程度であれば何の問題もありませんが、限界突破し、すべてにおいてこの世界の枠組みを外れた存在になった私たちでは、ぶつかったものの未来が変わってしまいます。

			　では、ルカ。そこの棒で、私と横の私の間を突いてみてください」

			　２人に分身し、ルカの突きを待つ。さっきまで膝を付いていたルカは、棒を手に取り、ゆっくりと私たちの間に突き入れてきた。

			　高速で動き回っている物体の間に棒を突き入れれば、当然、物体とぶつかるはずであるが、ルカは何も感じていないようだ。私のほうも棒にぶつかった感覚はない。何事もなく分身を続ける。

			　さらに歩を進めるルカ。私は分身を止めた。

			　ルカが棒をもとに戻す。明らかに短くなっている。３人で顔を見合わせる様子が笑いを誘う。

			「もうわかったと思うけど、こうして限界を超えた私たちの体は、限界突破していないものと比べてはるかに強くなっているのよ。高速移動した私たちに触れたものは、跳ね飛ばされるのではなく、この世界から消滅してしまうの。

			　ちなみにルカに渡した棒は、魔力を通した『ミタールベロ』の棒よ。オリハルコン並みの強度を誇(ほこ)る棒だけど、その棒ですら消滅させてしまうのだから、どれほど危険かわかるでしょう？　これが、お客様を掃除の時間だけ締め出す理由よ」

			　状況を理解したのか、コクコクと高速で首を振る３人。

			　状況を理解していただけたようでよかったわ。

			　

			　震える３人とともに掃除を済ませていく。ところどころ、彼女たちの隣でアドバイスをしながら。

			　宿内の掃除と同時並行で部屋のシーツを交換することと、シーツの洗濯、宿前の道を簡単に掃除することも忘れない。

			　掃除は、休みの人間を除いて全員で行う予定にしている。そのこともしっかり伝えながら、ここ数日使っていなかった宿をピカピカにしていく。

			　やはり、人数が増えると効率が段違いである。

			　今まで１人で行ってきていたことがすべて分担できるので、楽勝だ。ただ、１人で行ってきた癖か、３人に任せたところまで見に行ってしまうのは、仕方がないことだろう。

			　これは、おいおい私のほうが慣れていかなければいけないことだろう。

			　彼女たちに任せるためにも、必要なことだろうしね。

			　いろいろと考えながら、宿を綺(き)麗(れい)にしていく。

			　今日はお客様が来ることはないので、この掃除は明日のための掃除であるが、それでも手を抜くなんてことはありえない。

			　宿がいつもより３割増しに綺(き)麗(れい)になったので、実はちょっとうれしくなった。

			　

			　掃除が終わると、お昼の時間までは自由時間である。

			　ただ、何もしなくていいわけではない。１人でいるときは、当日のお客様のお出迎え、昼食の用意、会計帳簿の作成、町の人への挨(あい)拶(さつ)回り、夕食のための買い出しなど、やるべきことはたくさんあった。

			　そのすべてを１人で行ってきていたので、今までは自分の時間など取れていなかったのだが、これからは少し余裕ができそうである。

			「さて、それぞれ、持ち場で仕事が終われば自由時間だから頑張ってね。今日はみんなでそれぞれ持ち回りごとに何をするかを見せていくけど、一人一人に持ち回りができたら、それを１人でこなすことになるからね」

			　そう言って、３人を私の部屋に案内する。まずは一番の大仕事、宿の会計帳簿の作成だ。

			「ええっと、そもそも会計帳簿って何ですか？」

			　シルブスが開口一番にそう言った。

			　それもそのはず。普通の商店に、会計帳簿なんてものは存在していないのだ。まぁ、私のつけている会計帳簿も実際の会社などでつけている帳簿に比べれば、かなりずさんなものであるだろうが、それでも宿の売り上げを管理する大切な帳簿である。

			　話がそれたが、普通の商店では、最終の金貨が何枚あるかというのが大事であり、何をいくらで売ったのかというのは必要なことではない。

			　だが、宿のように料金の決まっている職種において、このずさんさはいただけない。

			　収入、支出などをきちんと管理することで、どれだけの利益が出ているのか、どれだけのお金が宿のために使えるのかなどが見えてくるにもかかわらず、誰も重要なことと考えていなかった。

			「わかってもらえたと思うけど、現状の宿の実態を知る上で、会計帳簿は絶対に必要なものなのよ。この帳簿があるから、宿で必要な備品が買えるし、宿の運営を続けていけるのよ。だから、この帳簿づけだけは確実に行うようにお願いするわね」

			「「「はい!!」」」

			　帳簿をつけるのは簡単である。

			　宿において大きくお金が動くのは、宿泊費および、昼、夜の食堂での収入と、食材の買い出し、消耗品の購入の支出の２つである。この２つさえ押さえておけば、宿のお金の流れはまったくといっていいほど問題なくかたがつく。

			　しかし、この世界にレシートなどというものは存在しないので、物を買ったら、物と数、値段を書いた紙をつけるように話しておく。

			　ちなみに、私もちゃんと持っているのでご心配なさらずに。

			　それらを取りまとめ、一つの帳簿につけていく。会計帳簿などと大仰な名前をつけてはいるが、要は家計簿である。

			　誰でも思いつきそうなことなのに、説明を聞いている間、３人は感心したようにうなずいていた。

			　本当にこの世界は、変なところで後進的だ。

			　ちなみに、せがむアンナちゃんに教えた宿の経営術の一つが、この帳簿のつけ方である。アンナちゃんの実家の宿では、現在、アンナちゃん主導で、この帳簿の作成が進められている。

			　実は、帳簿をつけるための購入品のリストが、思わぬ効果を生んでいるとアンナちゃんから教えられた。

			　彼女の実家の宿、『歓(かん)喜(き)の庭園亭』は、庶民、貴族どちらも相手にする王都最大の宿である。

			　しっかりと区分けがされているので、貴族からも信頼の厚い宿だが、帳簿をつけ始めたことにより、部屋においてある調度品の値段などが職員全員の知るところとなり、泊まった貴族に値段を聞かれた場合でも即座に答えることができるようになったのである。

			　この調度品の値段というのが、貴族の間ではステータスの一種となっており、「私の泊まった宿には金貨○○枚に相当する高価な調度品があったぞ、つまり私は、高価な調度品がこれでもかとおいてあるような部屋に泊まれるすごい貴族なのだ」といったように、自身の金回りの良さをアピールするのに使えると、噂(うわさ)になり始めているらしい。

			　アンナちゃんに帳簿のことを教えてから１週間ほどしかたっていないにもかかわらずである。アンナちゃんの行動力、恐るべし……。

			　話は宿のことに戻るが、さすがに休んでいた間はつける帳簿もないので、つけ方はまた明日から本格的に教えるとして、次の工程の説明に移る。

			「昼食の用意は、ほとんど朝食と変わらないわ。ただ、朝も言ったけど、昼は４種類の料理から選んでもらう形式だからね。

			　難しく考える必要はないわ。ライスに合う料理を２品、パンに合う料理を２品、それぞれ考えるだけでいいから。後はお客様が、自身の懐具合と、腹具合で２種頼むか、全種頼むか、１種にするかを決めるからね。今日は、お客様もいないし、それぞれ好きなものを作りましょうか。と、その前に、この宿の仕事でもう一つ大事な作業を説明するわね」

			　昼食の用意ももちろん大切であるが、この宿の顔ともいうべき大切な仕事を忘れていた。

			　そう、宿の受付である。

		

	
		
			　

			新人教育いたします　その８

			　

			　――カーマイン・シルブス

			　受付の仕方を教えると言って、カーラさんはカウンターの内側に入っていった。

			「今から、２種類の接客方法を見せます。基本的な流れは一緒なので、覚えればそれだけでどこに行っても通用するとは思うけど、重要なのは流れを覚えることじゃないわ。宿の印象を決める最初の一手、入店時に対応する受付の態度が重要よ」

			　砕けた調子で私たちに対応してくれるカーラさん。

			　最初は驚いたけど、ここ数日ともに過ごしたことで、カーラさんに受け入れられたのだと思うと、なんだか無性にうれしくて、朝食を作っている間、３人でニヤニヤしてしまったのはカーラさんには隠しておこう。

			　カウンターに入ったカーラさんは、私たち３人をお客様に見立てて、接客をしてくれた。

			　２種類の接客を見せてくれるとのことで、違いを確認しようとしたのだが、一度目も二度目も違いがわからない。

			　さすがに、３人そろってわかりませんと言われるとは思っていなかったのか、

			「え!?　わからない？　も、もう一度やるから、しっかりと見ていてね」

			　と、もう一度、２種類の接客を行ってくれた。

			「どう？　わかったでしょう？」と言わんばかりに胸を張るカーラさんだが、残念ながら何が違うのかまったくわからない。

			　リキュアもわからなかったのか、首をかしげている。

			　だが、私たちには、カーラさんマニアとも言うべき頼れる存在、ルカがいたのである。

			「あ、もしかして、愛想がないんですね。一度目のほうは」

			　ルカは、どこが違うのかまったくわからない違いについて語り出した。

			『そんなまさかぁ』と顔を見合わせるリキュアと私であったが、

			「そう!!　その通りよ。こんなにわかりやすくやっているのに、２人とも精進が足りないわよ」

			　と、カーラさんに言われてしまった。

			　いやいや、全然違いとかわからないですから!!

			　どうやら、カーラさんのなかではかなり大げさに違いを見せたようだ。２回目に関していえば、軽く微(ほほ)笑(え)んでいたらしい。

			　まったく表情筋が動いていない。

			　私が「まったく変化してませんが……」と言うと、「もう８年も練習しているのに、未だに動かないのか……」と落ち込んでしまった。

			　少し一人にしてあげようと思う。

			　カーラさんに元気を出してもらうために、昼食を作りながら、ルカになぜ違いに気が付いたのか確認する。

			「一度目はわからなかったけど、二度目はすごくわかりやすくやってくれていたから、簡単だったでしょ？　カーラさんって感情が表情に出ないけど、すごくわかりやすいのよ。こう、なんていうか、漂(ただよ)う空気が変わるの」

			　ん～意味がわからない。空気が変わるなんてことあり得るのだろうか？

			「なんていうか、オーラっていうか、機(き)嫌(げん)がいいときは明るい空気が流れていて、機(き)嫌(げん)が悪いときはどす黒い空気が流れているのよ。マックスで機(き)嫌(げん)が悪いときは、周りの空気が物理的に死んでいくほど黒い気をまとっているから、すぐにわかるわ」

			　おおう、なんてカーラマニアな発言。そんなの、カーラさんをよく観察している人間じゃないとわからない、極意みたいなものじゃないの……。

			「きっとそのうちわかるようになるわよ」と言うルカに、なんだかいたたまれない視線をリキュアと２人で送ってしまったのは、仕方ないことだろう。

		

	
		
			　

			新人教育いたします　その９

			　

			　――カーラ・グライス

			　わかりきったことであったが、表情が一切動いていないという現実を突き付けられて軽く落ち込んでいると、何も言っていないのに３人が昼食の準備を始めた。

			　言わないとできない子たちじゃなくて、本当によかった。

			　最終的に宿を譲(ゆず)ることになるかもしれないので、今のうちから私がいなくても作業ができるようになっておいてもらえると、とてもありがたいのだ。

			　手伝おうと厨(ちゆう)房(ぼう)に顔を出せば、「カーラさんは待っていてください。朝のリベンジで、きっと満足のいく料理を出してみせます」とのこと。

			　うれしいやらなんやら、いつもやっていた作業をしないというのは、こんなにもそわそわするものだったとは……。

			　なんだかあれだ、初めて彼女に手料理を作ってもらったときぐらい、そわそわする。

			　ああ、彼女は地球にいたころの話だから勘違いしないように。レズビアンになる気はないのだ。

			　昼食の用意をただ待つのもあれなので、何となく従業員用の制服なんて作ってみたら面白いかもしれないと考えてみた。

			　ギルドの職員が着ているような統一された制服で業務をこなせば、お客様にも誰が従業員かわかりやすいし、町に広まれば、制服を着ているだけでうちの従業員とわかってもらえるし……。

			　現在はまだ問題にはならないだろうけど、これからどんどん店(てん)舗(ぽ)を増やし、従業員を増やしていけば、必ず今の３人のような良い従業員ばかりが入るわけではなくなるだろう。

			　制服が周知されれば、犯罪の抑止力にもなるだろうし……。

			　う～ん、これは要検討だ。従業員を増やすことに、こんな苦労も隠されていたとは……。

			　昼食ができるまでまだまだ時間があるだろうから、ちょっと試作品でも作ってみるか……。

			　素材は……『ジンロ』の毛を糸にしたものを使って、『プラチナムシルク』の布を縫い合わせて、『緑竜王の鱗』を砕いたコバルト色の染料を用いて、薄く青に染め、清涼感を出して……。

			「お、おいぃ、あれぇ、見てみろってぇ」

			「ん？　……!!　な、何あれ……、あれは、『ジンロ』の毛皮よね、あっちは、あの光沢からして、『プラチナムシルク』！！！　それに、『緑竜王の鱗』!?　いやいやいやいや、レアドロップ品のオンパレードじゃない!!　机の上に無造作に置いてあるけど、あれだけで地方なら家の一軒ぐらいなら買えるわよね？　いったい、カーラさんは何をやっているのかしら？」

			「おお、『緑竜王の鱗』をぉ、砕いたぞぉ。しかもぉ、素手でぇぇぇぇ！！！」

			「『プラチナムシルク』を縫い合わせてますね、あの形状から察するにシャツのようですけど、いったいどれほど強力な防具を作るつもりなんでしょうか？」

			「次は『プラチナムシルク』と『緑竜王の鱗の粉末』を水につけ始めたけど、何をしていると思う？」

			「いや、あれはぁ、ただの水じゃないねぇ。『緑竜王の鱗の粉末』が溶けてぇ、輝きを放っているからねぇ」

			「そうですね。ということは、『神仙永明水』でしょうか？　超高級素材ですよ。あの水で鍛(か)冶(じ)をすれば、性能が２倍にも３倍にもなると言われる、鍛(か)冶(じ)屋(や)垂(すい)涎(ぜん)の水です」

			「おお、昼食はあとちょっとでできるんだけど、何とも声をかけづらいね。もう少しゆっくり作ろうか」

			　なんだか外野がうるさいが、気にせず作業を進めよう。

			　綺(き)麗(れい)に染まったシャツを見ながら、うんうんとうなずく。

			　薄い青色がいい感じである。

			　次にボトムの作成なのであるが、スカートにするかズボンにするか悩みどころである。

			　今回モデルとなる３人とも、元冒険者という立場からか、ズボンを好んではくようだ。

			　私としてはスカートの制服も作りたいところではあるのだが、着る人がいないのでは意味がないし……。

			　まぁ、いいか。とりあえず両方とも作ってしまえ。

			　上着を薄い青にしたので、下は何色がいいだろう？

			　う～ん、茶色なんてどうだろう？　黒に近い茶色であれば、作業時に汚れても多少気にならないだろう。それか、いっそのこと、チェック柄のズボンにするか……。

			　迷っていても仕方ない、何種類か用意しよう。

			　となると、トップスももう少し種類が必要か……。

			「おいおいおいおいぃ。さらにいろいろと取り出してるぞぉ！！！」

			「ははは、伝説とされている『緑竜王の鱗』があんなに……。『ジンロ』の毛皮もよく見るとそのままじゃなく、一度糸に加工してから、『プラチナムシルク』の縫い合わせのために使ってるし……。あ、あれは、何かしら、きっと伝説級の素材よね、あはははは」

			「たしかに、すごい素材ばかりね。『オリハルコットン』とか、『銀の絹(きぬ)』みたいな布素材から、『ビューティフル・パール』、『ゴッド・エメラルド』、『神代のダイヤモンド』とか、伝説級の宝(ほう)石(せき)類、『ゼウス・レッド』、『アポカリプス・ブルー』、『バルボロッサ・イエロー』みたいな、貴族の趣味のために集められる嗜(し)好(こう)品(ひん)まで各種取り揃えられていて……」

			「もう、あれだねぇ、レアどころかぁ、ゴッズ級のアイテムまで普通にあるねぇ」

			「あはっはっは、私は何も見ていないぞ!!　私は昼食を作るのだ！！！」

			　ふむふむ、組み合わせがなかなか難しいな……。

			　トップスに色を付けてしまうと、ボトムに合わせる色が難しくなるのか……。逆に、トップスを白にすれば、ボトムに多少の自由の幅ができると……。

			　これは発見だな。地球にいたころもおしゃれとは無縁だったし、こちらに来てからは、同じ服を何着も用意して着回ししているので、服装を変えるということがあまりない。

			　一度、服を変えて失敗してもいるので、なおさら変えようとは思わないしね。

			　どんどんと試作品を作っていく。

			　上下の組み合わせがもっともいいものを選び、制服として採用するかどうかの確認を行ってもらう予定だ。組み合わせはシンプルに、白のシャツと４色ほどの色を混ぜた茶のチェック柄ズボン、ズボンと同色のスカートとなった。

			　スカートにはしっかりとプリーツも入っているので、密かな自信作である。

			　そろそろ、昼食もできたころかと思い顔を上げる。

			　そこには、厨(ちゆう)房(ぼう)から顔をのぞかせる３人の姿があった。

			「何をしているの？」

			「い、いえいえ、昼食を作ったのですが、あまりにもカーラさんが熱中されているので、邪魔するのもどうかと思いまして……」

			「そう？　別にちょっと時間があったから作業していただけだし、別に声をかけてくれてもよかったのよ？」

			「い、いえいえ、私たちもいろいろと意見を出し合えたので、よかったかと……。それより、何を作っておられたのですか？」

			「ああ、これは、まぁ、あとでいいでしょう。それよりもお昼ご飯にしましょうか」

			　含みを持たせてそう言うと、昼食にした。彼女たちが自分で考え作った料理は、いつもの何倍もおいしく感じられた。

			　昼食を食べ終わり、いよいよ従業員制服のお披(ひ)露(ろ)目(め)である。

			　自信作だけにかなりテンションが上がってしまっているが、仕方がない。

			「それでね、さっきまで作っていたのは、これから宿で取り入れようかと思っている従業員用の制服なのよ。この制服が周知されれば、うちの従業員だと一目でわかってもらえるし、これから人数が増えても、犯罪に巻き込まれる可能性も減るでしょうしね。

			　それに、この制服を着るということは、うちの子だという証になるので、従業員も下手な行動はとれなくなるから、仕事に全力で臨むようになると思うの。どうかしら……。ああ、ちゃんとデザインにもこだわっているし、機能性も追求したのよ。ズボンの他にもスカートタイプだって完備してるし、それにね……」

			「ちょ、ちょっとストップストップ。待ってくださいカーラさん!!　これって、ついさっき作っていたものですよね？」

			　ルカが驚いた声で言った。

			「？　ええ、そうだけど、それが何か？」

			「もう一つ！　従業員制服ってことは、これから先、もし従業員が増えたら、同じように制服を与えていくってことですよね？」

			「ええ、それはもちろんよ。制服を与えなかったら、何のために作ったのかってことになっちゃうでしょ？　変なこと言うわね」

			「いやいやいやいや、そんな軽く言えることじゃないでしょう!!　だめですよ、そんな簡単にあんな超高級制服なんて作っちゃ!!　素材が高級過ぎるでしょ!!」

			「で、でも、これから先入ってくる子が、貴方(あなた)たちと同じように自分で自分の身を守れるような子とは限らないじゃない？　だから、暴漢なんかに襲われた際に、自衛の役に立つかもって……」

			「それはそうですけど、だからといって、『プラチナムシルク』はないでしょう、『プラチナムシルク』は!!　どこの高級防具ですか？」

			「防具としても使えるなら、万々歳じゃない？」

			「たしかにそうですが、それとこれとは話が別です。とりあえず、制服の件はなしでおねがいします!!」

			　自信をもって取り出した従業員統一の制服は、全力をもって否定されてしまった……。

			　なぜだ……。

			　

			　昼食も終わり、片付けと軽い掃除を済ませ、私たちは次なる作業に向けて動き始めた。

			　と言っても、昼を過ぎれば、あとやることは夕食の準備くらいなので考えることはない。

			　昼食時の４種の料理が10種へとグレードアップするので、４種とかぶらないように考えさえすればいいのである。

			　買い出しも何もかも終わっているので、はっきりいえば何もない暇(ひま)な時間である。ただ、料理担当と、受付担当の２人は仕事があるので、気を抜くわけにはいかない。

			　そして、昼食の終わりのこの時間帯は、私の友人たちが一番多くやってくる時間帯なのである。

			「実際の仕事が始まると、私たちがゆっくりと食事ができるのは、朝しかないわ。昼、夜は仕事をしつつ、隙を見て食事をするという流れになるわね。特に受付担当は、いつお客様が来るかわからないので、サッと食べられるものを用意しておくの。これは調理担当の仕事ね。

			　午後４時ごろ、受付カウンターに『本日の受付は終了いたしました』の看板を出せば、受付担当の業務は終了。自由時間となるわ。他の２人を手伝うもよし、自分の趣味に走るのもよし。ただ、受付カウンターからあまり離れたところには行かないように。看板を出していても、泊まらせろとわめく迷惑な方も多いからね。そういった方を排除する必要があるわ。

			　裏方、調理の担当者がまだ仕事をしているときに先に終業するなんてと思うかもしれないけど、受付というくくりがなくなると言ったほうが正しいわね。そのときそのときで判断して、裏方か、調理の手伝いに回るように。それも必要なさそうなら、さっきも言ったけど、趣味に走るのもありよ。

			　それと個人的な話で申し訳ないけど、昼食後のこの時間帯は、私の友人たちが遊びに来る時間帯なの。適当に食堂でくつろいでいることが多いから、まぁ、そっとしておいてあげてね。基本的に彼らの対応は私がするから、みんなは自分の仕事に集中するように。

			　この時間帯からそれぞれに余裕が出てくるけど、調理担当は夕食用の献(こん)立(だて)作りのために、忙しいわ。まぁ、宿なんて極論をいえば、安心して寝られる場所と、お腹を満たす食事を出すための施設だからね。食事が重要な割合を占めているのも確かなのよ。料理がおいしければリピーターも増えるしね」

			　お昼の時間帯で注意しなければいけないのはこれぐらいなのだ。

			　私の友人たちには、何か私の友人である証を送ったほうがいいのだろうか？　そうすれば、シルブスたちも私の友人だとすぐに気が付き、食堂へ通してくれるだろう。

			　今まで考えたことはなかったが、これはこれでいいアイデアかもしれない。証の試作品も今日中に２、３種類作っておこう。

			「それじゃあ、夕食の時間帯まで自由時間としましょうか。朝から今まで一気に情報を詰め込んだから疲れたでしょう？　短い時間だけど、休憩しておいて」

			　朝から昼にかけての時間が、もっともやることが多いのである。

			　夜は、食堂が大盛況になるので、その時間がもっとも忙しい時間ではあるが、１時間程度で落ち着くので、なんとでもなる。

			　さて、私も少し休憩しよう。そうだ、さっき思いついた、私の友人の証を作ってしまおう。

			　私の友人だと証明するためのものだから、他の人に模倣されない珍しいものがいいだろう。

			　試行錯誤を繰り返し、３人にも意見をもらいながら作り上げる。十分納得できるものができたので、さっさと配りに行こう。

			　リリカさんと、アイカちゃん、アンナちゃんにアンジェリカ、ファブさんにも渡しておこうかな？

			　カイルは……なんだか勘違いしそうだけど、一応渡しておこうかしらね、一応ね。

			　

			　とりあえずみんなに証を配り終わり（やっぱりカイルは勘違いしていたけど……回収しようとしたら、私でも反応できない速さで隠すし……）、時間がまだまだあるので、みんなを市場に連れて行った。

			　ここは掘り出し物も多いので、よく利用させてもらっている。

			　ライスの原料である米や、様々な調味料もここで発見したものである。この市場がなければ、今の宿はなかったであろうといえる素晴らしい場所だ。

			　３人に熱く語りながら市場を回り、お店の人には新たに従業員が入ったことを伝えて、顔を覚えてもらう。

			　３人にも店の特徴などを伝え、何を買うならどこがいい、などといったことを教えていく。

			　３人は小さく束ねた紙の束を取り出し、メモを取っている。上司の言うことをすぐさまメモに取れるとは、こやつらなかなかやりよるな……。

			　私でも、地球時代には、社会人になって１年してやっとできるようになったことなのに……。

			　将来が楽しみである。ほとんど年はかわらないけど、向こうの世界で生きてきた年数も合わせると、私はもうすぐ40歳だからね……。

			　そろそろ結婚も考えたほうがいいかしら？　従業員も増えたことだし。相手はいないのだけどね……（泣）。

			　３人を案内するついでに、今考えている料理に使う調味料を注文しておこう。この商店の店主は、私が言うあいまいな情報をもとに、ライスや各種調味料を探し出してきた凄(すご)腕(うで)なので、これからもお世話になることだろう。

			　あらかたご贔(ひい)屓(き)の商店を回ったので、夕食の準備のために宿に戻る。顔つなぎはできたので、あとは、彼女たちがどれだけ仲良くなるかだな。

			　

			　宿に戻って夕食を作り、３人と食べながら、説明を続ける。少し行儀が悪いが、ご愛嬌と言うことでここは一つ。

			「本来なら、夕食は10種類用意し、お客様の要望に合わせて変えなければいけないの。10種類も用意するのは１人では大変だと思うから、他の２人も協力して用意するようにしてね。

			　それと、食事すべてに言えることだけど、多少のうるささは我慢するけど、あまりにうるさいようなら注意するように。常連さんたちはわかっているから、各自で注意してくれるけど、新しく来たお客様だと、勝手がわからず喧(けん)嘩(か)にまでなることがあるから……。喧(けん)嘩(か)になった場合、喧(けん)嘩(か)両成敗で、喧(けん)嘩(か)をした人は放り出してＯＫよ。お客様にも了解をとってあるし、容赦なくやっちゃってね。あ、宿泊されるお客様にはちゃんと受付役が説明するのよ。

			　あと、夜だけは、ティレプーさん夫婦が手伝ってくれるので、給仕関係は任せても大丈夫よ。当然、任せっぱなしではいけないけどね」

			　そうそう、忘れちゃいけないあの２人のことも説明しておかないと。

			「夜の食堂では、うちで契(けい)約(やく)している芸人さんが、歌を披(ひ)露(ろう)してくれるわ。今度ちゃんと紹介するけど、仲良くしてあげてね。あなたたちと違って宿の仕事をするわけじゃないけど、宿と契(けい)約(やく)しているのだから、従業員みたいなものね。まぁ、あの２人の実力なら、こんな宿ではなく、もっと大きな舞台で活躍できると思うのだけど、なぜかうちの宿と契(けい)約(やく)を続けてくれているのよ。きっと、あなたたちともすぐに打ち解けると思うわ」

			　説明することは以上かな？

			　おっと、この宿が始まって一度も使われたことのない制度も説明しておこう。

			「そうそう、うちの宿には相部屋って制度があるわ。１人で泊まっている冒険者限定で、同じように１人で泊まろうとしている冒険者と相部屋ＯＫか確認するってものなんだけど……。さすがにみんな、自分の荷物があるからＯＫしてくれないのよね。大部屋で雑(ざ)魚(こ)寝(ね)とか、護(ご)衛(えい)任務で数人で野宿とかになれているから、１日ぐらいなら相部屋でもいいって言ってくれるかと思ってたんだけど、ままならないものね」

			　さすがに、一人でゆっくりと思っている矢先に、知らない人と相席ならぬ相部屋というのはつらいだろう。

			　まぁ、この制度をやめるつもりはないけどね。もしかしたら、宿で意気投合して、そのままパーティを組み、大物冒険者として名をはせていくなんてこともあるかもしれないし。

			　それに、この宿のもともとの持ち主であるティレプーさん夫婦も宿で出会ったというし。

			　この宿でベストカップルとなる出会いがあるかもしれないしね。

			　少しおせっかいかもしれないけど、昔からよくしてくれている近所のおばちゃんよろしく、仲のよさそうな冒険者を見るとニヤニヤしてしまうのも仕方がないだろう。

			　そういえば、昔泊まりに来てくれたカクさんとクロスさんのコンビは面白かったわね。

			　どう見てもお似合いなのに、お互いに意識しないように意識しているコンビだった。昼食の時に来ていたおばちゃん連中に、なぜか私が質問攻めにあうことになろうとは思わなかったけれどね。

		

	
		
			　

			新人教育いたします　その10

			　

			　――カーマイン・シルブス

			　夕食もおいしく食べ終え、宿の夕食後の動きもひと通り確認した私たちは、現在、お風呂に入っている。

			『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』では、決められた時間ではあるが、お風呂に入ることが可能なのである。

			　宿に一つしかお風呂はないので、男性の時間、女性の時間と別れてはいるものの、広々としたお風呂は、宿に泊まった人たちから絶賛されている。

			　作りは至ってシンプル。数十人は余裕で入れるであろう広い湯船に、数人が並んで体を洗えるほどの洗い場があるだけ。

			　でも、魔(ま)導(どう)具(ぐ)により、常時一定の温度が保たれたお湯に、その湯を際限なく吐き出すシャワーと呼ばれる装置、洗うだけで髪がつやつやになり、お肌がつるつるになる魔法の石鹸などが評判を呼び、今ではお風呂だけでも入れてくれないか、とやって来るお客様までいるらしい。

			　私たちも、本日で３回目（ルカは結構入ったことがあるらしい）の入浴になるが、次の日の肌つやが全然違うので、毎日入りたいと言うお客様の声はよくわかる。

			　実は、宿で使われている魔(ま)導(どう)具(ぐ)の魔力をほとんどつぎ込んでいるのがこのお風呂らしく、温度の管理や湿度の管理、水のくみ上げやシャワーを動かしているのも、すべて魔(ま)導(どう)具(ぐ)なのである。

			　ほんとに何なのだろうか、ここの宿の便利さは……。

			　軽く掃除するだけで、あとは魔(ま)導(どう)具(ぐ)によって菌の繁殖しにくい環境を作り上げるので、汚れなどはまったく発生しないらしい。

			　カーラさんの受け売りなので、何がすごいのかはよくわかっていないが、すごいらしい。

			　さて、そんなお風呂に私たち３人はやって来たわけであるが、

			「うーん、リキュアってスタイルいいよね。なんというか、こう、すべて当てはまってるというか……」

			　もう、すごいのである。私だってそれなりに引き締めているつもりだし、自分のスタイルには自信を持っているほうだが、上には上がいることを知っているので、少し隠したい場所などを隠すようにタオルを巻いている。

			　だが、リキュアは何というか、こう、堂々としているというか、タオルを巻いてはいるけど、巻き方も自信に満ち溢れているというか、何というか……。

			「むぅ、２人とも、やっぱり大きいです。何がとはいいませんが……」

			　ルカの言葉が耳に入るが、ここは優しくスルーしてあげるのが良き同(どう)僚(りよう)として必要なことであろう。

			　彼女は、私たちのなかでは一番背が低く、体もその、少し発育が……。

			　それでも不健康そうな感じはせず、しかし、十代前半の少女が持つような危うさも兼ね備えているという、何とも言い難いかわいらしさだ。

			　平々凡々を地で行く私では、どうやっても太刀打ちできない、一種の世界観を持っている。

			　平凡は平凡なりに、自分に自信を持って生きているというのに、才能の塊(かたまり)のような２人を前に、どう太刀打ちすればいいというのか。

			「あんなこと言ってるけどぉ、シルブスもなかなかよねぇ」

			「ほんとです。あれで、『私は平凡』とか言っちゃったら、世の中の女性をすべて敵に回しますよ」

			　２人が何かを言っているみたいだが、平凡な私は気にしない。

			　それにしても、リキュアの姿は、何とも妖(よう)艶(えん)である。

			　濡れた髪が肩から背中にかけてかかり、それを頭の上でまとめる仕草など、大抵の男は一発で落ちるんじゃないかと思えるほど色っぽい仕草だ。

			　髪を短くまとめた私やルカにはちょっと真似できない、大人のエロスを感じる瞬間である。

			　元貴族というのも伊(だ)達(て)ではない。

			　仕草の一つ一つが優雅なのも原因かもしれないが。

			　それにしても、いいお湯である。体も洗ったし、髪の毛も洗った。これで明日の朝にはつやつやの肌と髪の毛が手に入っているかと思うと、毎日入りたくても入れないお客様に悪い気がするが、気にしても仕方がないだろう。

			　

			「私も入らせてもらうわね」

			　３人で談笑していると、聞きなれた声とともに扉が開く音がした。

			　カーラさんと同じお風呂に入るなんて、と思いながらカーラさんのほうを向いた３人は、そろって絶句した。

			「堂!!」という音が聞こえてきそうなほど、まさに堂々とした様子で、カーラさんが立っていた。タオルも巻かずに。

			　普通なら、いやらしいとか恥ずかしいとかいった感情が出てくるところであるが、私たち３人は、カーラさんの体の持つ美しさに目を奪われていた。

			　おおよそ人が考えられる理想的な体、それを人外の力をもって、百倍美しくしたような素晴らしい肢(し)体(たい)が、そこにはあった。

			　ここまで美しくなると、裸といえど芸術品になるのだなぁ、とのんきなことを考えるほどには混乱している私たちをよそに、そのまま洗い場へと直行するカーラさん。

			　去りゆく後ろ姿さえ、美しかった。

			　言葉も出ず、ただただカーラさんを見続けるしかできなかった私たちは、そのまましばらくカーラさんの姿を茫然と眺めていた。

			　

			「いやいやぁ、あれはぁ、反則でしょぉぉ」

			　リキュアが言う。

			　たしかにその通りだと思う。表情が動かないという点を除き、人類を超越したとされる美(び)貌(ぼう)を持つカーラさん。体もかなりのものを持っているとは考えていたが、あそこまでとは予想もしていなかった。

			　もうあれだ、よく綺(き)麗(れい)なプロポーションを持つ女性で、『私が男だったら、たまらず襲いかかるレベルだ』とか、『自分があと10歳若ければ声をかけたのに』とか言われるレベルの人がいる。

			　しかし、そんなものがどれだけ低いレベルで、ドングリの背比べをしていたのかと思えるほどに圧倒的で、言葉が出ないというのを体験できるレベルだった。

			　こんなにも圧倒的な差があると、さっきまで３人で言い合っていたことがまったく無意味に思えてくる。

			　私が平凡だとか、リキュアがすごいとか、ルカが少し発育がいいとか、そんなことはすべてカーラさんの前では同一のレベルであったのだ。

			　丸出しなのにいやらしくない、それどころか神(こう)々(ごう)しいと感じるとか、ほんとどうなっているのか……。

			　カーラさんが体を洗い終わり、湯船近くまでやって来るまでの間にいろいろと議論が進んだ。

			　最終的な結論は、「カーラさんはすごい」ということで満場一致となったのだが。

			　湯船につかったカーラさんを交え、女４人での話はいやおうなく弾んでいく。

			　結局、先に入っていた私たちがのぼせないかを気にしたカーラさんのおかげで、のぼせる手前でお風呂から上がれたのは幸いだったのだろう。

			　それにしても、思い出すだけでもカーラさんの体はすごかった。人はあそこまで芸術品になれるのだと認識した瞬間だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――カーラ・グライス

			　１日の業務の流れを体験してもらい、それぞれがしなければいけないことがわかったと思うので、本日の研修最後の課題を出そうと思う。

			「今日は１日お疲れ様でした。１日の流れは大体把(は)握(あく)できた？　細かな違いなどは、仕事をしている間に覚えていこうね。それでは、本日最後の研修課題を出します」

			　ごくりと唾をのみこむ３人、おさらいをさせたことで、ものすごく難しい問題などを出すと思っているのかもしれない。

			「本日最後の研修課題は、『明日に疲れを残さないよう、ゆっくりと休むこと』。みなさん、本当にこの数日、ありがとうございました。明日から本当の仕事が始まります。緊張するかもしれませんが、よろしくお願いいたします」

			　あらためて感謝の言葉を述べ、彼女たちをねぎらう。

			　少しキザな言い方だったかな、と内心、恥ずかしさでいっぱいになっていると、

			「「「はい、ありがとうございます」」」

			　３人が返事をしてくれた。

			　本当に、３人とも素直でいい子たちだ。

			　この子たちとなら、宿をもっともっと発展させていけるかもしれない。具体的に発展させる方法はまだわからないけど、当初の目標であった、世界で一番有名な宿にするのも夢ではないだろう。

			　さしあたって必要なことは、エルクラン帝国での２号店オープンだろうか？

			　本当は、ミルクラン王国にも進出したいのだが、あの国は獣人族やエルフ、ドワーフといった、人に近いが別の種族となる者たちの国である。

			　人族は、商売をするのは可能であるが、定住することはできないので、私たちが直接、宿を作ることができないのだ。

			　やはり、今度の従業員募集の際は、獣人やエルフなどを採用することにしよう。そうすれば将来、ミルクラン王国に宿を出すことができるだろうし。

			　エルクラン帝国の皇(こう)帝(てい)陛(へい)下(か)には、直接、宿を出す予定があると伝えているので、あとは３人のうち誰かを店主として派遣するか、もしくは王都の宿をまかせて私が直接行くかすればいい。

			　皇(こう)帝(てい)陛(へい)下(か)なら、協力を惜しまないだろうからね。

			　三大国の首都にそれぞれ宿を構えることができれば、あとは各町に広めていって……。

			　少しずつ、世界進出の方向性を固めていく。最終的には、世界の主要都市及び衛星都市には必ず１軒ずつ宿を構えたい。

			　ここまで来ると、世界征服に近い気がする。あれ、おかしいな。地球にいたころよく読んでいたネット小説の主人公たちのごとく、俺ＴＵＥＥＥＥをしてはいないのに、なぜか世界を征服してしまいそうである。

			　魔王のように、力でねじ伏せるわけではなく、住民の皆様から愛されるかたちで……。

			　これって実は、結構すごいことではないだろうか。宿といえば、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』の名前が上がるのだ。王都だけではなく、他のどの国に行っても。

			　でも、それもいいかもしれない。私の最初に立てた目標の一つ、『世界で一番有名な宿』を作るというのは、結局のところ、そういうことなのだから。

			　でも、まずは明日ね。

			　明日からは、これまでとは違う、新しい宿が始まるのだ。気合を入れないと。

			　必ず新しい宿を発展させると、ベッドのなか、私は１人、決意を固めるのであった。
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			最終章　動き出す悪意

		

	
		
			　

			謎の男と暗殺者

			　

			　静謐な空気の流れる、とある教会の一角。限られた者しか立ち入ることのできない部屋に向かい、１人の男がずんずんと長い廊下を歩いている。

			　きらびやかに仕立てられた法衣を翻(ひるがえ)しながら歩くその男は、先ほど各地に放っていた密偵の１人が持ち帰った情報に目を通し、黒く嗤(わら)う。

			「まさか、『女神の宿』とはな。これほどおあつらえ向きな名前もないか。この宿がどのような宿かは知らないが、私の野望のため、犠牲になってもらうとしようか。なに、きっと彼らもわかってくれるだろう。世界の王たる私のために犠牲になるのだから」

			　一人ごとのようにつぶやきながら、歩を進める男。

			「そうそう、この情報を持ち帰った密偵は、いつも通り始末を頼むぞ」

			　そうつぶやくと、何者かの気配がスッと消えた。この町のどこかで事故があり、馬車に乗っていた１人の男が亡くなるのは数時間後のことであったが、誰もが不慮の事故だと、事件性を考えたりはしなかった。

			　大きな両開きの扉の前まで歩を進めた男は、これからの計画を考える。男の頭には、失敗するなどという言葉は存在しない。

			　これまでやってきたことはすべて成功し、のし上がってきた男には、「神に愛された」としか言いようのない能力があった。

			（この能力があれば、万が一でも失敗はないだろう）

			　男の自信が能力からきていることは間違いないのだが、彼自身が行ってきた功績が彼の自信の後押しをしているのも、事実である。

			（さてさて、密偵が手に入れたのは、『女神の宿』と呼ばれている情報だけか。まぁ、十分役立ってくれるだろう。私の野望のための小さな犠牲だ、誰も咎(とが)める者などおらんだろうよ）

			　黒い笑顔を浮かべたまま、扉の前に立ち、腕をスッと出す。

			　軽く２回ノックをして、扉に呼びかける。

			「巫(み)女(こ)様、一大事でございます!!　ご無礼をお許しを。大神官、ブッチャー・ブデオが入室いたします!!」

			　巫女と呼ばれた者の、入室を許可する言葉を聞き、扉を開く大神官と名乗る男。

			　黒く歪(ゆが)んだ微(ほほ)笑(え)みを、悲痛の表情へと変化させながら、一つの悪意は明確に動き始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ところ変わって、王都のとある一角。

			　昼間のにぎやかさはどこに行ったのか、ひっそりと静まり返る通りを、１人の女が駆けていた。

			　街灯もほぼなく、暗い通りを１人駆けながら、目的の店へとやって来た女は、とっくに閉まっているはずの商店の扉を無造作に開き、なかに入っていく。

			「いらっしゃいませ。しかし、こんな時間では、商品の売り買いは行っていないのですが」

			　女が店のなかに入ると、薄暗い店内に１人の店員がいた。店員は、突然の来客に驚くこともせず、むしろほんのり微(ほほ)笑(え)みながら女を出迎えた。

			「わかっているでしょうに、依頼よ」

			　女が口にする。

			　王都には２つの顔を持つ地区がいくつかある。表向きは居住区の閑静な住宅地であるが、裏では盗(とう)賊(ぞく)の隠れ家になっているなんて場所もある。

			　女がやってきたこの店、いや、この通りも、そんな裏の顔を持つ場所である。

			　夜も更け始めた時間に依頼者が訪れたことでわかると思うが、普段は威勢の良い呼び込みで道行く人に肉を売る肉屋の店主も、朗らかな笑顔で野菜を売る八百屋の女将(おかみ)も、いかつい顔に似合わず繊細に魚をさばく魚屋のオヤジも――活気に満ち溢れ、王都第二の市場とまで言われ、カーラもよく買い物に訪れるこの通りすべてが、暗殺ギルドに所属する暗殺者である。

			　表の顔と裏の顔を使い分け、様々な者を闇に葬(ほうむ)ってきた彼ら。

			　そんな彼らに依頼することは、ほぼ決まっている。

			　女がやって来たのは、暗殺集団ともいえるこの通りのなかでも、もっとも腕利きと名高い、はるか東方より訪れた、ニンジャーの末裔である、29代目ハトリ・ハンゾーウのところであった。

			　ハトリの暗殺成功率は１００％と言われており、その高い評判から、一時期は毎日のように依頼者が殺到したほどである。

			　少し依頼料を割高に設定しても食いついてきたので、今では超高額で依頼を受けているが、それでもこうして客がやってくる。

			「うちは料金が高いよ？　払えるのかい？」

			「もちろんよ。家財道具一式を売り払ってでも、お金を用意してやるわ。あの女さえいなければ、お金を稼ぐなんて簡単なのよ」

			「そうかい、じゃあ依頼を聞こうか」

			　そう言って、女を店の奥に案内するハトリ。

			　小さな商店とは思えないほど豪華な部屋に通され、ふかふかのソファーに座らされながら、女は成功を確信していた。

			「それで、依頼はなんだい？」

			「ええ、あの女……、カーラ・グライスを殺してほしいの」

			　ここでも、小さな悪意が動き始めていた。

		

	
		
			　

			クーデター計画

			　

			　王城のとある部屋、貴族の会合用に作られた会議室に、貴族たちが集まっている。

			　どの貴族も、キラキラとした豪(ごう)華(か)絢(けん)爛(らん)な衣装をまとっており、気位が高そうだ。

			　彼らは、ある目的のために集まっていた。

			「それでは、ここにお集まりの皆様は、現王を認めないということで間違いはないですね」

			　司会を務める男が口火を切った。

			　周りの貴族たちも、「うむ」とばかりに頷きを返す。

			　そう、彼らは現在の王であるカイル・オークランを王位から引きずり下ろそうとする者たちであった。

			　そもそも彼らは、王が宝(ほう)珠(じゆ)で選ばれている現状に憤っていた。貴族として、どれだけ功績を積もうが、人としてどれだけ徳を積もうが、宝(ほう)珠(じゆ)に選ばれなければ王になれないのである。

			　長年、上流階級という特権に浸ってきた彼らは、自分自身が一番正しいことができると思い込んでいる。自分が一番、王としてふさわしいと。

			　そんな考えを持つ者を宝(ほう)珠(じゆ)が選択するはずもないのに、彼らはその怒りを宝(ほう)珠(じゆ)へとぶつけていた。

			　貴族といえば聞こえはいいが、オークラン王国においての貴族には、残念ながら彼らのような思考を持つものが多い。

			　事実、過激派のトップたちは、宝(ほう)珠(じゆ)の破壊すら試みたのだ。

			　まぁ、神から賜りし宝(ほう)珠(じゆ)が簡単に破壊できるはずもなく、彼らはとらえられたのであるが……。そんな彼らの失敗を見届け、宝(ほう)珠(じゆ)の破壊は不可能と判断した彼らが下した決断は、国王、カイル・オークランの始末である。

			「あの者は、もともと下級貴族の出でありながら、我々、上級貴族への礼がなっておらん。普通の感覚というものがあれば、我々、上流貴族に何かしらの恩赦を出すものだろう？　それをあの男ときたら、何を勘違いしたのか、我々の利益を奪うようなことばかりしおって」

			　つまりは、そういうことである。

			　マーベラル家の話もそうであるが、国王、カイル・オークランが行った政策のほとんどは庶民に密着したもので、貴族には、建国の王時代と同じように働き、『貴族とは、庶民のために働くものである』ということを希望したものであった。

			　王に近しい考えを持った貴族たちはこれに賛同したが、長年、庶民を虐(しいた)げ、自分たちの欲を満たし生きてきた貴族にとっては、許しがたい暴挙であった。

			　それでも表面上は取り繕(つくろ)い、何とかしのいでいた彼らであったが、先日行われた、王城での国営会議の場でカイル王が提示した目標が、うちに秘めたくすぶる憤りを爆発させたのである。

			　内容は、税の取り立てにおいて、一定額を上限とするというもの。

			　民から取り立てる税を３割にするという、比較的普通の内容であったが、今まで自分たちの好きなように取り立てを行っていた貴族たちは、これに猛反発したというわけである。

			　国王自身も上限額の設定はやりすぎではないかと最初は思っていたが、ギルドから提出された資料に目を通した瞬間、上限３割を推し進める決意を固めたのだ。

			　ギルドに毎日のように上がってくる、様々な被害報告。特に被害が多い地域では、４割～５割、ひどいところになると、７割の税を搾取されていたのだ。

			　税を取られるということは、その分、自分たちの蓄えが減るということ。

			　そのせいで、被害にあっても冒険者などに依頼ができず、領主は酒池肉林におぼれるばかりで意味がなく、領軍に至っては、盗(とう)賊(ぞく)と変わらないありさまだという。

			　被害状況を確認した王は、すぐに信頼厚い貴族たちを極秘裏に招集し、対策を練った。

			　そこで生まれたのが、「税の取り立ては３割を限度額とする」というものだった。

			　３割という数字は多くないように思えるかもしれないが、１００メートル四方の畑を貸し与えれば、30メートル四方の畑で採れた作物が無条件で手に入る計算である。それだけで十分に生活でき、少しぐらいならば贅沢もできるほどの額であるのだ。

			　事実、王の信頼の厚い貴族たちは２割の税しかとっておらず、それでも十分な生活を送っている。

			　と、まぁ、長々と書いたが、そんな理屈など、腐った貴族である彼らには通用しない。

			　今まで取れていたものが取れないなどということが、プライドだけは人一倍に高い彼らに許せるはずがなかったのである。

			　そんなこんなで彼らは、『今後の王国を憂いた者たちの集い』と称して、王城で堂々とクーデターの計画を練っているのである。

			　彼らの悪意が、王に向けられるまで、あとわずかである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　王都から外れ、村人もまばらな小さな村を抜け、広がる森の近くにある洞窟のなかで、一人の男が狂ったように岩を穿っていた。

			「ここだ、ここだ、絶対ここだ!!　俺を認めなかった、頭の固いクソじじいども、今に見ていろ!!」

			　ガツガツとノミにカナヅチを打ち付けながら、狂ったように叫び続ける男。

			「魔王は死んでいない、殺されるはずがない。世界の半分を手に入れた魔王だぞ!?　英雄とはいえ、たかが冒険者風情に殺されるものか!!」

			「英雄譚だって、殺されたと明記しているものはない。きっと、魔王はまだ生きている!!」

			「今に見ていろ、老害ども!!　貴様らの固まった頭に、魔王が鉄(てつ)槌(つい)を下すだろう!!」

			「そのときになって貴様らは、俺が鳴らしていた警鐘に気が付くのだ!!」

			「しかし、もう遅い!!　俺はすでに何度も忠告した。対策を講じるように有効な対策手段すら伝えた！！！　しかし、聞き入れなかったのは貴様らだ！！！！！」

			　徐々に削れていく岩、男の腕にも力が入っていく。

			　

			　男が１人で洞窟を掘っている場所は、『マルタイ英雄譚』の原書に記載されている、魔王封印の地である。

			　強力無比であった魔王を当時の英雄マルタイの妻であり、聖女の称号を持っていた僧侶の女性が封印した土地である。

			　原書が記すには、魔王はあまりにも強力であり、倒すことは困難を極めたため、聖女の最大威力の封印術を用いこの地に封印した……と書かれており、魔王封印が解けぬよう、皆で伝え、守っていくようにと注意書きが添えてあったそうだ。

			　しかし、それから数十年の時を経て、時の王が、『いつ復活するかもわからないものに怯える必要はない』と、マルタイの英雄譚を改変。今現在まで語り継がれる『マルタイ十勇士の英雄譚』が誕生したのである。

			　誰しも、圧倒的な英雄というのを求めるもので、世界の半分を手に入れた魔王を倒したマルタイの英雄譚は爆発的に広まり、それまで読まれていたマルタイの英雄譚はほぼすべての書物が焼却処分されてしまったのである。

			『マルタイ英雄譚』の原書を焼却処分にした数日後、宝(ほう)珠(じゆ)が新たな王を選んだので、原書がどれだけ重要なものであったかはわかっていただけるだろう。

			　だが、原書のほぼすべてを処分してしまっていたことや、圧倒的勝利を収めた英雄譚が庶民まで浸透してしまっていたことから、今更撤回できるはずもなく、現在の英雄譚が語り継がれているのである。

			　そんな『マルタイの英雄譚』の原書を偶然手に入れた男は、その危険性を説いて回った。

			　原書には様々な情報が書かれていた。魔王の使う技から、聖女が魔王封印に至るまでが、まるで近場で見ていたかのように、事細かに書かれていたのだ。

			　原書に従い、彼は防衛設備を整え、その有用性をもって、王都の魔導ギルドに原書を持ち寄り、魔王復活の危険性を説明した。

			　だが、帰ってきたのは「何を言っておるのだね？」という疑問の言葉。

			　魔王復活の危険を唱える、頭のおかしい狂人のレッテルを貼られ、衛兵にとらえられ、実に８年にも及ぶ尋(じん)問(もん)を受け、彼が、「魔王復活などとおかしなことを言い出してしまい、まことに申し訳ございませんでした」と言うまで、獄中での生活を余儀なくされたのである。

			　８年という長い時間を獄中で過ごし、彼が普通の生活に戻ったとき、彼の功績などはすべて失われていた。

			　学院の講師という肩書きも、住んでいた家も、さらには恋人まで。すべては失われた。

			　彼が住んでいた家は、魔王対策に作っていた武装はそのままに、彼に狂人のレッテルを貼りつけた魔導ギルドのギルド長の私物となっていたのである。

			　さらに、彼が原書で得た知識をもって作り上げた武装の数々を模倣したものを格安で貴族に売りつけ、莫(ばく)大(だい)な利益とともに、王都最高の魔導技師という称号までかっさらっていった。

			　他人の手に渡った家を呆然と眺める彼の耳に信じがたい言葉が飛び込んできたのは、そのときである。

			「奴もなんといいものを残してくれたものか。少しばかり優秀だからと跳ね返りおって。まぁ、この家や武装の数々を残してくれたことには感謝だな。そのおかげで、労せず私は王都最高の魔導技師となれたのだからな」

			　魔導ギルドのギルド長の声に、彼は自分のなかで何かが壊れるのをたしかに感じた。

			　

			「やってやるよ！！！！　貴様らがその気なら！！！！！　俺が魔王を復活させて、世界を壊してやる！！！！！！」

			　振るわれたカナヅチにより、ひときわ深く岩に亀裂が入る。

			　ビキリッと大きく割れる岩、ガラガラと音を立て、支えを失った下半分が崩れ落ち、人一人が通れるほどの穴が開く。

			　穴の奥に広がるのは、大きな空(くう)洞(どう)であった。

			　男が穴を通り抜け空(くう)洞(どう)の奥に進むと、人が横になれそうな大きな平たい岩に１人の男が腰かけていた。

			「み、見つけた……。あなたが魔王様ですね」

			「いかにも、俺が魔王、ガルディオスだ。それで、俺の寝床に何用かな？　男に立ち入られる用などないのだがな」

			　ここに、世界の半分を手にした魔王が、復活を果たしたのである。

			　彼が何かを起こすまでまだしばらく時間がかかるだろう。しかし、世界最大級の悪意は、今まさに動き始めた。

		

	
		
			　

			女神の宿

			　

			　宿を始めてもうすぐ一年がたとうとしている。

			閑古鳥が当たり前のように鳴いている寂れた宿になりつつあるこの宿屋。食堂のカウンター席でため息をつく一人の女性こそ、この宿屋『竜(りゆう)帝(てい)の宿木(やどりぎ)』の主人である、『カーラ・グライス』である。

			彼女は一人悩んでいた。

			　閑古鳥が鳴いているにも関わらず、いまだに経営を続けられているのはひとえに友人たちが定期的に泊まってくれているからであろう。冒険者学校時代にパーティを組み、冒険者になってからも付き合いの続いている彼らのおかげで宿を続けることができているのだ。本当にありがたい話である。

			　ただ、さすがに何か手を打たないといけない頃だというのはカーラ自身でもわかっているのだ。しかし、如何せん宿屋など簡単にできると高(たか)をくくっていただけはあり、どうすればお客様を獲得できるかなどが全く分からないのである。

			　カーラの宿はギルドと連携はとってはいない。

			　カーラの頭の中にある現代日本での知識や、神から与えられたチート能力により得られる知識ははっきりといってしまえば、この世界を容易く改変してしまうだけの危険性を帯びている。

			　地球でも大きな産業革命などで、人の歴史が大きく様変わりすることなど当たり前のように起きたことを知っているカーラとしては、大きな変化を望むものではなく、できうる限り技術は秘(ひ)匿(とく)したい考えであったので、いくら気心の知れたギルドとはいえ、連携を取らずにいたのである。

			　ちなみに連携を取らないからといって、非合法であったり、違反ではない。

			　宿を始める際にすでに王から経営許可を得ているので、何も問題はないのである。ただ、ギルドと連携を結ぶと、冒険者への宿への斡(あつ)旋(せん)などがあるため、閑古鳥が鳴くということは少なくなる。

			　まぁ、ギルドも信用第一なので、下手な宿屋とは連携を結ぶことはないのであるが……。

			　その点、カーラは冒険者時代から多大な功績を残していたこのもあり、連携を結ぶ話もギルドから出ていたのだが、先の理由から断った経緯がある。

			　チート能力と、チート技能により、一人で経営しているとは思えないほど宿の性能は高い。

			　おいしいご飯、清潔な部屋、安心安全なセキュリティ、都会の喧騒を忘れられる大通りから一本外れた場所に立つ宿屋という好条件なのである。

			　そのはずなのに全くお客が寄り付かないのだ。

			（まぁ、この世界で、『都会の喧騒を忘れた』などの場所は、犯罪の温床という可能性も高く、そんなところで女が一人で宿を経営しているなど、犯罪者御用達の宿か、盛大な美人局(つつもたせ)のようなものしか考えられないのだと、宿を始めた当初は思ってもいなかったのだけれどね）

			　と、心の中で一人つぶやく。

			　この宿は先代の経営者から引き継ぎ、屋号などを変え使っているし、先代は人が良く、犯罪の温床になっていなかったので、「裏通り」や「路地裏」といった言葉が持つ、悪い印象を一切持っていなかったことも原因といえるだろう。

			　まぁ、裏通りや路地裏といっても、暗かったり、不潔であったりということはなく、大通りより若干人が少ない印象を受ける程度なのであるが。

			　

			「さて、どうするか……。宿なんて始めればお客が来るだろう程度でしか考えていなかった当時の自分をぶんなぐってやりたいところだけれど……。今は何か手を考えないとね」

			　

			　一人で考えてもいい案などそうそう浮かぶものではない。現代日本でただのサラリーマンとして、その他多数の一人をしていたカーラにとって、経営戦略というものは苦手な分類になるのである。

			　

			　だが、神様はどこかで見ているものなのであろうか（最高神と友達とも言っていい間柄のカーラにとってみれば、見ていることぐらいは知っているのであるが）、この宿に光をともすことになる一人の救世主が現れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――カランカラン。

			　

			　宿の入り口に設置されているベルが来客を告げるため、軽やかな音色を奏でる。

			「いらっしゃいませ、『竜帝の宿木』へ」

			　宿に入ると出迎えたのは言葉では表せないほどの美女であった。

			　

			　私、マルロイは商人である。私のようなさして大きくない個人商店は、複数の商人と組み、町から町を移動し、商売を展開していくことがほとんどである。

			　複数人の商人をまとめ移動するのは、護衛を一括で行えるようにすることで個人でかかる費用を減らし、少ない支出で大きな利益を得るため、小さな商店などの商人たちが考え出した生活の知恵である。

			　ただ、もともと別の商人の集まりというだけあり、安全な町についてからの行動は様々で、宿などはその時その時で借りることも多い。

			　今回、王都に訪れた私たちであったが、私は来てすぐに商談が入ってしまったため、宿を手配する時間をとることができなかった。

			　タイミングが悪い時には大抵悪いことが重なるもので、ほぼ確定であろうと思われた商談はご破算になってしまったし、宿もすべて埋まっているということであった。

			　最も、ギルドに聞いてすべて埋まっていると言われただけであるので、連携登録のされていない宿などが空いている可能性は存分にあるのだが……。しかし、私も商人の端くれである。信用度の低い宿などに泊まり、財産を大きく減じることになることは避けたかった。ギルドに登録していない宿には何らかの事情があることが多く、ギルドから連携拒否をされていることがほとんどである。つまりは、ギルド登録されていない宿の信用度は低いといってもいいのである。

			　だが、今回は違った。

			　ギルドの受付嬢に何とかならないかと声をかけたとき、一人の受付嬢からあそこなら信用できるし空いていると思いますと声をかけられたのだ。

			　ギルド登録はされていないらしいが、ギルドから提案を持ち掛け、店主が断りを入れているそうなので、信頼できる宿であるということは間違いないであろう。

			　渡りに船とはこのことかと、せっかく得た機会なので宿の場所を確認し向かってみる。大通りから外れた場所にあるというのが気がかりではあったが、ギルドからの信用も高そうだったので、犯罪者の多い場所ということもないだろう。

			　そう思いやってきた宿は、閑散としていた。

			　当然だろう。宿というものは客が入ってなんぼのものだ。そんな宿が、これだけ人の往来からは遠い場所にあっては、来るものも来なくなるだろう。世間から見てもやはりいい印象を受けることはない、所謂(いわゆる)『裏通りの宿』である。一応、宿の体裁として、『竜帝の宿木』という看板と宿を表すＩＮＮの表記だけは確認できるが、それ以外ではここが宿だと気が付くものがいるのかどうかといえるほど宿といった印象が薄い。

			　よく言えば『落ち着いた雰囲気』、悪く言えば『活気のない』宿であるように見えた。

			　ちなみにＩＮＮの表記は、宿屋を示す表記として、国から正式に掲示を求められているもので、これを付けずに宿経営をすれば、罰金も免れないという厳しいものである。逆に、国もＩＮＮ表記を行っている宿屋を把握しており、定期的に偽ＩＮＮがいないか見回りを行っていたりもする。

			　ＩＮＮが何を指しているのかは誰も知らないらしいが、時の英雄が、宿屋はＩＮＮの表記がないといけないと決めたらしく、古くから続いている伝統らしい。

			　まぁ、今はそんなことはいいか。

			　あまりの衝撃に回想などをしてしまったが、扉を開ければそこにこの世のものとは思えないほどの美女がいれば仕方のないことではないだろうか？

			　これほどの美女である。宿の経営などしていなくても、歩いているだけでそこいらの男を虜にし、仕事などせずとも暮らしていけるであろうに……。

			「お客様？　どうかされましたでしょうか？」

			　それにしても美しいわりに無表情だな。こちらを心配したかのような声を出してはいるが、表情は一切動いていないぞ？

			「お客様？」

			「ん？　ああ、すみません。少し考え事をしていて。宿に泊まりたいのですが、部屋は空いていますでしょうか？」

			　何事もなかったかのように微笑みを浮かべて挨拶をする。こちらの心情を相手に悟らせないことも商人には必要なスキルなのである。

			　私の何事もなかった様子が功を奏したのか、そのあと話はトントンと進み、宿での注意事項などを説明され、その日は宿泊することができたのである。

			　寂れた宿といった印象は、宿に立ち入った瞬間に消えており、柔らかな空気に包まれたとても落ち着く空間であった。王都へは何度か行商に訪れたことはあったが、今までこれほど落ち着いて次の日を迎えることができたことなどなかったであろう。

			　それほどまでに『竜帝の宿木』がもつ、癒しの効果は素晴らしいのである。

			　出てくる料理も見たことのない料理が多かったが、そのすべてがおいしく、また食べたいと思わせる魅力にあふれているし、宿内も清潔に保たれており、部屋の隅々まできれいに掃除が行き届いていた。使っている寝具にも気を使っているのか肌触りがよく、店主の気配りがよく見えた。

			　防犯などのセキュリティ面でも強く、全部屋には鍵が付いているし、窓にも鍵が付いている。しかも、ガラスと思われた窓の透明な板は、異常に強度があり、もういい歳ではあるが、男である私の体当たりにもびくともしなかったのだ。

			　それでいて料金は一般的な宿屋の雑魚寝部屋しか借りられないほどの値段で一泊できてしまうのだ。

			　正直、閑古鳥が鳴いている理由が全く見当たらないと言っていいほど設備としては整っていた。なので、やはり問題なのは場所なのだろう。

			　だが、それは同時に私のみがこの宿の良さを独占できるということでもある。

			　初めて泊まったその日から、王都へ行商に来る際の宿は、『竜帝の宿木』に決まったのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、何度かの行商で親睦を深めていった私だが、今回の行商では一味違う展開が訪れた。

			　それなりに商いがうまくいきだしたので、心機一転、王都で一旗揚げようと、一家総出でやってきたのはよかったのだが、王都に行くときは一緒について回っていた同じく商人仲間の一人から「宿はどこをとっているんだ？　毎度毎度いなくなるけど」と疑問を示されてしまったのである。ここで教えないこともできたのであるが、彼は毎度いなくなる私を心配して声をかけてくれたのであるし、なにより私の６歳になる娘が素直に質問に答えてしまっていた。娘や妻には、王都に行ったら、『竜帝の宿木』という宿に行くと伝えてあったし、王都に腰を落ち着けられるまでは、宿を拠点として行商活動を行うと伝えていた。

			　なぜ宿を拠点とするのかとも聞かれたが、料金の安さ、安全性の高さ、信頼性を理由に選んでいると告げ、うまい食事を出す宿だとも伝えていた。少々熱が入りすぎたので、妻からは呆れられたが……。

			　そんなこんなで、私たち家族と友人商人家族で『竜帝の宿木』に泊まったのである。

			　泊まったみんなの反応は上々であった。宿の位置を聞いた際や、外観を見た際はものすごく心配した顔をされたものであったが、一度泊まってしまえばこちらのものである。

			　見知った顔のカーラさんに挨拶をし（妻も娘も商人仲間家族もすべてカーラさんの美しさに見とれていたが……）、いつものように空いている部屋に泊めてもらう。

			　今回は初めてパンが食事として出されたが、その素晴らしさに私たち家族も、商人仲間家族もとりことなった。

			　あまりにも旨すぎるパンであったので何とか製法を聞き出そうと試みたが、宿の売りとして使いたいとのことで、教えてもらうことは出来なかった。ならばとお世話になったお礼といっては何だが、宣伝も兼ねて私に売りに出させてほしいとお願いしたら、最初は渋っていたものの、宿のためと売ることを了承してもらった。

			　これは絶対に売れる。何なら貴族にだって売りに出せるレベルである。宿のためということを嘘にするわけではないが、私も商人としてもうけ話に敏感でなくてはならない。

			　商人仲間も併せてということで、私だけが独占することは出来なかったのが残念ではあるが、それでも十分に売り上げが見込めるので良しとしよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、まずは王都から認識を広めようとのことで、行商の間にパンを売り、宿の名前を伏せつつも、『女神の宿』として、話を膨らませ、パンを購入した人たちから女神の宿はどこにあるのかということすら情報として売ることで、大きく稼がせてもらった。

			　カーラさんの宿は、もともと素材がよかったこともあり、瞬く間に人気の宿となってしまったので、すぐさま予約制での宿泊宿と姿を変え、いつでも訪問して泊まることが難しくなったし、私たち商人一家と同時に泊まった商人仲間家族は王都に居を構えたので、泊まることもなくなった。

			　しかし、私たちとカーラさんの関係は続き、元冒険者という到底考えられないような経歴を持つカーラさんから、希少な素材を、時折安く仕入れることができるため、大きく稼ぐことが可能となったのである。

			　

			　カーラさんの宿は、本人が美人で女神のように美しい上に、貴族でもめったにありつけない上等の料理を出すことから『女神の宿』と呼ばれることも多いが、私たち商人一家を大きな発展へと導いてくれた、私たち商人一家にとってもまさに、欲するものを与えてくれた『女神の宿』なのである。

			　このことは、カーラさんには内緒であるがね……。
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